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第一章




　まだ大丈夫。もう少しがんばれる。

　アリス・ド・アズナベルはこの舞踏会がはじまるまでは、そんなふうに前向きに考えていた。

「今夜だけは、どうしても一緒に参加してほしいんだ。君は僕の婚約者なのだから……」

　マチアス・ド・ジスカールが珍しく熱心に誘ってくれたから、体調が悪くとも無理をして参加を決めた。……が、今はその選択を後悔している。

　王宮で開かれる舞踏会は特別なものだ。貿易業で財を成し叙勲された新興の男爵家の当主であるマチアスにとっては、事業のための人脈を作る絶好の機会である。

　このような場で、由緒あるアズナベル子爵家の娘アリスは、ジスカール男爵家と古参の貴族たちを繫ぐ役目を担ってきた。

　アリスとマチアスの結婚は二人が幼い頃に親同士が決めた政略的なものだが、恋情はなくとも、友情はあるものだと思っていた。

　でもどうやら自分たちには、もうなんの情も存在していなかったようだ。

　マチアスは今、アリスとは別の女性と楽しそうに踊っている。相手はアリスとは違い、健康そうで潑剌とした女性だ。

　傍観者となったアリスは、つい彼女と自分を比べてしまう。

　彼女の豊かな金髪の髪を見ていると、アリスの薄茶色の髪はみすぼらしく見えてくる。以前は少し手入れをすれば波打ち輝いていると褒めてもらえたが、今はそうではないと自分でもわかっている。

　彼女は一見華奢そうに見えるが、胸や腰などは女性らしく豊満だ。ただの瘦せっぽちになってしまったアリスとは比べられないほど魅力がある。

　どうして自分は今、こんな光景を見て惨めな気分にさせられているのだろう？

（無理をしてダンスの申し込みを受ければよかったのかしら……）

　最近は外出もままならないほど具合が悪いことを、マチアスは知っていたはず。それなのに彼は、皆の前でアリスにダンスを申し込んできた。きっと、アリスが体調不良を理由に断ることを期待して……。

　そうして〝婚約者とダンスも踊れない気の毒な男性〟として周囲の同情を買ったところで、都合よく現れたのがあの令嬢だった。

「あれはレッドメイン子爵家のご令嬢よ。とてもかわいらしい方だと思わない？」

　椅子で休んでいるアリスの横で、マチアスの母親であるジスカール夫人がそう囁いてくる。令嬢は夫人のお気に入りでもあるらしい。

　実際、アリスの代わりにレッドメイン家のご令嬢と踊ってきたらいいとマチアスに勧めたのは、ジスカール夫人だった。

　演奏が終わり、マチアスは令嬢を連れてこちらへ向かってきていた。

　にこにこと機嫌がよさそうだが、彼のその笑みには裏がある気がしてアリスは警戒する。

　薄氷を踏むようになっていたこの関係に、修復できない亀裂が入りはじめている。

「アリス……そういえば紹介が遅れたね。彼女はジスカール商会の大切なビジネスパートナーである、レッドメイン子爵家のお嬢さんだ」

「レディ・アズナベル。ごきげんよう。クレア・ド・レッドメインと申します」

　アリスは彼女に挨拶するために、椅子から立ち上がろうとした。しかしドレスの裾がなにかに引っかかりうまくいかず、よろけて尻もちをつく。

「きゃあ！　大変！」

　悲鳴を上げたのは、アリスではなくクレアだった。おかげで注目が集まってしまった。

　自分が失態を犯したことはすぐにわかった。アリスは今、とても情けない姿をしている。

　足が痛い。よろけたときに捻ひねったせいだ。

　体力が落ちていた状態での転倒はかなり堪えたが、それよりマチアスの軽蔑するような視線が痛い。彼は手を差し伸べてくれることすらしない。

「なんと……子爵家の令嬢が、まともに挨拶もできないなんて。ああ……がっかりしたよ、アリス。君はこの場に相応しくないようだ。どうして家でおとなしくしていなかったんだい？　まるで君に監視されているようだ」

　その言葉を聞いた瞬間に、これまでギリギリのところでどうにか保っていた心の中の糸が、プツリと切れてしまった。

「マチアス、あなた……」

　アリスはどうにか自分の力で起き上がるが、怒りからなのか、それとも捻ってしまった痛みからなのか、足は震えていた。

　これはすべて、マチアスの企みだ。

　アリスの存在を疎んじていたはずの彼が、急に態度を変えて熱心に誘ってきたのはこの場で恥をかかせるため。そのためにアリスを人前に引きずり出したかったのだ。

　今となっては、どうして気づかなかったのだろうと自分の愚かさを呪いたくなる。

「マチアス、言い方に気をつけなさい。かわいそうよ……アリスさんは体調が悪いのだから」

　ジスカール夫人はアリスを気遣うような素振りを見せたが、それも一瞬のこと。

「でも心配だわ。うちは商会の仕事があるでしょう？　ジスカール家の女主人は家でずっと休んでいるわけにもいかないもの。それに……跡継ぎの問題はどうしたらいいのかしら？　ねえ、アリスさん。本当に心配だわ……原因不明の病だなんて！」

　ジスカール夫人は、アリスが病弱すぎて世継ぎを産むことができないと言いたいらしい。マチアスの妻として不適格だと評価されているのだ。

（どうして、こんなことになってしまったのかしら？）

　彼との結婚は幼い頃から決まっていたものだが、マチアスは仕事を優先し、挙式は先延ばしされていた。

『僕はジスカール家が、アズナベル家と縁戚になるに相応しい家なのだと世間に認めてもらいたいんだ。君のことを、親同士の約束のために残念な結婚をした女性にしたくない』

　君のため……そういう言い方をされたら、応援しないわけにはいかない。

　十代後半で結婚する女性が多い中、婚約者がいるにもかかわらず具体的な挙式の日程が立たぬまま、アリスは二十一歳の誕生日を迎えた。

　さすがにそろそろ籍を入れないと不自然だと、世間に思われてしまうだろう。そんな頃になってマチアスはようやく正式な婚約指輪を贈ってくれた。とても貴重な、大きなルビーの指輪だ。それが半年ほど前の話。

　本来ならちょうど今頃二人は夫婦となっていたはずだが、アリスが原因不明の体調不良を起こすようになり、延期を余儀なくされている。

　婚約してからいろいろなことがうまくいかなくなり、マチアスに申し訳ないと思う気持ちは確かにあった。

　でもこんな形で終わりを迎えることになるとは……。

　マチアス、ジスカール夫人、そしてクレア……。三人がアリスをあざ笑っている。

　ダンスもできず、社交界で相応しい立ち振る舞いもできない、さらには女主人としての資質に欠けた人間なのだと、周囲に知らしめることになった。

（きっとジスカール夫人が、私のドレスの裾をわざと踏んだのね……）

　人を蹴落とすことに躊躇がないこの社交界で、アリスは完全な敗北者だった。三人だけでなく、こちらに注目しているすべての人が、アリスを笑っているように思える。

　恥ずかしくて、悔しくて……すぐに逃げ出してしまいたかったが、本来アリスはやられっぱなしではいられない性分だった。

「確かに……私はジスカール家の女主人には相応しくないようです」

　なけなしの気力を振り絞る。アリスは淑女の仮面を着けて、婚約者に対して微笑んでみせる。

　マチアスはアリスの奇妙な態度にいぶかしみながらも、口元にうっすらとした笑みを浮かべはじめた。

　彼の思惑はもうわかっている。アリスが自分から婚約の辞退を申し出るよう仕向けているのだ。

　そしてアリスが最後にできるのは、子爵家の娘としての矜持を保つこと。

「どうぞ、お好きになさって？　ただ、こんな強引な方法で、私からあなたの望む言葉を引き出そうとするのは卑怯ですよ。ジスカール男爵。到底紳士とは思えません」

「なっ！」

　もう彼のことを親しい男性だとは思わない。

　小柄なアリスの視線は、マチアスよりずっと低い。だから見下すように伏し目がちにすると、彼とは視線が合うことはない。アリスの視界には今、怒りで握りしめられたマチアスの拳がある。卑怯だと言われたことがよほど癇に障ったのか、今にもその拳をアリスに向かって振り上げてきそうな勢いだ。

　しかしマチアスは衝動をどうにか抑え込んだようだ。

「アズナベル子爵令嬢。私は問題のない妻を迎えたい。ごく普通の結婚をしたいだけだ。だから君との婚約はなかったことにしてほしい。……こう言えば満足か？」

「ええ、結構です。それでは私は、お暇させていただきます」

　アリスはお辞儀をして、そこから立ち去ることにした。

「待ってくれ。指輪を返してほしい。それは計り知れない価値のある指輪だ。……我が家が代々受け継いでいる特別なものでもある」

　マチアスの視線は、アリスの左手の薬指に注がれている。

　裕福なはずの彼が手放したくない指輪とは、いったいどれほどの価値があるのだろう。確かに大きくはあるが、アリスはこの深紅の石が自分に似合っていない気がして、どうも好きになれなかった。

「わかりました。お返しいたします」

　アリスはその場で指輪を外して、マチアスに手渡す。未練などないとはっきり示すために。

　それから彼に背を向けた。

　不運なことに玄関に繫がる出入り口は遠かったので、一番近いテラスへ繫がる扉から外に出る。ただ、一秒でも早く一人になりたかった。
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　今夜アリスは、マチアスが用意した馬車に乗せてもらい、ここまで来ていた。両親は旅行中で、この舞踏会に参加していない。

　アリスが屋敷に帰るためには、家に使いを出すかマチアス以外の頼れる知人を見つけなければならなかった。

　なるべく早く帰りたい。でも心が乱れているアリスは、すぐに行動に移すことができなくて庭園に出たあと、どこか休める場所を探していた。

　誰もいない……一人になれる場所を。

　奥へ、奥へと進んでいくと、高い生け垣の向こうにベンチを発見して、そこに腰をかける。

（もう、泣いてもいいかしら？）

　しばらく高い踵の靴を履いていなかったから、とにかく足が痛くてしかたない。

　目の奥からじんとなにかが込み上げてくるのは、そのせいだ。決して、未来を悲観してのことではない。アリスは自分にそう言い聞かせたが不安ばかりが募る。

　マチアスとの婚姻は、親同士が決めたものだった。

　先代のジスカール男爵が死に至る病に罹ったとき、学友であったアリスの父・アズナベル子爵にした頼みごとが、子どもたちの婚姻だった。

　ジスカール家は裕福であったが、新興の貴族だと見下されることが多かった。だから先代は、歴史あるアズナベル子爵との関係を深めることにより、貴族社会での立場を確固たるものにしようとしたのだ。

　このような場合、せめて、家柄のよいほうが金銭的に困っているのなら、両家の立場の均衡がとれただろう。しかしアズナベル子爵家は十分な財を持っていて、ただ旧友と交わした約束を守りたいという理由で、ここまで来てしまった。

　それがジスカール男爵家の若き当主、マチアスにとっては負担だったのだろう。

　子どもの頃は悪い関係ではなかったはずのアリスとマチアスは、大人になるにつれぎくしゃくしはじめた。

　マチアスには「そうやって君は僕を見下して」とか、「まるでマナー講師のようだ」と悪態をつかれることが多くなっていく。

　彼はアリスが物静かで従順な妻になることを望んでいたが、合わせることはできなかった。

　貴族同士の力関係はとても難しい。アリスがこの数か月体調がよくないという理由程度で、格下であるジスカール家側から婚約破棄を申し出ることはよしとされない。だからマチアスは、アリスに辞退してほしかったのだろう。

（だったら、素直に言ってくれたらよかったのよ……）

　直接アリスに、穏便に婚約を終わらせたいと頼んできたのなら、こちらだって真剣に考えたはず。

　でも、こんなふうに公衆の面前でわざと恥をかかせるやり方は、違う。だからアリスは、最後まで譲ることができなかった。でも今、一人になると正しさが揺らいで不安になる。彼にここまでさせてしまった自分がいけないのだろうか？　……と。

　ジスカール夫人が跡継ぎの問題に触れてきたことが、アリスの心で消化できない引っかかりとなっている。

　彼女の懸念は大げさなものではなかったから。二か月前からアリスは自分の身体が子を成せる状態にないということを知っていて、マチアスに打ち明けることができずにいた。

（卑怯なのは私だったのかしら……？）

　悲しいのか、悔しいのか、それとも後悔しているのか……アリスの中でいろいろな感情が混ざり合い、気づけば瞳から涙が零れはじめていた。

　こんな顔、誰かに見られたら恥もいいところだ。アリスは必死に涙を止めようとしたが、うまくいかない。どうか誰にも見られませんように……そう願った瞬間、地面の草を踏むような足音がした。

　神様はどこまでもアリスに意地悪だ。人の気配がする。誰かに見られていたのだろうか？

「何者だ？　どうしてここにいる？」

　生け垣のあいだから、背の高い男性が現れた。彼はアリスを見るなり、険のある声を発してくる。その人が持っていたランプによって、お互いの顔が闇夜に浮かんだ。

「邪魔だ。出ていってくれないか？」

　アリスを咎めてきたのは、見知らぬ男性だった。長い金髪が印象的で、美しい。顔だけなら女性と見間違えてしまいそうだが、骨格は逞しく性別は明らかだった。

　この王宮で、庭の所有権が自分にあるかのように振る舞う人物とは？　上着を着用せずにくだけた印象があるのは、招待客ではなくここに住んでいるからこそなのかもしれない。ならば、彼は王族の可能性が高い。

「申し訳ありません、ただいま……」

　アリスは慌てた。

　ここが王族専用の場所だったとしたら、許可なく入り込めば罪に問われる可能性だってある。

　だが幸い衛兵を呼ばれることもなく、重ねて名を尋ねられることもなかった。ここからすぐに立ち去ったら、許してもらえるかもしれない。

　アリスは急いで立ち上がり、深々と頭を下げた。

「謝罪はいい。さっさと去ってくれたら」

「はい」

　アリスは顔を上げ、建物のほうへ向かおうとした。

「……いや、待て」

　しかし今度は男性が引き留めてくる。いったいどうしたのだろうと様子をうかがうと、相手は困惑顔をしている。

「やはりこのままでよい。私が出ていくから好きに使え。花は踏み荒らさないように。よいな？　……そこに座れ」

「は、はい……」

　きっと泣いていたことがばれてしまったのだろう。気まずくて、いたたまれない。でもその人はアリスに余計な詮索をせずに、自ら立ち去ろうとしてくれる。それはとてもありがたいことだった。

　言われたとおりアリスがもう一度ベンチに座ると、その人は満足したように頷いて身を翻した。ただ、三歩進んだところでまだなにか言いたいことがあったのか、振り返ってくる。

「あの……？」

　どうしたのかと問いかけると、男性は「いや、いい」と用はないことを短く告げてその場から立ち去っていった。

　大事にならず、アリスはほっとした。そして彼が現れたおかげで、いつの間にか涙が引っ込んでいたことに気づく。

　持っていたハンカチを取り出して、乾きかけの涙を化粧が落ちないように軽く拭った。

（あの方は……）

　気持ちを整えながら、アリスは金色の髪の男性が誰だったのか考えはじめていた。

　今夜のような宮廷舞踏会や、そのほかの行事で高貴な人たちの姿を直接見たことはある。国王夫妻、王太子、王女、末の王子。……しかし、先ほどの人物はその誰でもなかった。

　そしてほかに、二十代後半と思しき年齢で人前に滅多に姿を見せない人物が一人だけいることに思い至る。

（きっと、リュシアン殿下だわ）

　第二王子のリュシアンは二十八歳で、王族であると同時に非常に能力の高い魔術師だと聞く。彼はたいそうな変わり者で、公式の場にほとんど姿を見せない。

　人嫌いの引きこもりと言われているが、気性が荒く魔法を使って気に入らない相手に暴力を振るうこともしばしばだとか、目が合ったら魔法で石にされてしまうだとか、噂され恐れられていた。

　でも、どうやらアリスは噂は噓であったと、今夜で認識を改めなければならないようだ。

（少し気難しそうだったけれど……優しそうな方だったわ。気性が荒いなんて噓よ）

　花を踏み荒らさないようにと言っていたのは、純粋に花を愛しているのか、それとも魔法に使うためなのかはわからない。でもきっとこの庭は、彼にとって意味のある場所だったに違いない。それなのに、アリスがここで過ごすことを許してくれたのだ。

　さっきまでの沈んでいた心は気づけば浮上して、ここにどんな花が咲いているのか気になり観察をはじめた。

　薔薇などの見応えのある花で彩られている王宮内のほかの庭園と違い、知らない小さな花ばかりがひっそりと咲いている。アリスが名前を言えるのは、すずらんくらいだった。

　そのすずらんが夜風に揺れる姿を眺めていると、また人の足音が聞こえてくる。

　今度は女性だ。姿から王宮の侍女だとわかった。

「ご気分がすぐれない方がいらっしゃると聞いてまいりました。お嬢様、どうかなさいましたか？」

　どうやら侍女は、ここに人がいることを知っていてやってきたらしい。

「ありがとう。……あの、もしかしてリュシアン殿下が？」

　アリスはさっきの男性の正体を確認する意味でその名を出した。

「ええ、殿下のご指示です。お嬢様をご家族のもとへお届けするまで付き添う役目を仰せつかりました」

「そう……ありがとう」

　彼の気遣いのおかげで、今日できた大きな傷が一気に塞がれていく気がした。酷い扱いをされたあとの優しさは、どうしたってしみる。でも、この胸の切なさはとても心地よい。

「実は少し問題が発生してしまって、今夜のパートナーが所有する馬車では帰ることが難しいの。私はアズナベル家の娘です。叔母のファーロウ伯爵夫人がどこかにいるはずだから、探してきてもらえないかしら？」

　アリスが簡単に事情を説明し要望を伝えると、侍女は「かしこまりました」とすぐに応じてくれる。それだけでなくアリスを休憩のできる部屋まで、なるべく人と会わない経路を使って案内してくれた。




　しばらく部屋で待っていると、サンドラ・ド・ファーロウ伯爵夫人はそこにやってきた。

「アリス！　まあ……本当にとんだ災難だこと！」

　サンドラは、アリスがどんな目に遭ったかもう知っているらしい。この分だと明日には社交界全体にこの騒動が広がっていることだろう。

「私は大丈夫だけれど、お父様たちがいないときにこんなことになってしまって……家族に申し訳ないわ」

　今夜の出来事で、アズナベル子爵家の評判が落ちることはさほど心配していない。どちらかと言えば同情を向けられるはずだ。

　ただ、アリスがまともな花嫁候補ではなくなったことで、影響はある。

　生涯未婚かもしれない姉がいる家は敬遠されがちだから、どうしたって弟に迷惑がかかってしまう。

「もし元気になったら、私……文官の道を目指そうかしら……？　叔母様はどう思う？」

　幼い頃からマチアスと婚約していて、商会の仕事を理解するために、アリスはほかの貴族令嬢とは違うことを学んできた。算術だったり、経済学だったり……。その能力で文官になって自立できたら、将来弟に迷惑をかけることもない。

「アリス、それは一つの選択肢として悪くないと思うわ。でも急ぐ必要はないの。まずはゆっくり休みましょう」

「はい……」

　サンドラに諭され、アリスはひとまず静養を優先した。

　数日後には旅行中だった両親も戻ってきたが、舞踏会で起こった騒動を聞くなり憤慨して、父はジスカール家に自ら乗り込んでいった。

「お父様が怒ってくださったから、とても気分がいいです」

　アリスの父は普段とても温和な人だ。だからこその絶大な人脈を持っている。そんな温和な父が激怒したのだから、先方も驚いただろう。

　マチアスは見誤っていた。アズナベル子爵家の当主を激怒させたら、ジスカール商会との取引きを考え直す貴族は多いはず。それとも、そうなっても揺らがない自信があったのだろうか？

　そこで思い浮かべてしまうのは、レッドメイン子爵家のクレアという存在だった。

（まあ、私にはもう関係のないことよ）

　マチアスのせいで自分が不幸になるなんて、絶対に嫌だ。だから、アリスは気持ちだけは前を向こうとした。叔母に伝えたとおり、文官を目指す道を実現させたいと考えていた。




　しかし、気持ちとは裏腹に、その後アリスは体調が少しもよくならず、屋敷の中での静養を余儀なくされた。

　両親は何度も医師の診察を受けさせてくれたが、ずっと原因は不明のままだ。

　身体がだるくて、起き上がれないことが多い。勉強をしたくとも集中できない。食欲も湧かない。

　もしかしたら、自分はこのまま……。そんな考えすらよぎってしまう。

（せめてリュシアン殿下にもう一度お会いしたかったわ……）

　アリスはベッドの中で、金色の長い髪の男性を思い浮かべた。

　実は舞踏会の直後、アリスはリュシアン宛てに一度だけ手紙を書いている。庭園にいるのを許してくれたことと、侍女を寄こしてくれたことへの感謝の気持ちを綴ったものだ。

　手紙は受け取り拒否として戻ってこなかったから、一応届いてはいるはず。最初から期待していなかったが、リュシアンからの返事はなかった。

　彼にとってみればたいしたことではなかったのだろう。しかしアリスはあのときリュシアンの優しさのおかげで涙はすぐに止まり、以来一度も泣かないで済んでいる。

　できるなら直接会ってお礼が言いたかった。でもそれはきっと、叶わぬ夢になってしまいそうだ。
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　予期せぬ来訪者が現れたのは、宮廷舞踏会から一か月後のことだ。

「アリス……実は……」

　父はなぜか大きな花束を持っていて、アリスの部屋を訪ねてくるなり、困惑した表情を浮かべた。

「どうなさったの？　お父様……」

　日中ではあったが、相変わらずの体調不良が続いているアリスは、ゆったりとしたドレスを着て寝台で身体を休めていたところだ。

「その、お見舞いに来てくださった方がいらっしゃるんだが……」

　父はまず、アリスの服装を確認しているようだった。人と会うのにさすがに寝間着というわけにはいかないだろう。その丁寧な言い方から、お見舞いに来てくれた相手が、身分の高い人か父より年上の人なのだと想像がつく。

　一緒に入ってきた侍女は、花束の大きさに合った花瓶を用意し、部屋のテーブルの上に置いた。

「これは、その方からのお見舞いの品だよ」

　父から花束が手渡され、アリスはその柔らかな香りを嗅いだあと、侍女に預ける。

「お花まで……どなたがくださったの？　この姿でよろしければお通ししてください」

　部屋の扉は半分開いており、もしかしたら来訪者にも聞こえていたのかもしれない。

　アリスの返事を合図として、部屋の中に一人の人物が入ってくる。

　宮廷魔術師の白いローブを纏った、背の高い金髪の男性だった。

「……！　リュシアン殿下」

　アリスは驚いて、咄嗟に寝台から出ようとした。王族を前にして自分だけ寝そべっているわけにはいかない。

「そのままでよい。実はこれまでアズナベル子爵と何度かやりとりをしていて、あなたの体調がよくないことはわかっている」

　きっぱりとした口調で、リュシアンは言う。それはこの前の宮廷舞踏会と同様だ。はっきりと上の立場にいる者として命じているのに、アリスの身体を気遣ったものだから、自然と受け入れることができる。

「殿下、感謝申し上げます」

　アリスは言われたとおりその場に留まった。それでも上半身を起こし、姿勢だけはなるべくよく見えるようにする。

　リュシアンは、アリスとは少し距離があるところで立ち止まる。

　ちょうど、部屋の扉と寝台の中間地点だ。そうして無表情のまま、アリスのことをじっと見つめてくる。

「単刀直入に言うと、私はあなたの病を治せるだろう」

「え……病を？」

　今まで何人もの医師から「原因不明」と言われてきたのに、リュシアンはさも簡単なことのように言った。




第二章




　最初に息を吞んだのは父だった。

「殿下……娘の病は本当に治るのでしょうか？」

「ああ、私は無責任なことは言わない。ご令嬢の症状はおそらく魔力に関係するもので、医師ではなく魔術師の領分だ」

　リュシアンは淡々と説明を続ける。

「我々魔術師のように目に見える力として使えなくとも、すべての人間はわずかながら魔力を保有している。それはわかるな？」

　問われ、父もアリスもすぐに頷いた。リュシアンが口にしたことは一般常識で、実際にその人が保有する魔力を測る装置もある。子どもの頃の計測で特段に数値が高いと判断されると、魔術師を志すことになる。

　魔術師になれるほどの魔力を保有する者は千人に一人ほど。彼らはそこから鍛錬し自分の能力を高めていくため、一般人と魔術師とでは保有する魔力に大きな差が出てくる。

「アリスは五歳のときに一度魔力を測定していますが、平均より少しよいくらいのはずです」

　父が古い記憶を辿り、リュシアンにそう申し出る。

「いや、ご令嬢の魔力はゼロだ」

「ゼロ？　そんなはず……いえ、殿下のお言葉を否定するわけではございませんが……」

　父の驚きは当然のもので、黙って聞いていたアリスも「そんなはずはない」と心の中で思った。それでも王族であり、国で一番の魔術師でもあるリュシアンがきっぱりと言い切るのだから、安易に否定してはならない。

　リュシアンは気分を害した様子もなく、話を続けてくれた。

「そう、これは本来ありえないこと。なんらかの理由によりあったはずの魔力が消え失せている。今、本人を前にしてもよくわかる。間違いなく、ご令嬢が保有している魔力はゼロだ。体調不良の原因はそこにあるはず。……つまり、ご令嬢は魔力欠乏症だ」

「私が、魔力欠乏症……？」

　聞き慣れない言葉だ。流行の風邪やそのほかの病と違い、周囲にそういった症状を患っている人はこれまでいなかった。

　ただ、だからこそ何人もの医師が「原因不明」としてきたのだろう。そんな背景も見えてくる。これは、アリスにとっての希望だ。

「先日偶然、王宮の庭でご令嬢とすれ違って、私はすぐに違和感を持った。その違和感の正体を分析し、原因を推測し治療方法を考えてきたところだ。だから一か月もかかってしまった。決してご令嬢の苦しみを長引かせるために遅れてきたのではない」

　なんとリュシアンは、あの日のごく短時間の遭遇で魔力欠乏症を見抜いて、治療法まで考えてきてくれたのだという。王族という身分にあるリュシアンの言葉に、アズナベル家の父娘が感激したのは言うまでもない。

「娘のために……恐れ多いことにございます。それで……あの、治療法とはどんなものでしょうか？」

「アズナベル子爵、残念だが治療方法は詳しく説明できないし見せることができない。特異な症例で、まだ研究中につき魔術院での機密事項となっている。ただ、リスクはないと約束するし、私が責任を持ち直接治療にあたるから安心してくれたまえ。子爵に伝えられるのはそれだけだ」

「は、はい」

「そういうわけだ。さっそく治療をはじめる。関係のない者はすみやかに部屋から出ていくように」

「し、しかし……」

　父はためらっていた。

　アリスが結婚適齢期の未婚の娘だからだろう。婚姻前の男女が部屋で二人きりになることは、褒められるものではない。

「治療をするだけだ。治せるのは私だけだから、これは病人に対してのやむを得ない措置だ」

　リュシアンはあまり感情を出さない性格と見えて、ここまでずっと淡々とした態度をとり続けている。それは医師が患者に接するときのようでもあり、また王族としての絶対的な立場を相手に実感させるようでもあった。

「殿下にお任せいたします。どうか、娘をよろしくお願いいたします」

　リュシアンに治療をしてもらわないと、このまま死んでしまう可能性だってあるのだ。命を前にしたらモラルなど二の次だ。

　父は侍女を連れて部屋から出ていった。

　取り残されたアリスはどこか落ち着かない。

「リュシアン殿下。先日に引き続き、本当にありがとうございます。なんとお礼を言ったらいいのか」

　頰は熱くなり、言葉は早口になっていった。きっとそれがリュシアンにも伝わってしまったのだろう。

「私はこれでも王族で、王族には国民を守る責務がある。そして魔術師の代表としても、だ。……つまりこれは私の負う務めであり、礼は不要だ。わかったな？」

　これはアリスがリュシアンを意識しすぎていることへの、牽制なのだろうか。

「はい」

　了承の返事をすると、リュシアンは一歩ずつ慎重にアリスに近づいてきて寝台の脇までやってきた。

「では、治療をはじめるが……」

　そのときになって無表情だったリュシアンが、はじめて顔をしかめる。

（なんだか、すごく嫌そう……）

　彼は責務でここにやってきたと言っていたから、本当にアリスに魔法の治療を施すのが嫌なのか。「人嫌い」という噂はたぶん事実で、リュシアンの本心は責務とは別のところにあるのだろう。

　責任感だけで、したくもないことをしにきてくれるなんて、彼は聖人なのかもしれない。アリスはますます尊敬の念を抱いてしまうのだが、こんな感情こそ迷惑そうでもある。

「あの、治療は殿下に相当な負担がかかるものなのでしょうか？」

　できれば、簡単なものであればいいのに……そう思ってつい尋ねてしまった。しかし、リュシアンはついさっき父に、治療方法は説明できない機密事項だと言っていた。

「いえ、申し訳ありません。余計な質問をしてしまいました。あの……私は目を瞑っていたほうがいいのでしょうか？」

　言い直して、アリスは彼の返事を待つ。リュシアンは相変わらず難しそうな顔をしている。

「いや……あれは、子爵の精神衛生上の問題で言ったことだ。あなたに施す治療はとても単純で、少しずつあなたの身体に私の魔力を分け与えていけばよいだけだ」

　魔法のことなどわからないが、国一番の魔術師であるリュシアンがとても単純だと言うのだから、その言葉は信じることができる。しかし、父の精神衛生上の問題とはいったいなんなのだろう？

　アリスが半分理解できずにいるとそれが伝わったのか、リュシアンは悩ましげな表情を浮かべてきた。

「ここに来るまでに間接的に魔力を分け与える方法を研究してきたのだが、うまくいかなかった。魔力は、私の身体から離れた時点でみるみるうちに消失してしまう。残された道は直接的な方法なのだが、それが……」

　アリスは彼の言う治療を想像してみた。

　手を握る必要があるのだろうか？　もしくは額に手を当てるのだろうか？　親しくもない娘に触れたくないと思うのは、そう不自然なことではない。

「殿下は私に直接触れることをご負担に感じていらっしゃるのですね？　あの……でしたら、私のことは石かなにかだと思っていただけたら」

「触れるくらいならさすがの私も許容できる。子爵を追い出す必要もなかった。直接とは、触れる程度ではなくて……、た、た、た体液……たとえば血液を取り込んでもらうことを言う」

「血液？　……では殿下が血を流さねばならないということですか？」

「それは大きな問題ではない。ほんの少し指先を傷つければいいだけだ」

　リュシアンは持参したらしい、道具が入ったケースを取り出してアリスに見せてくる。医療用のナイフ、ガーゼ、それに小瓶に入っているのは消毒液だろうか？

　これが普通の病であれば、治療で痛みを感じるのはアリスのはずなのに……。当の本人ではないリュシアンにとってなんと理不尽なことだろう。

「殿下……指先は、傷つけたらとても痛いはずです」

「問題ない」

　リュシアンはその点についてはどうでもいいといった態度で、さっそく準備をはじめてしまう。

　アリスは彼がナイフを消毒するその手を見て、目を見開いた。

「待ってください。その傷は……まさか」

　リュシアンの手のひらは、傷だらけだった。もう治りかけのものから、新しいものまである。

「私は研究が好きなんだ。血を固めてみたり、包んでみたりしたがどうにもできなかった。直接取り込むことが最も効率よく、現実的だという結論に至った。いいか？　ナイフで傷をつけたら、すぐにこの指先を口に含んで、吸い出すように飲んでくれ。はじめは摂取のしすぎも危険だから、今日は少量でいい」

「あの……ほかの魔術師の方にお願いすることはできませんか？」

「私では不足だと言いたいのか？」

「いえ、ただあまりにも恐れ多く……」

　身分の低い魔術師なら傷つけてもいいということはないが、そういう人であれば治療の対価を払うこともできる。リュシアンの場合、金貨になんの価値も見出みいだしてはくれないだろうから、辛いところだ。

　アリスがためらっていると、リュシアンは苛立たしげな表情を浮かべた。

「私ほどの適任者はいない。それにこちらはただ研究がしたいだけなんだ。死にたくなければ黙っていてくれ」

「はい……」

　人の親切を拒絶するのは、失礼なことだ。アリスはそれっきり、治療のあいだは余計な口を挟まないと誓った。

　リュシアンはナイフを手にして、ためらわず自分の指先に傷をつけた。ぷっくりと赤い血が滲んだ瞬間、アリスの唇の中にその指を押し込んでくる。

「んっ……」

　指先が、アリスの舌に当たる。血の味はよく鉄の味と言われるが、そこまではっきりとしたものは感じられなかった。

「吸い出すようにして……」

　リュシアンに言われ、アリスは彼の指先を軽く吸い上げてみる。

　すると、なんだろう？　あたたかい感覚が、舌から身体全体に広がっていく。

　これでよいのかと確認するようにリュシアンを見上げれば、魔力を使っているからなのか彼の身体は淡い金色の光に包まれていた。強烈に惹かれる光だ。

　アリスはそれを欲するように、気づけばリュシアンの指先を貪欲に貪り吸い上げていた。

「ん、んっ……んっ」

　飲み込んだのは、彼の血がわずかに混じった自分の唾液だ。ひと口すすればどれほど渇望していたかがわかる。なにかが足りていなかった身体が、満たされていく。アリスは彼の指をむしゃぶる行為に夢中になった。

　飢えから解放されていくことに溢れ出すほどの喜びを感じ、ついには涙まで零れはじめる。

　それを見たリュシアンは瞠目し、慌てて手を引っ込めてしまう。

「あっ……」

　欲していたものを失った喪失感に、また涙が零れ出す。

「あ、あまり一度に欲張りすぎてはいけない。危険だ。……だが、効果は実感できただろう」

「はい、殿下のおっしゃるとおりです。あの、申し訳ありません……はしたなくて」

「よい。なにも問題ない」

　とても問題がありそうだ。よほど嫌だったのか、リュシアンはその場にしゃがみ込んで、アリスと目を合わせてもくれなくなった。はぁ、と深いため息まで聞こえてくる。

（どうしよう……手を洗う桶と石けんを用意させるべきかしら？）

　侍女を呼んでもよいか、アリスはリュシアンに確認しようとした。

　しかしその前に彼はすくっと立ち上がり、持参した道具を片づけはじめる。

「今日の治療はこれで終わりだ。……目眩めまいなどはないな？」

　変わらず目を合わせないまま、リュシアンは問いかけてきた。

「はい。大丈夫です」

「では、三日後にまた来るから、それまでの期間は自分の体調の変化について、報告書にまとめておくように。もしなにかあったら、王宮に連絡を。……私は帰る」

「は、はい」

「見送りはよい」

　くるりと身を翻したリュシアンは、ものすごい素早さで去っていった。




　一人になると、自分がしてしまったことに強い羞恥心が溢れ出してくる。

　過剰にリュシアンの指をしゃぶったことへの羞恥心だ。それに、リュシアンに不快な思いをさせてしまった罪悪感もある。

「ああ……いったいどうしたら」

　アリスは寝台の中で、枕に顔を埋めた。

　リュシアンはなにも咎めてこなかったが、あれは王族に対して無礼に等しい行為だった。彼は治療のために指を吸えと言っただけで、我を忘れてむしゃぶりつけとは言っていない。

「はぁ…………」

　唯一の救いは、リュシアンが三日後にまた来ると言ってくれたことだ。もう二度と治療はしない、会いたくないと言われたら一大事だった。

　しかし三日後に同じことをするのだと想像すると、アリスの心臓はそれだけで跳ね上がって、おかしな気分になってしまう。

　一人でブランケットの中に隠れたり剝いだりを繰り返していると、いつの間にか父が部屋に入ってきていた。

「アリス、大丈夫か？　問題なかったかい？」

「え！　ええ、お父様」

　父はおそらく、アリスがどんな治療を受けたのか知りたかったのだと思う。ただ、元来真面目な気質でもあるから、リュシアンから機密事項だと言われたのを無視して暴くこともできない。

　そしてアリスもまた、躊躇なく父に話すことはできなかった。

「なんだかよくわからなかったのですが、殿下が私に魔力を分けてくださって、そのおかげで今はっきりと身体に活力を感じています。殿下の見立ては正しかったのでしょう」

「そうか……で、よくわからなかったというのは？　具体的に……」

「本当に、よくわからなかったのです」

　アリスはただ、それだけを繰り返した。顔が赤くならないように、怪しまれないようにするのが大変だ。

　幸いなことに、リュシアンが機密事項と言ってくれていたおかげか、父はそれ以上問い詰めてこなかった。
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　翌朝、アリスは久しぶりに気持ちよく目覚めることができた。

　これがリュシアンの治療の効果なのだとはっきりとわかるほど、昨日の朝の自分とは違っていて、心が弾み出す。

　デイドレスに着替えて朝食の席で家族と団欒だんらんし、庭を散歩することもできたので、アリスは午後になりあることを実行したくなってきた。

「お父様、今から街へ行ってもいいかしら？」

「体調がよいならかまわないが、なにか用事でもあるのかい？」

「ええ、リュシアン殿下にお礼をしたくて。なにか……その、街で探してこようかと」

「感謝の気持ちを表すのは大事だからな。でもいったいなにを贈るつもりなんだ？」

　王族相手に贈り物を選ぶのは、簡単ではない。きっと街では手に入らないほどの一級品ばかり所持しているだろうから。

　でもアリスはリュシアンとの会話の中で彼の性格をほんの少しだけ知り、すでに方向性は決めていた。

「殿下は研究熱心でいらっしゃるので、文具でしたらお使いいただけるかと思いました」

「そうか。確かにそうかもしれない。アリスのお眼鏡にかなったものであれば、殿下も普段使いぐらいしてくれるだろう」

　父からの許可が出たので、アリスはさっそく侍女を一人連れて馬車で街に向かった。

　貴族も利用する、高級店が立ち並ぶ通りの一角にある文具店に入店する。

「いらっしゃいませ」

「贈り物を探しているの。ペンを見せていただけるかしら？」

「かしこまりました」

　店主を名乗る口ひげを生やした初老の男性が、快く応じてくれる。

「どのような方への贈り物でしょうか？」

「男性への贈り物で……とてもお世話になっている方へのお礼なんです。命の恩人のような方です」

　アリスがそう説明すると、店主は目を細めて頷いた。

　そして鍵のついたケースからいくつか商品を取り出して、アリスの前に並べてくれる。

　美しいガラスペンか、ペン先が金属になっているつけペンだったが、アリスはリュシアンが研究しているときに使ってくれることを想定し、見た目のよさよりも丈夫なものがよいと思った。だから金属のペン先のもので、最も評判がよいとされる工房の品を贈ることに決めた。

　最高級のインクと一緒に化粧箱に入れてもらい、リュシアンへの贈り物が整う。

「ありがとう。とてもよい贈り物ができそうです」

「ぜひまたお越しくださいませ」

　店主に見送られ、気分よく外に向かう。アズナベル家の馬車は近くに停車しているので歩き出したが、すぐにアリスを呼び止める声が聞こえてきた。

「あら？　レディ・アズナベルではありませんか？」

　よく通る澄んだ声の主は、クレアだった。彼女も買い物中だったのか。高級店が立ち並ぶこの界隈で偶然出会うのは、そこまで驚くことではない。

　でも、アリスはこの状況に思わずため息を吐きそうになってしまった。

　クレアの横に、マチアスがいたからだ。二人は腕を組んでいる。デートだったのだろうか？

　声をかけられたのなら、しかたない。アリスは最低限の礼儀をわきまえてクレアに挨拶をした。

「ごきげんようレディ・レッドメイン。お元気でしたか？」

「もちろんです。レディ・アズナベルこそ、お元気そうでなによりです。お加減はもうよろしいのですか？　最近は社交場にも一切顔を出していらっしゃらないとお聞きして、心配しておりましたのよ」

「今日はこうして外出できる程度にはよいです」

　アリスが答えると、マチアスが冷ややかな視線を浴びせてきた。

「……もしかして、仮病だったんじゃないのか？」

　あからさまに不機嫌な態度だ。

　仮病だなんて、とんでもない。リュシアンに助けてもらうまでの毎日がどれほど辛かったか、彼にわかりっこない。勝手に仮病扱いされて、とんでもなく腹が立った。

　アリスがすぐに回復してしまったら、マチアスにとっては都合が悪いということもわかっている。

　結婚生活に差し支えがあり、跡継ぎが望めないほどアリスの体調が悪いという婚約破棄の理由が消えてしまうのだから。

　病などせず健康でいたいと願うのは、当たり前のことなのに……この元婚約者はアリスがずっと謎の病で伏せっていることを望んでいた。考えるととても酷い。

　でもアリスは、マチアスに対しての不愉快な気持ちを顔に出さない程度には、淑女の教育を受けている。

「ジスカール男爵。なにをおっしゃっているの？」

「僕が婚約を破棄してすぐに元気になるなんて、おかしいじゃないか。ことを荒立てた君のせいで、ジスカール家は大きな痛手を被った」

「痛手？　父は慰謝料を求めなかったはずです」

　本当は、彼の言いたいことをアリスは理解していた。

　病を患ったアリスから辞退してもらうという形で、穏便に婚約の解消をしようとしていたマチアスは、目論見が外れてしまったのだ。

　彼が商売人として失った信頼は、想像してたものより遙かに大きかったのだろう。

「それ以上の痛手を負ったということだ。こんなはずじゃなかった。それなのに、君だけあっさり回復するなんて……不公平だ」

　あんな公の場所でことを起こしたマチアスの自業自得で、八つ当たりをされても困ってしまう。

　しかし彼は不機嫌な態度を改めず、ずっとブツブツとアリスへ不満を口にしていた。

（……彼は、こんな人だったかしら？）

　そもそも彼は商人で、仕事熱心な人物だ。

　人前では本心をうまく隠し、愛想よくしていることが多い。この前の舞踏会でもそうだったが、誰が見ているかもわからない場所であからさまにイライラした態度をとることに、アリスは違和感を持った。

　クレアも同じ考えだったのか、不思議そうにマチアスの顔を覗き込んで言った。

「マチアス、どうしてしまったの？　そう不機嫌にならないで。収まるべきところに収まったのですから。ねえ、そうですよね、レディ・アズナベル」

　クレアが、あどけない令嬢の仮面を剝がして、挑発的に睨んでくる。これは自分の優位を示したいときの顔だ。

「ええ、そうね。お二人はもうご婚約を？」

　ちらりと彼女の左手を確認すると、薬指に指輪が煌めいていた。

　クレアはほころばせた口元を軽く隠しながら、その指輪をアリスに見せつけてくる。さすがに同じものを贈るわけにはいかなかったのか、彼女の指に嵌まっていたのは、光り輝くダイヤモンドの指輪だった。

「実は内々に……。レディ・アズナベルのことが心配で公表は差し控えておりましたの」

「それなら、私のことは一切お気になさらないで。明日の新聞の慶事欄を楽しみにしております」

　実際はアリスがどうこうではなく、たった一か月で別の相手との婚約を発表してしまったら、二人が周囲から冷ややかな目で見られるとわかっていたのでためらったのだろう。

　でも今のやりとりのせいで、近いうちに公表しないわけにいかなくなった。

　クレアの口の端が、ひくひくと痙攣している。

「まあ！　レディ・アズナベルはとてもお強いんですね。私だったら、婚約者にフラれてしまったら恥ずかしくて街も歩けませんわ」

「この女はそうだ。病弱を気取っているときのほうがまだましだった。もう行こう。不愉快だ」

　言いたいことを言い捨て、二人は去っていった。

　せっかく楽しく買い物ができたのに、彼らのせいで気分を害され一気に疲れが出てきてしまう。

「お嬢様……大丈夫ですか？」

　身分から口を挟むことができず、おろおろとしていた侍女が心配の声を上げる。

「大丈夫よ。ある意味お似合いの夫婦になるでしょう。……一か月で婚約者を乗り換えた男の、今後の評判がとても楽しみだわ」

　今こうやって、彼らの言葉に大きな痛手を受けずに立っていられるのは、自分が健康を取り戻せる可能性が出てきたからだ。

　もし、寝台から出ることができない状態で二人の婚約を聞いていたら、きっと気が滅入っていただろう。

　すべてはリュシアンのおかげ。

　アリスは購入したリュシアンへの贈り物を、落とさぬよう抱え直した。

「お荷物、私がお持ちいたしましょう」

「いいの。これは私が運ぶから」

　この贈り物をどうやって渡そうか、そんなことに思考を巡らせれば、嫌な人たちのことなどすぐにどうでもよくなった。




　家に帰って時間ができたアリスは、リュシアンに言われたことを思い出し、さっそく今日の体調について記しはじめた。

　朝起きて、とても気分がよかったこと。散歩に行ったこと。街に買い物にも行けたこと。ここしばらく身体を動かしていなかったからか、今、書き物をしながら少しだけ疲れを感じていることを正直に書いた。

　翌日、目覚めたとき少しだるく感じた。

　最初は気のせいだと思いたかったが、時間が経つにつれて悪いときの感覚に戻っていっているのだと理解する。

「だから、三日後とおっしゃったのね……」

　魔力欠乏症は一度で治るものではなかったらしい。





◇◇◇






　予告されていた三日後。リュシアンは、午前中早い時間にアズナベル邸に来てくれた。

「殿下、お越しくださってありがとうございます」

　アリスが屋敷の入り口で出迎えると、リュシアンはわずかに顔をしかめてしまう。

「あなたは病人なのだから、部屋で待っていてくれてかまわなかったのだが？　顔色がよくない」

　だんだんと、リュシアンという人がわかってきた気がする。

　気難しい顔は不機嫌な証拠ではないらしい。かなりの心配性だと思えた。

「それでも、以前よりずっとよいです」

　アリスは微笑んで、自分が元気であることを彼に見せた。

　前回と違い起き上がって歩くことができるので、寝台ではなく自室のティーテーブルへリュシアンを案内する。テーブルの脇に向かい合わせに椅子を二つ置き、二人で座った。膝がぶつかるほどではないが、手を伸ばせば触れられる距離だ。

「その……だな、あまり気落ちしないように」

　部屋に入って、リュシアンからの最初の言葉がそれだった。

「気落ちですか？　確かに体調がまた悪くなっている自覚はありますが、こうやって殿下が気にかけてくださるので、それほど気落ちはしておりません」

　舞踏会の夜のごく短時間でアリスの体内の魔力がおかしいことに気づいた人だから、きっと一目で、元に戻りかけていると見抜いたのだろう。そう解釈したアリスだったが、リュシアンの思いは別にあったようだ。

「いや、魔力のことではなく、なんというか……その、あなたは若くて、その、き、綺麗なのだから悲観しないでほしいということだ」

　綺麗だなんて、リュシアンはとても言いにくそうに無理矢理アリスを褒めてくる。

　お世辞でも悪い気はしないのだが、どうしてそんなことを言い出したのだろうか。背景を考えると、思い当たることがあった。

「もしかして、私の元婚約者のことをお聞きになりました？」

「…………」

　リュシアンは問いかけにはっきりと答えてはくれなかった。でも彼の目が泳いでいたので、そのことだとアリスは理解した。

　そもそも宮廷舞踏会での騒ぎは誰もが知ること。世情には疎そうなリュシアンでも、アズナベル家を訪ねてきた時点で、あの日の出来事くらい調べていたはず。

　そしてちょうど今朝の新聞で、マチアスとクレアの婚約が発表されていたから、リュシアンはアリスの元婚約者が短期間で心移りをしたことを知ったのだろう。それで慰めようとしてくれていたのだ。

「殿下、大丈夫です。私、もう気にしておりません」

　むしろ、二日前に半分嫌がらせのつもりで公表を勧めておいたくらいだ。アリスは悲劇のヒロインを気取るつもりはないが、マチアスの評判が下がっていくのを喜ぶ程度には、性格が悪い自覚がある。

「…………」

　リュシアンはふたたび無言になった。同情的な感情が見え隠れしていて、アリスが強がってそう言っているのだと解釈しているようだ。

「強がりではありませんよ。心からそう思っています。もしジスカール男爵と結婚していたら、私は不幸になるところでした。だったら一生誰とも結婚しないほうがいいです」

　アリスは前のめり気味になって、強くそう主張した。

「あなたの考えはわかった。落ち着いてくれ。元婚約者とやらのせいで不愉快な思いをしていないのならいい。精神の不調は身体の不調を呼び込むことがあるから、心が元気ならそれでいいんだ。……では、治療をはじめよう」

「はい。よ、よろしくお願いいたします」

　これからあの治療をするのだと想像すると、それだけで心拍数が上がってしまう。

　リュシアンは医師ではないから、聴診器は持っていない。おかげで心音を聞かれることはないから、それがせめてもの救いだ。

「それで、この三日間の体調はどうだった？」

「ここにまとめておきました」

　アリスは事前にテーブルの上に用意していた雑記帳を手にとり、リュシアンに手渡した。

　彼は、その場で雑記帳にさらっと目を通してから言った。

「実験と同じだ……。現時点では効果は一時的のようだ」

「では、私はもう誰かに一生魔力を与え続けてもらわないと、生きていけないのでしょうか？」

「いや。これは推測にすぎないが、魔力摂取量を徐々に増やして慣らしていけば、そのうちあなたの身体は正常な運動をはじめる。そうすれば自分で必要な魔力を生み出せるようになるはずだ」

　それを聞いて、アリスは胸を撫で下ろす。が、すかさずリュシアンに釘を刺された。

「ただし、時間はかかる。……今日はこの前より少し多く摂取してもらおう」

　リュシアンは淡々と告げると、持参した道具を取り出しテーブルに並べていく。

　いよいよ、治療がはじまるのだ。

　三日前と同じように、リュシアンは消毒をして自分の指先にナイフの刃を当てた。

「よいか、アズナベル嬢。平常心を保ってくれ」

「は、はい。がんばってみます」

　冷静に、冷静に……頭ではわかっているのに、それができない。

　リュシアンの指先に赤い血が浮かび上がった瞬間、アリスはためらわずそれを口に含んだ。

「んっ……」

　出血量が多かったせいだろうか？　舌で捉えたとき塩味を感じたが、彼の身体が輝きはじめたあたりから甘いものを口に含んでいる感覚になった。すぐにアリスの平常心は消え失せていく。

「んんっ、はぁっ……ごめ、ん……なさ……い」

　リュシアンの指先を咥えながら、わずかに残った理性で彼に謝罪をする。

「気にしなくていい……続けてくれ」

　リュシアンはそう言ってくれたが、もう目を合わせてくれなかった。顔を逸らしたまま手だけを差し出して、アリスの好きにさせている。

　身体が熱くなっていく。息が乱れているが、苦しいわけではなくむしろ心地よい。

　相手に嫌な思いをさせているとわかっているのに、止められない。芽生えた欲望は留まることを知らず、はあ、はあと息を乱しながら、リュシアンの指先を吸い続けた。

　前回はリュシアンが止めてくれたが、今回はその気配がない。

　アリスは貪欲に求め、随分長いあいだ彼の指を離さなかった。

「ふぁっ……うっ……」

　満たされる喜びから、また涙が零れてくる。

　前回はこれでリュシアンが手を引っ込めてしまったが、今回の彼は、なぜか完全にアリスを見ていなかったから、反応はなかった。見られていないのをいいことに、アリスはリュシアンから魔力を奪い続けた。

　舌を動かして、傷口から出てくる血に混じった魔力を自ら貪欲に欲しがった。

（あれ……？）

　目眩がしたのが、終わりの合図だ。アリスは今回、自分から自然と行為をやめた。リュシアンの指を口外に出し、くらりと傾かしぐ自分の身体を支えようと、横のテーブルに手をつく。

「……大丈夫か？」

「はい。一瞬だけ目眩が。……でも、もう大丈夫です」

　きっと欲張りすぎたのだろう。摂取のしすぎは危険だと言われていたのに、すっかり忘れてしまっていた自分が恥ずかしい。

　高貴な人の前では、みっともない姿をなるべく晒したくない。アリスはすぐに姿勢を戻して呼吸を整えた。

「アズナベル嬢……。確認しておきたいのだが……耐えがたいほど嫌だから泣いているのだろうか？」

　リュシアンから困惑気味に指摘され、アリスはつい服の袖で涙を拭う。

「これは……たぶん治療の効果で、感情が高ぶってしまったせいで……」

　すっとリュシアンからハンカチが差し出される。

「使うといい」

　アリスが素直にハンカチを受け取ると、リュシアンは立ち上がり荷物をまとめはじめた。

「ありがとうございます。あの、殿下も……手を洗う水を用意しておきましたので、どうぞお使いください」

　前回から学び、これは絶対に必要なものだと踏んでいたのだが、リュシアンは無反応だった。

　借りたハンカチで涙を拭い、彼の様子をうかがう。

（耳が……）

　荷物をまとめているリュシアンの耳が真っ赤になっていた。アリスの無作法さにさすがに怒ってしまったのか、それとも……。

「殿下？　ご気分を悪くされましたか？」

「違う。気にしないでくれ。魔法を使うとどうも体温調整が難しくなるんだ。……では、私は帰る」

　リュシアンは、またすぐに去っていってしまう。

「あの……待って……」

　引き留めようとしたアリスの言葉は届かなかったようだ。

　この日は、用意していた贈り物を渡すことは叶わなかった。




　夜になると、アリスの部屋に紙でできた鳥が飛んできた。

　紙の小鳥は、窓のガラスを数回叩いて到着を知らせてくる。魔法郵便だ。一般的には気軽に使えない手法だったから、送り主がリュシアンであることはすぐに予想がついた。

　窓を開けると紙の小鳥は部屋に飛び込んできて、はらりと床に落ちていく。

　拾い上げたときにはもう、ただの折られた紙になっていた。

『次回は五日後。前回と同様体調の変化を記しておくように』

　短く、必要なことだけが簡潔に書かれた手紙だった。

　それだけなのに、アリスの口元は自然にほころんでいく。

　リュシアンにまた会える。……そう思うだけで、どうしてこんなに嬉しいのだろう。

（勘違いをしてはだめなのに……）

　彼はただ研究がしたいだけ。そして王族としての責任感から、アリスに手を差し伸べてくれただけ。好きこのんで治療をしてくれているわけではない。

　それなのに、アリスは楽しみにしてしまっている。

「ああ、だめね……」

　そう言えばリュシアンは「精神の不調は身体の不調を呼び込むことがある」と言っていた。

　マチアスの一件で、自覚しているよりも心を乱していたのかもしれない。傷ついた心に、彼の不器用な心遣いの一つ一つが入り込んできてしまう。

　アリスはそれを止めるすべを知らなかった。
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　五日後、手紙に記されていたようにリュシアンはアズナベル邸に現れた。

　二回目の治療のあと体調がよくなっていたアリスだったが、この日は少しだるさを感じていた。それでも馬車が家の前に止まったのを見つけてしまったら、いてもたってもいられず部屋を飛び出して玄関に向かう。

　アリスが玄関ホールに繫がる階段を下りていくと、家令の案内でこちらへ向かってきているリュシアンを見つけることができた。

「殿下、ようこそおいでくださいました」

　慌てて淑女らしくお辞儀をしてみせたが、リュシアンはいつもどおりと言うべきか、渋い顔をする。

「あなたはあまり学ばない人のようだ。病人は部屋で待っているべきなのだが？　ましてや走るなんて。転んだらどうするつもりだ？」

「窓の外を見ていたら、馬車が到着したのがわかって……、そうしたら無意識に足が動いてしまったのです」

　つい言い訳にもならないことを口にしてしまったが、彼はそれで納得してくれたのか「そうか、ならしかたない」と言ってくれた。

　そこからはアリスが自分でリュシアンを部屋まで案内し、前回と同じように用意しておいた椅子に向き合って座った。

　リュシアンは記録を見ながら今日までのアリスの体調の変化を確認したあと、治療の準備をはじめる。

　消毒液やナイフを取り出す彼の手の動きを追っていると、アリスはあることがどうしても気になった。

「あの……殿下、傷が増えているようなのですが……？」

　リュシアンの手には、見過ごせないほどの傷があった。これまで二回、アリスに魔力を分け与えるために指先を傷つけていて、それ以前から研究のために同様の行為をしていたことは知っている。

　今までの傷はすべて左手にあったはず。でもこの五日のあいだに右手にまで増えていた。指先の二箇所は包帯が巻かれていて、それ以外にも治りかけの乾いた傷がある。

「これは趣味の研究だから、あなたが気にすることではない」

　リュシアンは素っ気なく言うが、アリスには気にしないなんて到底できなかった。

「ほかに、方法はないのですか？　殿下の手を傷つけない方法は……」

　問いかけると、リュシアンが急に手元を狂わせ、持っていた消毒液の瓶を床に落としてしまう。

　幸いなことに、アリスの部屋には絨毯が敷いてあったので瓶が割れることはなかった。リュシアンはころころと転がる瓶に見向きもせずに、動揺を見せる。

「なっ、な、な、な……い。ない。今のところは」

　否定した彼の目はあからさまに泳いでいて、アリスはすぐに噓だとわかった。

　きっとほかの方法がある。だけどリュシアンはなぜかそれを隠している。躊躇するような方法なのだろうか？

　アリスは落ちた瓶を拾い上げ、リュシアンに手渡しながら探るように見つめる。

「そうやって、じっと見ないでくれ」

「でも、殿下はなにかを隠していらっしゃいます」

　そして、気の毒なくらい噓が下手だ。

　アリスは相手が王族であるということを忘れて、不躾に疑いの眼差しで見続けてしまった。

　沈黙が続き、やがてリュシアンが諦めのため息を吐き出す。

「確かに……ほかの方法はある。だが、より危険を伴う。今とは比べものにならないほどの危険に、あなたは晒されることになるだろう」

「殿下ではなく私が危険ということなのですね？　それは痛いことですか？　生死にかかわる事態になってしまうのでしょうか？」

　リュシアンが痛い思いをするくらいなら、自分が痛いほうがマシだとアリスは思えた。健康を取り戻すためなのだから、当人が背負うべきだ。

　ただ、魔力欠乏症を治療して別の原因で死ぬような事態は本末転倒なので、避ける必要がある。

　だから、アリスは彼の言うほかの手段についてどうしても知りたかった。

「……私は飼っている猫で試してみたんだ」

　リュシアンが沈痛な面持ちで呟いた。

　そこでアリスははっとなる。

　リュシアンは危険を伴う行為を愛猫で試したのだ。人間よりか弱い猫が危険に晒された。結果がどうなったかは予想ができる。

「まさか、猫ちゃんが私のせいで？」

　アリスは声を震わせた。

　もし実験で生命を脅かしてしまったのなら、取り返しがつかない。それがアリスの魔力欠乏症を治すためだとしたら、どう詫びたらよいのだろう。

「違う！　猫は元気だ。死んでない。むしろ魔力を与えたせいで生意気な主張をしはじめたくらいだ。ただ、私は猫に、その……」

　言い淀むリュシアンは猫を失った悲しみでこの顔になったわけではなく、どうやらその方法が彼にとって辛いものだったらしい。

　それでも辛抱強く話してくれるのを待っていると、リュシアンはためらいながらもポツポツと方法について語りはじめた。

「その……唾液を！　口で……直接、与えたんだ。口と、口で……ザラザラの舌で……」

「え？」

「もちろん、犬や猫とそういう触れ合いをたやすくしている者もいるだろうが、私と私の猫はそのような関係ではなかった！　なので互いにとって辛い方法だった。しかしそれで血を媒体とするときと同様に、私の魔力を送り込むことができた」

　リュシアンが顔色を悪くしていたのでどんな辛い事態に陥ったのかと思ったが、つまり愛猫とキスをしたということで合っているのだろうか？

「確かにそれなら、傷をつけずに済みますね」

　猫の毛は何色でどんな柄をしているのだろう？　アリスはつい、嫌がりながらちゅっと猫にキスをしているリュシアンの姿を想像した。本人が辛い体験として捉えているようだから申し訳ないが、それはむしろかわいい光景に思えてくる。

「……笑っているようだが、なにを想像した？」

「申し訳ございません！」

　知らずに口元が緩んでいた。これはアリスの失態だ。すぐにその場で頭を下げると、不機嫌になってしまったリュシアンから問われる。

「あなたはどちらがいい？　私と、く……口で、……それができるのか？」

　リュシアンと猫ならかわいらしい話で済んだ。しかし人同士、しかも男女となれば話は大きく変わってくる。自分がするなんて、想像もできない。

　それでも彼の手の傷を見ると、選択肢はないような気がした。

「わ、私は、殿下が傷だらけになるくらいなら……その、新しい方法のほうがずっとよいと思います。理屈で考えて……」

「確かに、理屈で考えるとそのとおりだ。そして私は理屈屋だと周囲からよく言われている」

「……殿下は理論家でいらっしゃいます」

　理屈でも理論でもどちらでもいい。とにかく合理的に考えたらそうなる。二人の考えが一致してしまったことにより、これから起こることを予想し、一気に緊張が増してきた。

「では、試してみるか？」

「……はい」

　ドレスのスカートをぎゅっと握りしめながら、アリスは返事をした。手に汗が滲んでいる。

「指を口に含んだときと同じように……できるのか？」

「で、できます」

　声がうわずってしまったが、リュシアンはいちいちおかしいと指摘などしてこなかった。

「経験は？」

「口づけ……の経験ですか？　ありません」

　アリスは幼い頃からマチアスと婚約していたが、せいぜい必要な場所でエスコートをしてもらったくらいの接触しか記憶にない。

「奇遇だな。私も人間同士ではない」

　ではお互いはじめてということになる。それが触れるだけの口づけではないとわかっているから、大変だ。

「これは治療だ……」

「はい。理解しております」

　念を押され、アリスは頷いた。

「これは治療なんだ……」

　リュシアンは繰り返していた。

　アリスもわかっているが、緊張と興奮が止まらない。座ったまま背筋を伸ばし、目をぎゅっと瞑る。まだなにもしていないのに、すでに息をすることもままならない。

「殿下、ひと思いにお願いいたします」

「わかった。少し、口を開いてくれないか？」

「はい」

　アリスが目を瞑ったまま口を開くと、柔らかいものが当たった。きっとリュシアンの唇だ。

　これは治療であり、挨拶のキスではない。ましてや男女の深いそれでもない。魔力を届けようとリュシアンの舌が、口内に滑り込んでくる。

「あっ……」

　ぬるっとした淫らな感触。

　彼の指を口に含んだときとはまったく違う艶めかしい行為だ。あまりの甘美さにアリスは思考を完全に停止させた。

　口づけは、数秒間だっただろうか？

　ぎゅっと目を瞑って身を石のように硬くしていると、リュシアンはすぐに唇を離した。

「待ってくれ、これではただのキスになってしまう。あなたが吸い出してくれないと……」

「あ、そうでした。ごめんなさい、うまくできなくて……」

「初心者なのだからしかたない。もう一度、できるか？　う、受け止めやすいように上を向いて。ぐ……具体的な説明を怠ってしまったが、あなたには私の舌の裏側あたりに、その……自分の舌を入れてもらいたい。そこから唾液が分泌されるはずだから」

　リュシアンは立ち上がり、アリスの顎に触れてきた。そして上を向くように促してくる。

　アリスが素直に従うと、覆い被さるように唇を塞がれた。

　トントン、と彼が肩を叩いてきたのは、やるべきことをしなさいという合図だ。アリスは必死にリュシアンの口の中に自分の舌を伸ばした。

「あっ……ふぁっ」

　血を飲んだときと同じような……いや、それ以上に強い力がアリスの中に流れ込んでくる。

　もっと欲しくて、アリスはリュシアンを見つめた。離れていかないでほしいと彼の服の裾に縋りつき、自分のほうへと引き寄せる。

「……もっとか？」

「はい……」

　息継ぎの合間に短く言葉を交わし、また夢中で重ね合う。

　アリスはもう、リュシアンの口内に自分の舌を入れることにためらいも恥じらいもなくなっていた。

「ん……んんっ」

　リュシアンの唾液を嚥下するたびに、身体が熱くなってくる。

　溺れているかのように呼吸を乱し、必死に息を吸いながらリュシアンを求める。

（……もっと強く抱きしめてほしい）

　アリスは彼の服をさらに引っ張った。

　リュシアンが、我を忘れているアリスを宥めるよう、後ろに手を回して背中をさすってきた。

（あっ……気持ちいい……どうしよう）

　触れられ、否応なく興奮が高まる。布越しに、彼の手を感じただけで甘い痺れが発生していた。




　治療を終えると、リュシアンはいつものように素早く帰っていってしまった。

「ああ、もう本当にどうしたら……」

　アリスは気づいていた。長い時間口づけを交わしていたのに、今回は魔力を吸収しすぎて目眩を起こすようなことはなかった。

　これは、途中でリュシアンが魔力を注ぎ込むのをやめていたせいだ。その魔法を使っているとき、彼の身体はきらきらと光っている。

　その光が途中で消えていたのだ。

（私たちは、途中からただ……）

　キスをしていただけだ。とても淫らで濃厚なキスを……。
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　舞踏会など、自分には関係ない。

　王族のはみ出し者であるリュシアンが、社交の場に出席をしないのはいつものことだった。

　とりあえず魔法の研究さえしていれば、疎んじられることもない。自室兼研究室に引きこもり、気まぐれに誰かの役に立ちそうな魔法を発表し、あとは自由に過ごす。それが当たり前の日常となっていた。

　魔法に関係なければ暦さえどうでもよくなり、特別な要請がなければ王室の行事すら把握していなかった。だからこの夜、庭に出るまで宮廷舞踏会が開かれていることにさえ気づいていなかった。

「まあいいだろう。かかわらなければ」

　これから向かうのはリュシアンが薬草を育てるために管理している庭だ。そこには品種改良された美しく見事な薔薇など咲いていないから、誰も近寄らないはず。

　招待客が出入りするあたりを極力避けて目当ての場所までやってくると、残念なことにそこには先客がいた。

　リュシアンは心の中で舌打ちしながら、立ち止まる。

　庭にいるのは、若い女のようだ。

　リュシアンは人間関係全般が不得意だが、特に女性が苦手だった。彼女たちはとても弱い生きものらしいから。一番かかわりたくない。

「邪魔だ。出ていってくれないか？」

　つい不機嫌になり、不躾にそんなことを言ってしまう。

「申し訳ありません、ただいま……」

　慌てて謝罪してきた相手の顔を見て、ぎょっとした。

（まさか、泣いているのか……？）

　大きな瞳から零れ落ちた涙が、目元で輝いている。

　そこにいたのは今にも倒れてしまいそうなほど、儚げな女性だった。

　その瞬間、リュシアンの頭の中には様々な選択肢が頭を駆け巡った。

（こういうときは、ハンカチを差し出せばいいのか？　それとも事情を聞いて泣かせた相手を衛兵に差し出せばいいのか？）

　どれも適切ではないし、そもそも見知らぬ者にそんなことはできない。そんな柄ではない。自分は高潔な騎士ではなく、ひねくれた魔術師なのだから。

　しかもそこにいるのは、これまで一番苦手としてきた、か弱い令嬢だ。

　とりあえず欲しかった薬草は諦め、立ち去るべきと判断した。

「やはりこのままでよい。私が出ていくから好きに使え。花は踏み荒らさないように。よいな？　……そこに座れ」

　令嬢は素直にリュシアンの言うことを聞いていた。

　自分の部屋に戻ろうと歩きはじめたが、どうにも見過ごせないことがあり振り返る。

　この名前も知らない令嬢はどこかおかしい。接近するまで気配に気づかなかったのもこのせいだ。

　明らかにあるべき最低限の魔力がなく、とても具合が悪そうだった。

　しかし、そんな令嬢相手にどう対応していいのかリュシアンはまったくわからなかった。結局はなにも告げずに、庭園を去る。

（しかし、放置しておいて大丈夫なのだろうか？）

　リュシアンは人とかかわることは嫌いだが、少なからず良心はある。

　それに、魔法への探究心だけは人一倍だった。どうして微塵も魔力がないのか、特異な事例が目の前にあった。

（戻ってもう一度確認すべきか……？）

　しばらく自問自答を繰り返したが、泣いている令嬢に声をかけ、根掘り葉掘り聞き出すのはやはり難しいと結論に至る。

　建物の入り口まで戻ってくると、衛兵が立っていた。

「そこの者」

　リュシアンはまず、衛兵に話しかけた。生活している西の塔から離れた場所だったため、自分が何者か認識されない可能性を考え、持っていた魔術師のエンブレムをさりげなく見せておく。

「はっ、リュシアン殿下！」

　衛兵は、それだけで声をかけてきた相手が何者かすぐに理解してくれたようで助かった。

「あそこにいる侍女に伝言を頼む」

　リュシアンは衛兵に目で合図を送る。

　視線の先には通りすがりの侍女がいたから、衛兵は首を傾げてしまう。

「伝言、でございますか？」

　どうして自分で伝えないのかと言いたげだったが、面倒に感じリュシアンはその説明を省いた。

「そうだ。難しいことではない。私の管理している庭に、具合の悪そうな女性がいるから声をかけて手助けをするように。以上だ」

「か、かしこまりました」

　衛兵はすぐに侍女のもとに行き、リュシアンの言葉を伝えはじめた。距離をとりつつその様子を見守っていたが、侍女は話のわかる者だったらしく、要領を得たようにお辞儀をして庭へ向かってくれた。

　これで、今にも倒れてしまいそうだった令嬢への最低限の配慮はできた。

　それからは部屋に戻り、机に向かって思考の海に潜る。

（どういうことだ？　魔力がまったくないなんて……？　だとするとあの令嬢は……）

　もし魔力が空っぽのまま生活を送っていたら、理論的に考えると身体に不調をきたし、いつしか最悪の事態に陥ってしまうはず。

　リュシアンは書物を引っ張り出して、さまざまな仮定を立てていく。

　あの令嬢が魔力を保有していない理由は、今のところ不明だ。

　ただ似たような症例で言えば、生まれたばかりの子が魔力を保有していないことは希にある。

　母親の持っている魔力の量が一般人の平均より少ない場合に起こりやすくなることがわかっている。これを新生児魔力欠乏症と言い、魔力が高い女性が代理で授乳し、それを介して魔力を分け与えることが対処方法となる。

（しかし、大人の場合は……）

　おそらく機能が正常に戻るまでに必要となる魔力の量は、赤子より多いはず。

　リュシアンの頭の中にはすでに対処方法も浮かんでいるが、それは実行すべきか悩ましいものだった。

「ああ、どうしたものか……。魔術院の誰かに命じるべきか」

　誰にも相談できず悩んでいると、部屋に出入りを許している男性使用人の一人がやってきて一通の知らせを置いていく。

　それは先ほどの侍女からの報告書だった。

『庭にいらっしゃったのは、アズナベル子爵家のアリス・ド・アズナベル様でございました。ご要望に従い叔母君をお探しし、お屋敷に戻られる馬車をお見送りしてまいりました。お嬢様は殿下に深く感謝しているとおっしゃっておりました』

　ただの通りすがりの侍女に頼んでしまったが、気が利く者だったようだ。

　リュシアンは感心しながら、報告書に書かれていた名前に注視した。

「アリス……というのか、彼女は」

　心の中の呟きだったはずなのに、声に出してしまってはっとする。

　自分らしくない。身内以外の女性の名前など、これまで覚えようとしたことがなかった。

　独り言を誰かに聞かれなくてよかった……そう思ったが、部屋にいた飼い猫のオニキスがじっとこちらを見ていた。

　黒い宝石にちなんだ名前のとおり、漆黒の毛並みの猫である。

「おい、こちらを見るな」

　リュシアンが睨むと、オニキスは澄ました顔で毛繕いをはじめる。

　アリスのことが気になってしまうのは、涙に濡れた彼女の瞳が宝石みたいに輝いて綺麗だと思ったからではない。あくまでも、魔法に関する特異な症例が目の前にあったからだ。リュシアンにとって違和感しかない存在だったから。

「そうに決まっている！」

　ブツブツと独り言を続けていると、オニキスが近寄ってきた。

「みやぁー」

「なにか文句でもあるのか？　そうやって訳知り顔をするのであれば、実験に付き合ってもらうぞ」

　リュシアンの脅しを理解したのか、オニキスはさっと逃げていった。
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　それからもリュシアンはアリスと、彼女の魔力の欠乏について考え続けていた。

　魔法の研究であれば、何日でも苦にならずに続けていられるが、今回は実験だけしていればよいわけではないから悩ましい。

「兄上、レディ・アズナベルの近況を調べていただきたいのですが」

　リュシアンが思い立って部屋から出たのは、最初にアリスと出会った夜から三日後のことだった。

　研究を進めるためにも、情報が欲しかったのだ。

　そこで兄でありこの国の王太子でもあるオスニエルを訪ね、頼みごとをすると、彼は目を丸くして、固まってしまった。

「これは一大事。父上に報告せねば」

　執務机の前に座っていたオスニエルは、席を立とうとする。

　リュシアンが人間の……しかも女性の名前を出したせいだろう。

「やめてください！　そんなに驚くことではありません。先日の舞踏会の夜に庭で偶然見かけ、そのときに魔術師として気になることがあっただけです。あの夜、彼女は具合が悪そうだったから」

　オスニエルが期待するような大げさな話ではない。誤解を正そうとリュシアンは必死に説明をした。

「レディ・アズナベルのことなら調べなくともわかる。リュシアン……お前以外の王都にいるすべての王族貴族が彼女のことを知っているだろう」

「それほど有名な女性だったのですか！　まあ、わからないでもないですが……客観的に見て整った容姿の令嬢でしたから」

　確かに彼女はとても美しかった。リュシアンはなるべく人間とかかわらないようにしているから、どの令嬢が一番かなどわかりようがないが、絵画や彫刻から学んでいるので美の基準はそれほど狂っていないと思っている。

　アリスが社交界の頂点にいる令嬢だとしても、特に驚くことではない。

　納得し頷くと、オスニエルは微妙な顔をする。

「いや……容姿の話ではなく、舞踏会で婚約者が彼女のことを公然と貶めたあげくに婚約の破談を申し出ていたからだ」

「貶めたとは、いったい？」

「レディ・アズナベルは病弱だから、結婚相手として相応しくないと言い放ったそうだ」

「彼女は生まれてからずっと身体が弱かったのでしょうか？」

「どちらかというと逆だな。最近の儚げな印象とは違い、もともと明るく潑剌とした女性だったと聞いている。婚約者はジスカール商会という会社を経営している男爵で、二人は幼なじみでもあったらしい」

「結婚を取りやめたいのなら、両家で話し合えばいいだけでは？」

「レディ・アズナベルに心身的問題があることが破談の原因だと、周囲に知らしめたかったようだ。恥をかかせて相手のほうから辞退を申し出てくるのを望んでいたのだろうな。レディ・アズナベルはそれを指摘して毅然とした対応をとったと聞く」

　結婚に興味がないリュシアンでも、年頃の令嬢にとって辛い出来事であっただろうと想像できる。

　庭で泣いていた理由も理解した。

　大騒ぎしてもよさそうなところ、隠れるように静かに涙を流していたアリスのことを思うと、相手への怒りさえ湧いてくる。

　つい顔も知らない男の不幸を願ってしまった。

「その男は八つ裂きになるべきだ。……いや、なったんですよね？」

「いいや、今のところは。しかし男の評判は確実に落ちた。これまでアズナベル子爵を頼って人脈を作ってきたのに、すでに自分のものであると勘違いしてしまった。アズナベル子爵は人望のある人だから、今回のことでジスカール商会との繫がりを断つ貴族は多いだろう。この件でレディ・アズナベルを悪く言う者はいないが、残念なことに適齢期の女性としてはかなり厳しい状況に立たされている。実際、体調も悪いらしいから……」

「もし彼女が健康になったら、状況は変わりますか？」

「そうだな。早期に回復すれば、婚約者の言い分が誇張だったことが証明される。だが、時間がかかるようであれば、婚約破棄はしかたのないことだったと思われるだろう」

　どうしてそんなことを聞くのかとオスニエルに視線で問われ、リュシアンは自分の考察を口にした。

「……彼女の体調不良は、どうも魔力が関係しているようなのです」

　それだけ言えば、オスニエルはなぜこうやってリュシアンが気にしているのかを理解してくれたようだ。

「治してやれるのか？」

「理論では。ただ問題点もありますが。……やはり急いで研究を進める必要がありそうです」

　進むべき方向は、一つしかない。

　オスニエルから話を聞いて、リュシアンはますます自分が彼女のことをどうにかしてあげなければという思いを強く持った。

　すぐに部屋に戻って研究を再開するが、焦る気持ちばかりが先にいってしまい結果が伴わない。

　アリスに魔力を分け与えるための、安全な方法。薬のように服用できるものが理想だ。

「まずい。どうしてもできない」

　そこから二日間ほど部屋に籠もっていると、アリスから手紙が届いた。

　丁寧に綴られた文字で、リュシアンへの感謝の言葉が記されていた。




『殿下の庭に入り込み、貴重なお時間を奪ってしまいました。にもかかわらず、殿下は侍女を使わしてくださいました。それがあの夜の私にとってどれだけ救いだったか、言葉で表現するのは難しいほどです。本来であれば、直接お礼をお伝えすべきですが、少しだけ体調を崩しておりましてそれが叶いません。お許しください』




　リュシアンは二度三度と繰り返し手紙に目を通してから、一人で落ち着きなく部屋の中を動き回った。

「見舞いの花を贈るべきだろうか。いや、それよりも……」

　手紙には『少しだけ』と書いてあったが、すでにアリスは一切の外出もできないほどの状態だという情報を摑んでいる。

「早く行かねばならないのに……」

　彼女が健康になれば、理不尽な状況はましになる。

　アリス・ド・アズナベルという女性の未来が自分にかかっているのだ。

　血液を介して魔力を送る方法を試してみたものの、一度リュシアンの身体から離れた「力」はそのままでは即刻消失してしまうことがわかった。だから魔法に変換するのだが、さらにそこから純粋な「力」に戻すことはできなかった。

「ああ、いったいどうしたらいいのだ……」

「みゃー」

　嘆くリュシアンに対して、オニキスが『うるさい、黙れ』と言ったように聞こえた。

　一緒に過ごす時間が長いから、動物と心を通わせる能力はなくとも、この猫の苦情だけはよく理解できる。

「貴様……やはり実験に付き合ってもらわねばならないようだ」

　リュシアンは獲物を捕獲するときのような獣の視線を、オニキスに向けた。

　そうしてリュシアンはオニキスとはじめてのキスをすることになってしまった。

『男同士なのになんてことするんだよ！　このダメ飼い主が！』

　オニキスに魔力を送り込んでからしばらく、彼の苦情がいつもよりはっきりと聞こえるという現象に悩まされた。

「猫に魔力は与えてはいけなかったようだ……」

　そして、この直接的な方法が有効であるとわかってから、リュシアンの悩みは大きくなっている。

　これは、できることなら最終手段として温存しておきたい。

「とりあえず、手紙の返事がてら近況を把握しておこう」

　リュシアンはアリスからもらった手紙の返事を書こうとした。

　しかしペンを進めようとしても、女性に宛てた文章など不慣れで思い浮かばず、しかたないので彼女の父親であるアズナベル子爵に向けた内容に切り替えた。

　アリスの病を治す研究をしていること、体調が悪化してきたら連絡を入れてほしいことを書き記す。

　アズナベル子爵からはすぐに返事がきて、それからリュシアンは何度かアリスの体調を確認すべく手紙を子爵宛に出していた。

　期待を持たせてはいけないので、アリス本人には秘密にしておくようにとも伝えた。

　リュシアンがアリスの病に関する魔法的研究をしていると知ったアズナベル子爵は、毎回丁寧に状況を知らせる返事をくれたのだが……。

「私はなぜ、直接会って話したこともない子爵と文通をしているのだろうか……？」

　ふと我に返るときが何度かあったが、それでもまた手紙を送ってしまう。

　結局、抵抗なく実行に移せる治療方法が見つからないまま時間だけが過ぎていく。




　リュシアンが渾身の勇気を振り絞ってアズナベル邸を訪ねることができたのは、舞踏会から一か月後のことだった。
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　最初は指先の血をアリスに与えた。

　それだけで、リュシアンは全身の血液が沸騰するような興奮に襲われていた。

　彼女が夢中になって、自分の指先を舐めて血を吸い出している姿がたまらなく扇情的でかわいらしい。

（このままでは、どうにかなってしまう。……私がもたない）

　これまで女性と手さえ繫いだことがなかったリュシアンにとっては、衝撃的な出来事だったのだ。

　リュシアンはアリスへの治療を続けながら、別の方法を見つけようと研究を進めた。

　そうして無我夢中で過度に取り組んだ結果、手が傷だらけになってしまったのがまずかった。

　傷を心配してくれるアリスについには最終手段を試すこととなり……もう抜け出せる気がしない。

　いっそ彼女を押し倒したい。ドレスの下に隠されたものを暴きたい。そんな願望が湧き立った。

（私は、ただの男だった……）

　ただそれだけを思い知らされて、逃げ帰った。

　それでも誰か代わりの魔術師を手配することなんて考えられず、リュシアンは次の約束を取りつけるのだった。




　最終手段を試してしまってから二日後。リュシアンは父である国王に呼び出され、政務室に向かった。

「父上……どうかなさいました？」

　仲が悪いわけではないが、楽しくお茶を飲むためだけに呼ばれる関係でもない。

　リュシアンは身構えつつ勧められた椅子に座る。

　向かいにいる国王は機嫌よく、蓄えた髭を撫でていた。

「リュシアン、最近は数日置きに外出しているそうだな」

「はい。魔法の研究対象に会いに行っております」

「浮いた話ではないのか？」

　オスニエルもそうだったが、またそういう方向に持っていこうとするのかとうんざりする。

「違います。誓って違います」

　昨日も寝る前に、百回ほど「あれは治療だ」と唱えてから眠ったところだ。

　純粋でいて病弱な女性に対して弱みにつけ込んで、不埒な思いを抱きたくはない。浮ついていないかと問われれば噓になってしまうが、治療という名目を失ってはいけないとリュシアンは考えていた。

「足しげく、同じ女性のところへ通うと噂になるぞ。もちろん、よい噂であれば問題ないのだが？」

「よい噂……ですか……」

「つまり、独身主義を撤回するのであれば、ということだ」

　国王は噂になるような相手であれば、将来のことを考えろと言っているのだ。

　しかし、リュシアンはすぐに首を横に振った。

「いえ、撤回はしません。私はこれ以上誰かを危険な目に遭わせたくはありません。このまま静かに、魔法の研究だけをしていたいのです」

「そなたはもう誰も傷つけないし、伴侶を迎えても研究はできる」

　そう何度も国王の言葉を否定したくはない。リュシアンはそうだとも違うとも言わずに、ただ自分の中で決まっている結論だけを口にする。

「訪問先の令嬢に悪い噂が立たぬよう、しっかりと対策を考えます」

　国王は残念そうにしていた。

　彼はリュシアンの結婚を望んでいる。それは王族だからではなく、父親としてリュシアンのことを心配してのことだとわかっていた。

　でも、リュシアンにはその希望を叶えてあげられない理由があった。




　国王の政務室を出たあと、リュシアンはその理由の根底にいる人物に会いに行った。

「母上、今日はお願いがあって参りました」

「リュシアン、来てくれてありがとう。もっと近くへ……」

　母であるオリアーナ王妃は手招きをして呼び寄せてきたが、リュシアンは入り口近くから動かなかった。

「危険ですから、ご無理をなさらず」

　リュシアンが固持すると、オリアーナは寂しそうな顔をして自分が着けているグローブのあたりに視線を落とす。その仕草だけで、リュシアンは胸が苦しくなる。

　アリスのように魔力がまったくなくなってしまうのも問題だが、魔力が多すぎることでも、弊害は起こる。特に制御の方法を知らない子どものうちは。

　リュシアンは幼い頃、魔法の暴走事故を起こしてしまった。

　遊びに来ていた貴族の子との諍いさかいで、怒りから魔法で攻撃しようとしてしまったのだ。

　リュシアンの暴走を、身を挺して止めたのがオリアーナだった。そのときに負ったケガの痕は今でも残っていて、オリアーナは傷のある手を隠すためにいつもグローブを着けている。

　ケガなどしないように大切に育てられ、大人になった女性……しかも自分を産んでくれた母に一生消えない傷を負わせてしまったのだ。

　以来、リュシアンは力が安定するまで、魔術院という場所でほかの魔術師たちと暮らすことになった。

　王宮を出る直前……最後に見た母の顔にはリュシアンへの怯えがあったことを今でも覚えている。

　ケガを負わされたのだから、当然だ。リュシアンは今も、オリアーナには無理をしてほしくないと思っている。だから会うときは、あまり近づきすぎないよう心がけていた。

「まだ私を許してくれないのね……」

　小さな声で悲しげにそう呟やかれた意味を、リュシアンは理解することができなかった。許す、許さないの話をするのならば、許してもらえないのはリュシアンのほうだ。

　たちまち気まずい空気が流れ出すが、オリアーナはそれを払拭するように顔を上げて微笑みを見せてくる。

「それで、あなたのお願いとはなにかしら？」

「はい。母上の采配で、ある女性を女官として召し上げてほしいのです」

「まあ……」

「誤解なきよう、お願いいたします。父上や兄上もそうでしたが、母上まですぐにそうやって勘違いなさる。……これから事情を説明しますから」

　アリスを女官にする。これは、リュシアンとアリスのあいだによからぬ噂が立たないようにするための対策だ。

　先日、アリスの元婚約者はさっさと別の女性に鞍替えしたことで、自身の評判を下げた。

　直後にアリスにも異性との親密な交際の話が出てしまうと、「関係はいつからだったのか？」と変に勘ぐられ、婚約破棄はお互い様だったと思われかねない。

　リュシアンは、できるならマチアス・ド・ジスカールという人物がもっと痛い目に遭えばいいと思っている。今わかっている以上の粗が彼にあれば、すかさず突きたい。

　そのためにもアリスとリュシアンの関係を噂されるわけにはいかなかった。

　彼女はもうすぐ健康を取り戻して、今度こそまともな男性と巡り会い、結婚するのだろうから。

　アリスのような優しい女性に相応しいのは、自分ではない。

　リュシアンは具体的な治療方法を省いて、これまでの経緯と率直な思いをオリアーナに伝えた。

「私は魔術師として、ただすべきことをしているのです」

　最後にはオリアーナだけではなく、自分にも言い聞かせた。

「ええ、それはもちろんわかっていますよ」

「本当にわかっていらっしゃいますか？」

　どうか余計な期待など抱いだかないでほしい。リュシアンはあとからオリアーナをがっかりさせたくないので、何度も念を押した。

「リュシアン。あなたはこれまでも魔術師として立派に国に貢献してきましたが、今回の人助けは母として特別に嬉しく思います。もちろん協力しましょう」

　なにがそれほど嬉しいのか、オリアーナはにこにこと笑っていた。

　しかしこの件はオリアーナの協力なしに叶わない問題なので、リュシアンはもう余計な主張はせずただ「よろしくお願いします」と伝えて、アリスに連絡を入れることにした。
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　三度、リュシアンから魔力を与えられたアリスは、自分でも体調がよくなってきていることをより強く実感していた。

　次は七日後とのことだったが、ある夜、約束の日を待たずしてリュシアンから予定の変更を知らせる手紙が届けられた。今回は魔法郵便ではなく、封蠟印のある正式な書簡だった。




『私がアズナベル邸に頻繁に出入りするのは、どうやらあなたにとっていいことではないようだ。そこであなたには王宮の女官になっていただきたい。すでに私の母の許可はとってある』




「まあ……」

　王宮の女官は、ただの使用人とは違う。王族の友人であり側近でもある貴婦人を指す。

　オリアーナ王妃に呼ばれて王宮に上がることは、アリスにとってとても名誉なことだった。魔力欠乏症の治療をしてもらうためにそこまでしてくれるなんて、感謝しかなく、断る理由がない。

　リュシアンもアリスが辞退などしない前提で考えているようで、すでに王宮に行く日程は三日後と定められており、必要な書類も整っていた。

　アリスは急いで荷物を準備し、ついでに渡しそびれているリュシアンへの贈り物を持って王宮の門をくぐった。

　それからさらに三日。王妃直属の女官たちから王宮での最低限の決まりごとを教えてもらったあと、アリスにある命令がくだる。

「レディ・アズナベル。あなたには西の塔の管理を任せたいと思っているの。どうぞよろしくね」

　王妃から直接そう言われ、アリスは深々とお辞儀をした。

「かしこまりました。王妃様」

　世間では、体裁が重んじられるときがある。これはアリスがリュシアンのそばで過ごせるように根回しされたことなのだ。

　リュシアンの部屋は西の塔と呼ばれる部分ほとんどすべてなのだと、すでにほかの女官から教えられていた。

　この国で魔術師を束ねているのは魔術院と呼ばれる機関だが、西の塔はその分院にあたる存在らしい。そこには必要な書物が並ぶ図書室や研究室などが併設している。

　命令を受けて、アリスはすぐに西の塔に向かった。

　少し早歩きになってしまったのは、気持ちだけではなく急ぐ理由があったからだ。

　リュシアンがいるという西の塔の研究室の扉を叩くと、「入れ」と短い返事が聞こえてくる。

「殿下、アリス・ド・アズナベルが参りました」

「ああ、よく来てくれた」

　彼の顔を見た瞬間、アリスの中にある渇望がさらに強くなった。

　王宮に上がってからの二日間はさほど意識せず問題なく過ごせていたアリスだが、今朝起きたときはもう、はっきりとした飢えを感じていた。

　早くリュシアンに会いたいと、会って彼から魔力を分けてもらいたいと、そればかり考え急いでここまで来てしまった。

　きっとアリスのそんな気持ちがすべて顔に出ていたのだろう。もしくは魔術師としてのリュシアンの目が、アリスの状態を一目で見抜いたのか。

「予定より一日遅れてしまったから、辛かっただろう」

「……はい」

　淑女であれば平気だったふりをすべきなのに、アリスはそれができなかった。素直に肯定し、まだ許可されていないのにリュシアンとの距離を縮める。

　彼はたくさんの書物が広げられ、雑然としている大きな机の前に置かれた椅子に座っていた。アリスがそばまで行くと、重たそうな椅子の向きを変えて向き合ってくれる。

「ではすぐにはじめても、いいか？」

　問われ、アリスは黙ってリュシアンの目の前で床に膝をつき、姿勢を低くした。顔を上げ、口を少し開いてすぐに魔力を与えてもらえるよう体勢を整える。

「殿下……」

　そうやってリュシアンに乞うと、彼は両手を伸ばしてくる。

「……それはだめだ。そんなことをしないでくれ。こちらに」

　気づけばリュシアンに抱きかかえられ、アリスは彼の膝の上にいた。

「床に膝をつくなど、言語道断だ」

「はい」

　みっともないと責められているようで、実はそうではない。アリスの行動を不快に感じたのなら、きっと膝の上には乗せてくれなかったはず。

「わかればいい……」

　リュシアンは、そのまま口づけをしてきた。

　アリスは不安定な場所で落ちてしまわないよう、リュシアンの首に手を巻きつけながらそれに応じる。

　彼の舌が滑り込んでくる。アリスは喜び夢中で受け取った。

「ふぅっ……んん」

　熱い舌を吸い上げて、しみ出てくる唾液を吞み込む。

　何度経験しても、この瞬間の充足感がどんなに素晴らしいものなのか、リュシアンに伝えることは難しい。身体が震えてしまうのも、涙が出てしまうのも、とてつもない喜びがもたらすものなのだ。

　閉じていた瞼を開けると、リュシアンと目が合った。

（お会いしたかった……やっと）

　彼に会いたかったとこんなに強く思ってしまうのは、足りない魔力を求める気持ちから来るものか？　それとも別のなにかからか……？

　もう今の行為で十分、魔力を与えてもらえた自覚がある。それでも、アリスは自分から唇を離すことができない。

（リュシアン……）

　いつまでも求め続け、心の中で不敬にもこっそり彼の名前を呼んでしまう。

　リュシアンがぱっと唇を離してきたのは、その直後のことだった。

「アリス……それほどまでに私に会いたかったのか？」

　ドキリと心臓が跳ねた。

　リュシアンはアリスを膝に乗せたまま、まるで心の内を読んだかのように問いかけてきた。それだけでなく、今彼はアリスの名前を呼んだ。

「は、……は、はい、殿下にお会いしたかったです……。私、口に出してしまっていましたか？」

「……いや、顔に出ていただけだ。あなたは表情がくるくると変わって感情がとてもわかりやすい」

「そ、そうですか。気をつけます」

「褒めているつもりだ。わかりにくい人よりも、わかりやすい人のほうが、私は安心できる」

「それなら、よいのですが……」

　褒められているのかよくわからないが、リュシアンがよいと言うのなら気にしないようにしよう。

　もう治療は終わったのだから、いつまでも殿下の膝の上にいては失礼だ。アリスは膝から下りて、リュシアンとの距離をとる。

　浮ついた心を落ち着けるために、深呼吸をした。

　まだ、彼の唇の感触が残っている。

　これまでは、治療行為が終わるとすぐにリュシアンが帰ってしまったから、今日のこの雰囲気に慣れない。

　二人のあいだになんとも言い難い沈黙が訪れたところで、「みゃー、みゃー」と猫の鳴き声が響いた。

　いつの間にか、黒猫がアリスの足元にやってきていたのだ。

「こちらにいらっしゃるのが、殿下の猫様ですね？」

　以前、猫を飼っている話はしてくれていたから、驚きはしない。リュシアンに実験台にされてしまった猫だったはず。

「この猫はオニキスという名だ。オスでとても生意気な口を聞くから注意してくれ。……そう、こいつはオスだ」

　オスだと強調したのは、実験のためのキスがよほど嫌だったと伝えるためだとわかる。アリスは笑ってしまいそうになるのを堪えた。

「よろしくお願いいたします。オニキス様」

　アリスが挨拶をすると、オニキスは片方の前足を上げてアリスになにかをねだってきた。

（抱っこしていいのかしら……？）

　猫は信頼の置ける家族以外には簡単に懐かない印象があるが、このオニキスは違った。彼の仕草から、そうしろと言われた気がしてアリスはオニキスを抱き上げる。

　それが正解だったようで、オニキスはアリスの腕の中にすっぽりと収まり、心地よさそうに甘えてきた。

　これから同じ空間で過ごすだろう相手と友好的な関係が築けそうで、アリスは喜んだのだが……リュシアンは別の反応をしてきた。

「貴様……！　私のときとは態度が違うではないか」

　オニキスは、リュシアンにはこうやって甘えないのだろうか？　それでも確かな信頼関係があるようだ。リュシアンは、オニキスの態度や鳴き声から、言いたいことがよくわかっているらしい。

「オニキス様は、とても賢い猫様でいらっしゃいますね」

「まあ、いい。とりあえず、そこに座ってくれ。この塔での決まりごとを説明しよう」

　無造作に置かれた別の椅子を勧められ、アリスはオニキスを抱いたまま腰かける。

　ここは国で一番と言われている魔術師の部屋だ。きっと厳しい決まりごとがあるのだろう。アリスのできることといえば掃除くらいだろうか？　そう思っていたのだが……。

「いや、難しいことはない。掃除や片づけはしなくていい。それはあなたではなく侍女の仕事だから」

　また顔に出ていたのか、リュシアンはアリスの心の中で思っていたことに対する的確な返答をくれた。

「では、私はなにをすればいいのでしょうか？」

　昼間のうちは、アリスは西の塔で過ごすことになっている。夜は王宮内に与えられている女官用の部屋に戻るが、ほかの女官と同じような役目は与えられていない。

　アリスの実質的な主人はリュシアンだから、彼の意に添う行動をしなければならない。

「一つ上の階に、あなた用の居間も作った。そこでくつろいでいてくれてかまわない。ここの書庫にあるものは専門書ばかりだが、東の図書室に行けば暇つぶしになる本もあるだろう。あなたはまだ完全に回復しておらず、病人なんだ。その認識をしっかり持ってほしい」

「はい。殿下、ありがとうございます」

　本当に、こんな好待遇でよいのだろうか？　申し訳なさと感謝の気持ちで、アリスは胸がいっぱいになった。

「でも、雑用でもなんでも、気軽にお申しつけください」

　そう言うと、それまでアリスの腕の中にいたオニキスが柔らかい身体をくねらせてするっと抜け出していった。そうして部屋の中にあった小さな籠のところまで行き、「にゃー、にゃー」となにかを主張しはじめる。

「……オニキスは、あなたに毛並みの手入れをしてほしいそうだ」

　どうやらその籠の中には、オニキスの手入れ用具が入っているようだ。

「はい。お世話係に任命していただき光栄です」

「あと、午後に一度、二人で……」

　やはりオニキスはとても賢い猫らしく、話の途中で「みゃー」と声を上げて主張をはじめる。

「二人と一匹でお茶をしよう。その準備をあなたにお願いしたい」

　オニキスの意を汲んで言い直したリュシアンの物言いがおかしく、アリスは思わず声を出して笑った。

　それが収まった頃、リュシアンは表情を変えて急に難しい顔をしはじめた。

「そして、これが一番重要なのだが……」

　アリスは背筋を正し、頷いた。重要なことを聞く準備はできている。

「私の近くに来る場合、先に声をかけてあなたの存在を私に知らせてほしい。突然触れないでほしい。研究をしているときは、それに集中してしまうことが多いのだ。あなたは魔力の気配で感知できないから余計に……。でないと誤ってあなたを攻撃してしまうかもしれないから」

「驚かせてはいけないということですね。心得ました」

　このときアリスは、リュシアンの言葉を軽んじて捉えはしなかった。でも、わざわざ「一番重要」だと前置きをしてきた意味の深さと背景を、正確には理解できていなかった。

　そしてこの日は無事リュシアンに、用意していた贈り物を渡すことができた。

「殿下、私は先日まで外出さえままならない状態でした。それが殿下のおかげで、歩き回れるようになって……。これは心ばかりですが、私からの感謝の気持ちです」

「私に……？」

　リュシアンは驚いた顔を見せるが、同時に期待が込められているかのように瞳を輝かせていた。

「はい。日常使いできるペンを選びました」

　高貴な彼が満足するような品物ではないのだと、さりげなく主張してから贈り物を手渡す。

　リュシアンは丁寧に包装をはがして、その場で化粧箱を開けた。

「素晴らしい品だ。私の好みの色合いで、とても気に入った。……これは、どこに飾っておこう」

　彼の反応が品物と釣り合わない大げさなものだったので、アリスは恐縮しつつ口元をほころばせる。

「文具ですから、ぜひ飾らずに遠慮なくお使いになってください」

「ああ……そうだな。考えておく」

　リュシアンはそう言ったが、翌日ペンは化粧箱の蓋が開けられた状態で、仰々しく飾り棚の中に収まっていた。
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　王宮に来てから一か月ほどが経過していた。

　ここでのアリスの生活は、充実したものになっている。リュシアンははじめ、西の塔にアリス専用の居間を用意してくれたが、そこに一人でいたのは最初の数日だけだった。

「やることがないのなら、読書をしていればいい」

　そうリュシアンから勧められ、アリスは文官試験に役立ちそうな本を借りてきて読み込んでいた。そのことをリュシアンが知ると、自身の研究室で勉強したらいいと提案してくれた。

「わからないことがあれば、私も教えることができる」

　アリスは一人でいるよりもリュシアンと一緒のほうがよかったので、研究室で過ごすことにした。なるべく邪魔をせずに、質問ばかりしないようには心がけている。

　ただ、お互い黙って黙々と研究と勉強をしている時間は、悪くないものだった。

　それ以外は最初に言われたとおり、オニキスの毛並みの手入れをし、決まった時間にお茶を淹れる。それが女官としてのアリスの一日の過ごし方だ。

　魔力欠乏症に関しては、継続して七日に一度リュシアンから魔力を分けてもらっている。この間隔ならば以前と違い、具合が悪くなることはなくなっていたが、リュシアンが言うには先は遠いらしい。

「自分で魔力を生み出している気配が、一切ない」

　それが彼の見立てだった。

　推論では、魔力を身体に流し与え続けていればいつしか自分で魔力を作り出す機能が回復するはずだった。しかしアリスにはまだその兆候がない。

　その日は午後からリュシアンに治療をしてもらう予定で、朝から落ち着かない気持ちになっていた。

　部屋で朝の身支度を調えているところで、顔見知りの女官がやってきた。

「王妃様が、あなたをお呼びですよ」

　オリアーナから声がかかったのは、西の塔でリュシアンと過ごすようになってからはじめてのことだ。

　なにか粗相をしてしまっただろうかと、一気に緊張が走る。

「不安になる必要はありません。王妃様はとてもお優しい方ですからね」

「はい……」

　サロンに足を運ぶと、優雅にそしてほがらかな笑みを称えたオリアーナがアリスを待っていた。

「レディ・アズナベル。いらっしゃい」

「ごきげんよう、王妃様」

「さあさあ、こちらにお座りなさい」

　オリアーナはアリスに椅子を勧め、自ら紅茶を淹れてくれた。同じテーブルでお茶を飲むことを許されるのはとても名誉なことだ。

「リュシアンとはどう？」

「いつも親切で、優しくしてくださいます」

「それはよかったわ。……ところで、レディ・アズナベル。あなたは婚約を破棄されてからもうじき三か月になるそうね」

「はい」

「体調も、かなりよくなっているように見えるわ」

「完全に治ったというわけではないそうですが、リュシアン殿下のおかげで問題なく日常を過ごせております」

　リュシアンからは治っていないと何度も言われていて、実際アリスも自分が正常な状態にまで戻っていないことを知っていた。

　それでも以前と比べてぐっと体力がついて、寝込むことなどない。

　アリスの返事に、オリアーナは満足そうに頷いた。そして何気なくその話題を切り出してくる。

「では、そろそろ社交界への復帰も考えましょう。半月後にまた、舞踏会を開く予定なの」

「舞踏会ですか？」

「ええ、海の先にある国とのあいだで貿易協定が結ばれたので、それを祝うものなの。あなたも参加してみてはどうかしら？　実はそこで、あなたの元婚約者であるジスカール男爵が表彰されることが決まっているのだけれど……少し思うところがあって」

「ジスカール男爵が……。貿易協定に関係あるのですね」

「そう。安全な貿易に欠かせない海運事業で国に協力した、表彰者の中の一人に選ばれているの。……レッドメイン子爵と共に。ただ王室はバランスを重視しているわ。事業のことでジスカール男爵を称えたとしても、彼があなたにしたことを知らないように振る舞う気は一切ないの」

「王妃様のご配慮に感謝申し上げます」

　オリアーナの提案について、アリスは真剣に考えてみた。

　婚約解消からもうすぐ三か月。醜聞を払拭し、元気な姿を見せるにはよい頃合いかもしれない。

　ただ、アリス一人で宮廷舞踏会に出席することはできない。

「従兄である、メルヴィン・ド・ファーロウであればパートナーになってくれると思いますので、確認をとってまいります」

　アリスはパートナーとして、叔母であるサンドラの息子メルヴィンの名前を出した。

　一つ年上の彼は、家を継ぐ立場なのに婚約者が決まっていない。

　社交界で浮名を流している陽気な青年で、アリスにとってはよき兄のような人だ。両家の付き合いを知らぬ者はいないので、パートナーとしても恋仲だとか、よからぬ誤解をされることもない。

　アリスは彼しかいないと思ったのだが、オリアーナの考えは違ったらしい。

「私はリュシアンをパートナーにすればよいと思うの。それでこそ王家が偏りなく、臣おみを大切にしている証となるでしょう」

　オリアーナはきっぱり、はっきりと言った。

　つまりリュシアンをパートナーにして、アリスには王家の後ろ盾があり、ジスカール商会を贔屓しているわけではないと表明しようというのだ。

「リュシアン殿下は、社交界があまりお好きではないようですが……」

「ええ、でもあなたからお願いしたら、考えを改めるかもしれないわ」

　どうやらオリアーナは、アリスのためだけにこの提案をしたのではないようだ。

　リュシアンはほとんど公の場に出ないから、彼を引っ張り出す目的があるのかもしれない。

「だめかしら？」

　切に期待されているような気がして、アリスは完全に拒否することはできなかった。

「……で、では一度だけ、お誘いしてみます」

　リュシアンに対して、何度も無理には頼めない。本来ならオリアーナの言葉に徹底的に従うべきなのに、自分で妥協点を提示してしまった。

　これは不敬にあたる言動だ。

　不安になりオリアーナの反応をうかがうと、彼女は不機嫌になるどころか優しい笑みを見せてくれた。

「レディ・アズナベル。……いえ、アリスと呼んでもいいかしら？」

「もちろんです、王妃様」

「アリス、あなたはリュシアンの気持ちを最優先に考えてくれるのね。そういうところに私はつい期待してしまうのよ。ええ、あなたの思うようにしてちょうだい。もしわからず屋のリュシアンが断ってきても、気に病まないでね」

　オリアーナは最後までにこやかだったが、どこか寂しげでもあった。

　サロンをあとにして西の塔に向かうまでのあいだに、古参の女官が少しだけ事情を教えてくれた。

「王妃様とリュシアン殿下には、溝があるのです。……もちろんお互い嫌い合っているわけではありません。ただリュシアン殿下が突出した魔術師だったため、幼い頃に王妃様では対処が困難な問題に直面してしまったのです。それが、現在のリュシアン殿下の生活に深く関係しているんですよ」

「私はお役に立てる自信がありません……」

　でも、ほんの少しでもリュシアンの役に立ちたいという気持ちはある。

　アリスはこのとき、優しいリュシアンであれば自分の願いを叶えてくれるのではないかと、そんな期待をしかけていた。
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　リュシアンはこのところ、午後のお茶の時間を特段楽しみにしていた。

　今日は七日に一度の特別な日でもあるから、人を使い、彼女の好きな菓子を入手していた。

　それまで机で勉強をしていたアリスが立ち上がり、茶器の準備をはじめたところで、菓子があると伝える。すると案の定彼女はふっくらとしてきた頰を上げて喜んでいた。

　魔力の補給をはじめるにあたり、アリスには好きな菓子を食べて緊張をほぐしてもらいたい。

　そして、リュシアンは──。

「あなたが淹れてくれるお茶は本当においしい」

　言いながら、準備していた薬をお茶と一緒に流し込んだ。

　アリスがなんの薬を飲んだのだろうと不思議がっていたので、リュシアンは適当にごまかす。

「いや、これは栄養剤のようなものだから気にしないでくれ」

　そう言えば奥ゆかしい彼女は、深く追求してこない。

「ところで殿下、今度王宮で舞踏会があるのはご存じでしょうか？」

「舞踏会？」

　突然出てきた話が意外で、リュシアンは思わず聞き返してしまう。

「ええ……半月後、ふたたび王宮で開かれるようで、王妃様からお誘いいただきました」

　リュシアンは舞踏会のような人の多く集まる場所を最も苦手としていて、周囲からも不参加が当たり前と認識されていた。

　だから日程を知らされていないことはいつものことだが、アリスが参加すると聞き動揺してしまった。……が、すぐに冷静な思考に戻す。

「そうだな。それはいいかもしれない。……根本的な回復にはまだ時間がかかりそうだが、あなたが健康であると知らしめるのは悪いことではないから」

　リュシアンが積極的にアリスに治療を行っているのもそのためだ。

　不健康だという理由で婚約を破棄された令嬢を、不遇な状況から抜け出させてあげたかった。早い段階で元気な姿を見せたら、彼女を貶めた婚約者への仕返しになる。だから、参加はよいことだ。

　リュシアンが肯定的に頷くと、アリスは別に言いたいことがあったようで、遠慮がちに申し出てくる。

「それで、あの……もし殿下が私のパートナーになってくださったら、とても安心できるのですが、お願いできませんか？」

「………………それは」

　どうすべきか、たちまちリュシアンの心の天秤が揺れはじめる。

　思わず想像してしまった。美しいドレスに身を包んだアリスと共に歩く自分の姿を。……だが、それも一瞬のこと。自分にはできない、相応しくないという、リュシアンの根底にある負の感情が湧き出てくる。

　それがアリスにも伝わったのだろう。

「申し訳ございません」

　リュシアンが答える前に、謝罪されてしまった。

「いや、決まった相手がいないのだから、私に頼んできたあなたの事情は理解する。要望に応えてやれなくてすまないが、やはり私はああいった場所は避けたい。それに私と噂になるのはよくない。誰か、もっとあなたに相応しい人が……」

　早口でつらつらと理由を並べ立てたのは、アリスにはなんら非のないことだと伝えたかったからだ。

　しかしリュシアンの思いとは裏腹に、彼女の顔がみるみる悲しみで曇っていってしまう。相応しい人というのは、自分のような男ではなくもっとまともな者という意味だったが、アリス自身が相応しくないと受け取られたのかもしれない。

　まずいと思ったリュシアンは、さらなる言い訳をした。

「私は、結婚しないと決めているから……だから、あなたのパートナーには相応しくないのだ。これは、私の事情で、あなたにはなんの落ち度もないことだ。そうだ！　もしあなたさえよければ、宮廷騎士の誰かにその役目を命じよう。非の打ちどころのない男が隣にいたら、マチアス・ド・ジスカールもさぞ悔しがるだろう」

　言いながら、その考えは間違っていないと思いたいのに、酷い過ちを犯している気がしてきた。さっきまで悲しんでいたアリスの顔から、感情というものが抜け落ちていったのを目の当たりにしたからだ。

「いいえ、それは結構です。……身の程をわきまえず不躾なお願いをしてしまいました。大丈夫です。もともとは従兄にお願いするつもりでしたから。……さっそく確認をとってみます」

「……君には従兄がいるのか？」

「ええ、父の妹……叔母の嫁ぎ先のファーロウ伯爵家の者で、一つ上の従兄とは実の兄妹のような関係です」

「そうか……従兄か……。従兄に頼めるのなら、それが一番よい」

　言いながら、リュシアンは少しもよいとは考えられなかった。従兄妹は結婚できるじゃないかと、……資格もないのに文句を言ってしまいたくなる。

　そもそもリュシアンが、結婚もしないしパートナーを引き受けないと言ってのことなのに、アリスが別の男性にその役割を頼もうとしているのが許せない。これは酷く矛盾している気持ちだ。

「はい。ではこの件はもうお忘れください」

　彼女は笑っていたが、それは作り笑いだとさすがにわかった。アリスは、リュシアンに対して心を閉ざしてしまったのだ。

「リュシアン殿下……その、お願いできますか？」

「そうだな。……はじめてもいいだろうか？」

　ただ、すべきことをするだけなのに、リュシアンは後ろめたい気持ちで彼女の頰に触れ、口づけを交わす合図を送る。

　アリスはたった今、自分のことをすっかり嫌いになってしまっただろうか？　幻滅させてしまっただろうか？　これからする治療を不快に思うだろうか？　彼女は今、どんな気持ちで隣にいるのか？

　普通であれば知ることなどできないはずだが、今なら可能だとわかっていた。

　それは魔力による「共鳴」と言えばよいのだろうか。

　彼女に魔力を送り込んだごく短時間だけ、アリスの心の声が聞こえてくる。勝手に感じ取ってしまう。……最初は漠然としたものだったが、二度目に口づけを交わしたときからはっきりとそれを理解した。

　思い起こせば、オニキスとのあいだでも同じ現象が起こっている。魔力移譲の弊害で、わかるはずのない相手の思考が伝わってきてしまうのだ。

　そして卑怯なリュシアンは、ずっとそのことを黙っていた。今は、知りたいとさえ思っている。

（どうか、私を許してくれ……）
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　王宮に来てから四度目の治療。アリスは、リュシアンと口づけを交わしながらつい、余計なことを考えてしまっていた。

　リュシアンは誰とも結婚するつもりがないらしい。

　それはとても残念なことだが、同時にほっとしている自分もいた。

（もし治らないなら、私はリュシアンとずっとこうしていられるのに……）

　リュシアンは、本来は触れることなど許されない高貴な人だ。

　魔力欠乏症という病を理由に、アリスは彼の側にいられる特権を得ている。

　舞踏会のパートナーを引き受けてもらえなかったことで、アリスはそのことをより強く意識するようになった。自分は彼の特別には決してなりえない。だから病が治ったら、隣にはいられなくなるのだ。

（ああ、リュシアン……離れたくない）

　治療のためだとわかっているのに、一度はじめるとこうして夢中になってしまう。

　アリスはリュシアンの首に手を回して、彼の口内に自分の舌を入れて、熱心に舐め取っていた。ただそれだけに集中しすぎていたようで、いつの間にかリュシアンにすがりついたまま、背中を座面に着ける形で倒れ込んでいた。

　まだ足りないとお互いが求め合うように口を大きく広げて、貪るように深く重ね合わせる。

「んんっ……」

　魔力を繫ぐ媒体が空気に触れると、リュシアンの力はアリスの身体の奥底には届かなくなってしまう。だからなるべく隙間なく、強く重ね合わせていなければならない。

　その激しさは、どんどんと増していっていた。

　はじめはアリスが舌を入れる側だったはずなのに、今日のリュシアンは口内をかき乱して直接唾液を流し込んでくる。

「んっ、ぐっ」

　リュシアンに溺れてしまう。

　二人で寝そべりながら強く口づけをしていると、自然と服越しに肌が擦れた。

（気持ちいい……胸がっ……あぁ）

　アリスは彼に気づかれないように偶然を装って、背を反らせて胸を突き出した。そこだけがリュシアンの身体に強く当たって、刺激が発生する。

　これはもう、治療ではない。少なくともアリスの中では完全に別のものになっている。

　ふしだらな自分が嫌いになりそうだ。

　しかし、リュシアンはアリスにとっての命の恩人。そんな彼と、本来親密な者同士でしかしないことをしていたら、特別な感情が芽生えてしまうのは当然のことでもある。

　そもそも自分はリュシアンとだからできるのだ。あの舞踏会の夜に、不器用ながらアリスのことを気遣ってくれた彼だから……。

（大好きです……）

　そんなこと、絶対に口にしてはいけないとわかっている。リュシアンは王族で、醜聞に晒されたばかりのアリスとは釣り合わない。でも想いを秘めておくくらいは許してほしい。……そう願った瞬間だった。

　彼はなにかに驚いたような反射的な動きで、身体を離してきた。

「……殿下？」

　近くに来てはいけないと、左手でアリスが起き上がるのを制してくる。

「あ、あ……あなたが、突然……言うから！」

　リュシアンは動揺した様子で、額を押さえながらうつむいてしまう。

（どういうこと？　……まさか？）

　アリスは今、なにも意味のある言葉を発していなかった。

　でも、これまでにも違和感は、何度か抱いていた。

「…………殿下、私が思ったことが殿下にはわかってしまうのですか？」

　アリスは、自分が西の塔にやってきた日のことを思い出す。

『アリス……それほどまでに私に会いたかったのか？』

　はじめて彼に名前を呼ばれたときも、心を読まれた気がした。

　あのとき彼は、アリスは感情が顔に出やすいからと言っていたが、本当は……？

「リュシアン殿下……」

　どうか違うと言ってと祈るような気持ちでもう一度問いかけたが、リュシアンはなにも答えてはくれなかった。

　それどころか目も合わせてくれない。

　それが答えだと理解したアリスは、長椅子から落ちるように下りた。そして跪いて、手と額を床につける。

「申し訳ございませんでした」

　心の中では「リュシアン」と、敬称をつけずに名前で読んでしまっていた。不相応な感情を抱いてしまっていた。

　リュシアンが自分を犠牲にしてやりたくもない治療をしてくれているのに、アリスは欠乏症が治らなくてもいいなんて考えていたのだ。

　それがすべてバレていたとしたら？

（恥ずかしい。今すぐ消えてなくなりたい……）

　アリスは断罪を受けるべき罪人の気持ちで平身低頭になり、リュシアンの反応を待った。

「頼むから、そんなことしないでくれ……」

　リュシアンは、アリスの手をとって、長椅子に引き戻した。

「謝らなければならないのは私のほうだ。黙っていてすまなかった。……魔力を分けたあと、少しの時間だけあなたが考えていることがセリフのように聞こえてくるようになった。知られたら嫌がられる気がして、とても口にはできなかった」

「殿下は、それでも治療を続けようとしてくれたのですね……私のために」

　もし心を読まれていると知ったら、アリスは治療を拒否しただろう。

「頭ではちゃんとわかっています。殿下と親密になったなんて勘違いは、絶対にしていません」

「アリス……」

　一度そう名前を呼んだリュシアンは、今度は床に膝をついた。

「私も制御できていない。治療と言い訳をして、治療以上のものを求めてしまっている。今日はどうにか自制できたが、次はもう無理だ。耐えられない。……きっとあなたを犯してしまう」

　まるで懺悔室にでもいるかのように、長椅子に組んだ手を置いて告白してくる。

「理論的に考えて……」

　アリスは理論を語るほど博識ではないけれど、ここはリュシアンの好きな論法を借りることにした。

「男女がそういう状況に置かれたら、感情が高ぶってしまうのはどうしようもないことだと思うのです。責任をとってほしいなんて絶対に言いませんから、殿下のお好きになさってください……」

「私を試しているのか？　そんなことを言わないでくれ……頼む」

「文官になりたいと言ったのは、きっと私には結婚は難しいと思ったからなんです」

　卑怯なアリスはずるい抜け道を提示した。

　未婚の女性が男性と親密になってはいけないのは、夫となる人に純潔を捧げるためだ。それは生まれる子の正当性を保つためのものでもある。

　ただ、情熱に身を任せ結婚前に一線を越えてしまう男女も少なくはない。それが露見した場合、その二人はすぐに結婚しなければならない。

　でも、アリスはそんなことリュシアンには求めてはいない。

　それにアリスは未だに月の巡りさえ戻ってきていない。このままでは結婚なんて、できっこないのだ。

　今、アリスの心はリュシアンに読まれているようだから、これが噓ではないことは伝わっているはずだ。なのに、彼は何度も首を横に振る。

「あなたは間違っている。健康になりさえすればあなたには何十人もの求婚者が現れるはずなんだ。絶対に……」

「お世辞はおやめください。私が言いたいのはつまり、なにが起こっても殿下が責任を感じる必要はないということです。私は勝手に殿下のことをお慕いしておりますが、殿下がそれを気にする必要はありません。ただの欲でかまわないのです」

　アリスにとってのリュシアンは、もうどうしようもないくらい「特別」だ。

　同じ気持ちを返してほしいなんて言わない。……でも、想うだけは許してほしかった。

　アリスが切に願うと、リュシアンはすっと立ち上がる。

「レディ・アズナベル。……お互い少し、頭を冷やそう。また明日……」

　そう言って彼は、部屋から出ていった。

（どうしよう……きっと嫌われてしまったわ）

　それでも完全に突き放せないリュシアンが、とても気の毒だ。

　彼が見放したら、アリスは生きてはいけないから。

　アリスはリュシアンがくれた時間の意味を理解し、彼が戻ってくる前に自ら部屋から出ていった。
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　翌日、重たい気分でアリスは西の塔に向かう。

　いつものように研究室に行くと、珍しいことにリュシアンは不在だった。

「みゃー」

　窓際にいたオニキスが鳴いたので、近づいていく。

　賢いオニキスはアリスに目配せをしてきた。オニキスの金色の瞳は窓の外に向けられている。アリスがそれに釣られて外を見ると、そこにはリュシアンがいた。

「みゃー、みゃー」

　どうも、あそこに行けと言われているようだ。オニキスがアリスの肩に乗ってきたので、連れて行ってほしいのかもしれない。

「わかりました。行きましょう」

　アリスはオニキスを抱えて外へ出る。

　リュシアンがいたのは、庭と呼べるほどでもない、ただ何本か木が植えられているだけの場所だった。

「おはようございます、リュシアン殿下」

「おはよう。……レディ・アズナベル」

　昨日の別れ際から、彼は明らかに意識して呼び方を変えている。寂しく思うが、これはしかたのないことだ。

　なんとなくリュシアンがアリスに気を遣っているような、こちらの気分を慎重にうかがっているような様子だったので、なるべく感情を排して寂しさを隠した。

「殿下はなにか実験をなさっていたのですか？」

「ああ、一番にオニキスを実験台にするわけにはいかないから……はじめはこうやって植物を使うようにしている。植物も生きているから。……これを見てほしい」

　リュシアンが目の前にある木を軽く叩く。

　幹の下のほうには魔法を使った名残だろうか？　円形の模様が描かれていた。そしてリュシアンの手のひらにも同じような模様がある。

　アリスは香に誘われるように、頭上を見上げた。

「木蓮の花でしょうか？　とても綺麗ですね。昨日まで咲いていなかったのに……。これは殿下の魔法ですか？」

「ああ、そうだ。魔法で咲かせてみた」

　春を待つこの時期、隣の木蓮は蕾のままなのに、サークルが描かれたその一本だけが満開の花を咲かせている。

「実は魔法で花を咲かせるのは、難しくない。たとえば一番簡単な魔法だと……」

　そう言ってリュシアンは、地面に咲いていた小さな草に触れる。彼が魔法を使ったときに現れる、キラキラとした光りに包まれてその草は小さな花を咲かせた。でも……。

「あ……」

　花はリュシアンが手を遠ざけるとみずみずしさを失い、しなだれてしまう。

「魔法で強引に花を咲かせても、その生命に力がなければ維持はできない。私が手を離した瞬間から、しおれて枯れる方向に向かっていく。だが、この木に咲いた花はすぐには枯れない。魔法をかける前に、糧としての魔力を移譲したから」

　リュシアンはそこから魔力と魔法……一次利用と二次利用の違いについて説明してくれたが、アリスはすべて理解することが難しかった。それでも、これは魔力欠乏症に繫がるものだということはわかった。

「あの木蓮が、殿下の研究の成果なのですね？」

　アリスが西の塔に来てから、いやそれ以前から熱心に研究していたことをもちろん知っている。

「ああそのとおりだ。新しい方法で治療ができるかもしれない。力を放出する側と受け取る側……それぞれに魔方陣を描いて回路を作れば、手で触れる程度の接触で魔力を移すことができる」

　リュシアンは、アリスのほうに伸ばしかけた手を直前で止めた。

　それはこれから変化していくだろう、二人の関係を示している。

　アリスはリュシアンの顔を見ていられなくなり、木蓮の花に視線を移した。その木の枝に、大きな鳥が飛んでくる。

「みゃー！」

　アリスの腕の中でおとなしくしていたオニキスが、警戒するように鳴いた。アリスは似たような鳥を狩猟会で見かけたことがある、おそらく鷹だろう。

「オニキス様、あの鳥はとても強そうなので、歯向かわないほうがいいと思います」

　アリスはオニキスが毛を逆立てているのをはじめて見た。相手は鋭いくちばしと爪を持つ猛禽類だ。オニキスが飛び出して鷹に近づくことがないよう、宥めながらぎゅっと抱きしめる。

「あれは、魔術院からの連絡役だ。オニキスもわかっている。……単純に仲が悪いだけだ」

「そうなのですね」

　リュシアンが口笛を吹くと、鷹は地面まで下りてくる。そして、リュシアンが足についている手紙を回収するのをおとなしく待っていた。

　手紙を一読した彼は、そこで嘆息する。

「どうやら、魔術院に出向かなければならないらしい」

「魔術院……。すぐに戻ってこられますよね？」

「なるべく早く戻る。私が不在のあいだ、オニキスの面倒を頼む」

　このときアリスは、リュシアンはその日のうちには戻ってくると、そう思い込んでいた。







第五章




　リュシアンは、慌ただしく魔術院に行ってしまった。魔術院は王都の中にあり、馬車で一時間走れば到着できるはず。

「なにか難しいことが起こったのでしょうか？」

　夕方になっても戻ってこなかったリュシアンを思い、ついオニキスに話しかけてしまう。

　挨拶をしてから自室に戻りたかったが、諦めなければならないようだ。

「オニキス様、今夜は私と一緒に寝ましょうか？　許可をとってきますから」

　オニキスが寂しがる……という言い訳で、彼を自分の部屋に連れて帰る。

　いつもどおりの時間に就寝しようとしたが、リュシアンのことが気になってなかなか眠れない。

　寝返りを打ち何度かため息を吐き出したところで、持ち込んでおいた専用の寝床にいたオニキスが、毛布の中に入れろと態度で示してくる。

「にゃー」

　毛布に潜り、アリスの腕のあたりで丸くなったオニキスを撫でながら目を閉じる。あたたかさが心地よく、自然と眠気が襲ってきた。

（寂しいのは私だって、きっと私だってばれてしまっていますね……）

　言葉は通じなくとも、オニキスの存在がありがたい。

　魔術院にいるはずのリュシアンは、今頃どうしているだろう。彼こそ、枕が代わりオニキスもいないせいで、眠れぬ夜を過ごしているかもしれない。




　アリスは翌日、眠たい目を擦りながらオニキスと一緒に西の塔に向かった。

　研究室の扉を開けると、そこは静寂に包まれていた。

　雑然としているのに、昨日とは本や用具の位置が変わっていないことがすぐにわかってしまうほど、アリスはこの部屋に詳しくなっていた。

　主はまだ不在なのだと、気配で伝わってくる。

「みゃー」

「オニキス様も寂しいですか？　私も寂しいです」

　アリスはオニキス専用の世話係として、一日を過ごすこととなった。




　リュシアンから近況を知らせる手紙が届いたのはさらに翌日のことだ。彼はやはり戻ってきていない。

　伝令役の騎士が、アリスに直接持ってきてくれた。




『レディ・アズナベル。変わりはないだろうか？　実はあなた以外にも、魔力欠乏症を発症した者が現れた。そのため数日、こちらで対応にあたることになった。オニキスのことはよろしく頼む』




　手紙の途中で、アリスは文字を追う目を留めた。

（私以外にも……？）

　珍しい症例だとは言っていたが、普通に生活していた自分がなったのだから、ほかの誰かが発症してもおかしくはない。

　リュシアンは魔術師として公平で、最初からアリスを患者……そして研究対象として見ていた。新しい患者が現れたら、アリスばかりに時間は割けない。それは当たり前のことだ。

　なのに、なぜこんなにも衝撃を受けてしまっているのだろう。

　リュシアンは今頃、自分ではない誰かに魔力を分け与えている。アリスとしたことを、ほかの誰かと……。

　患者の性別や年齢は書いてはいない。それなのに、アリスはつい、美しいどこかの令嬢にリュシアンが口づけて魔力を与えている姿を想像してしまう。

「オニキス様……私、ごめんなさい」

　ほかに縋るものがなくて、アリスはオニキスを抱えて彼の毛並みに顔を埋めた。

　手紙の続きを読むことができたのは、ひとしきり泣いたあとのこと。




『それから、あなたは以前、赤い宝石を身につけていなかっただろうか？　もしまだ手元にあるのなら、できうるかぎり入手経路を調べ、現物を魔術院に届けてほしい。欠乏症発症に関係しているかもしれない』




「赤い宝石……？」

　思い当たるものはある。マチアスからもらった婚約指輪だ。

　リュシアンがわざわざ手紙で尋ねてくるくらいだから、なにか重要な意味があるのだろう。

（そう言えば……体調が悪くなったのは、あの指輪をマチアスから受け取ってからだわ……）

　ただ時期が被ったというだけの理由で彼を疑うことはできないが、裕福な人なのに返却を求めてきたことに当時違和感を持っていた。

　あれはどこから入手したものかはわからない。色も大きさも上級と言える赤いルビーの指輪だった。

　受け取ったときは特別な品だと自慢げだったが、返却時はジスカール家で代々受け継いでいる品物だと言っていた。そこに矛盾が生じていたが、終わった話なので追及などしなかった。

（ジスカール男爵家が、代々大きな指輪を受け継ぐなんてよく考えたらおかしいわ……）

　なぜならジスカール家は、先代が富を成した家だから。それまではあんな大きな宝石を所有するのは難しかったはずだから。

（指輪を回収するための、噓だったの？）

　婚約破棄となれば、慰謝料代わりに指輪の権利を渡すこともありえた。それをしたくなかったマチアスが、その場で考えた言い訳だった可能性がある。実際、新しい婚約者のクレアには別の指輪を贈っているようだったから……。

　なんだか、酷く気分の悪くなる話だ。でも、もしかして、という推測だけで結論を導き出すのはきっとよくない。

　アリスは問われた指輪のことだけを書いて、魔術院にいるリュシアンに返事を送った。




『赤い宝石の指輪は、確かに以前所持しておりました。婚約指輪でした。……すぐに贈り主に返したので手元にはありません』




　自分のことはアリスの魔力補給の期限である四日後にまとめて伝えよう。手紙で語らないのは元気な証拠だと捉えてもらえればいい。そう思っていたのに、リュシアンは期限を迎えても戻ってこなかった。
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　その日、アリスの前に現れたのはローブを纏った、アリスと同世代の女性だった。

「はじめまして。魔術院よりやってまいりました、ルイーズと申します」

　彼女は魔術院に所属している魔術師で、リュシアンに命じられここにやってきたのだと言う。……アリスに魔力を分け与えるために。

　リュシアンに完全に距離を置かれているとはっきりわかったが、人前で泣くわけにもいかない。

　しかもわざわざ代わりの魔術師まで手配してくれたのだから、不平を言ってはルイーズに申し訳ない。

　アリスはルイーズと西の塔の研究室で対面した。彼女はとても元気な人で、やる気がみなぎっていた。

「それではさっそくはじめましょう！」

　ルイーズにはためらいはないのだろうか？　アリスはたじろいだ。

「……する、のですか？　あの、どちらを？」

　血を媒体に使うのか……それとも唾液か……。

　リュシアンは気を遣って女性を派遣してきてくれたのだろうが、彼以外としたことがないアリスは、自分がどうなってしまうかわからずはじめる前からパニックになりそうだった。

「えっと、二種類の方法があったのですか？　申し訳ありません、私はリュシアン殿下から魔方陣を描いて、手を合わせる方法しか教わっていないのですが……」

「ああ、そちらでしたか……」

　アリスは胸を撫で下ろす。

　リュシアンはここで、新しい方法を試させるつもりらしい。魔術院に行く前に、木蓮の木に試していた方法だ。

　あれからアリスは木蓮の木を観察していた。すでに花は落ちはじめているが、樹木に問題なく、枯れてはいない。開花期間の短い花だから、通常より長持ちしているくらいだろう。

　それでも、経験したことのない魔法を受けるのは少し怖い。

「はじめてなので、緊張します。……安全ですよね？」

　ルイーズが魔方陣を描くための塗料を準備している横で、アリスはついそんな問いかけをした。

　するとルイーズは、一度作業の手を止めて不思議そうな顔で見返してくる。

「あのぅ……今まではどんな方法で？」

「それはリュシアン殿下にお尋ねください」

　どうか顔が赤くなりませんようにと、アリスは必死に願う。

　リュシアンはこれまでの経緯を彼女に伝えていないようだ。どうしてきちんと話さなかったのか理由もよくわかる。今まさにアリスがルイーズに説明できないのだから。

　幸いにして動揺を見抜かれなかったのか、ルイーズは軽く微笑んでくれた。

「殿下が提案されたこの魔法、ここ数日ほかの魔術師たちと協力して実践を繰り返しましたので、どうぞご安心ください」

「はい」

「それでは、はじめます」

　ルイーズは筆をとり、そこに今ここで作っていたなにかわからない塗料をつけていた。

「これは果実でできた紫色の塗料で、これ自体に特別な効果はありません。発色がよく、魔法をうまく伝達してくれるものです。日常で使うほかのインクでも代替えは可能ですが、かぶれにくいのでこちらを使います」

　ルイーズは説明しながら、アリスの手のひらに魔方陣を描いていく。少しくすぐったいが、今のところなんの変化もない。

　アリス側の魔方陣を描き終えたルイーズは、今度は似たような魔方陣を自分の手のひらに描いていく。

「では、いきますよ」

　お互い手のひらを向けて、それを重ね合わせる。

　両方の魔方陣が合わさった瞬間に、じんとした熱を感じた。やけどするほどではない。見るとルイーズもリュシアンが魔法を使ったときのようにキラキラと輝き出していたが、その輝きの色は彼のものとは違って見えた。

　リュシアンはいつも金色だけど、ルイーズは薄い桃色の光を纏っていた。魔術師により、輝きに個性があるらしい。

　それらをしっかり観察できるくらいに、アリスは落ち着いていた。

　確かに魔力が流れ込んでくる感覚はあるが、リュシアンに分けてもらったときのような容赦のない激しさは感じられなかった。

「どうですか？　気分は悪くないですか？」

「はい。大丈夫です」

「この方法ははじめてとのことだったので、控えめにしてみました。殿下がお戻りになるまで私はここに滞在しますので、一緒に慎重に経過を観察していきましょう。問題がなければ、もういつもどおり過ごしていいですよ」

「では、私はオニキス様の……」

　ブラシをかけて、毛並みを整えてあげなければ。

　立ち上がって窓際で退屈そうにしていたオニキスに視線を動かした瞬間、外から白い物体が飛来し、窓に体当たりしてきた。

「魔法郵便？」

　アリスが施錠を外して窓を開けると、一度旋回した紙の鳥が部屋の中に入り込んで、広げた手に落ちてくる。

「これはリュシアン殿下からでしょう。急ぎの知らせかもしれません」

「急ぎでないと使わないのですか？」

　リュシアンは気軽に使っていそうだったが、そういえば魔術院から彼に届いた手紙は魔法郵便ではなかった。

「魔法郵便は最速で届けることはできますが、到着前に魔法が解けてしまう可能性がありますから……。会ったことのある人にしか届けられませんし」

「住所ではなく、人に送るものだったのですね？」

「そうですよ。届けられる範囲は、魔術師の能力次第です。私は王都の中ならどうにか。リュシアン殿下はもっと広い範囲でお使いになれます」

　窓や壁を通り抜ける力はないようで、窓を開けるのが遅ければ手紙は外に落ちてしまう。術が解けたあとはただの紙の手紙に戻るので、誰かに拾われたら内容を読まれることもある。

　送りたい人に確実に届くとは限らない。魔法は万能ではないのだ。

　アリスはさっそく鳥の形に折られた手紙を広げ、中を確認した。そして、そこに書かれていたのは──。




『中止せよ』




　そのたった一言だ。

「これは確かに殿下の文字のようですが……」

　アリスはリュシアンの筆跡を知っている。研究室で一緒にいる時間が長かったから。

　でも、こんな雑な文字は見たことがない。慌てて書いたような印象がある。

「中止って、魔法のことでしょうか？」

　アリスは不安になり、ルイーズを見た。彼女も戸惑っている様子だ。

「魔術院でも安全だと判断していたのですが……」

　アリスはもう魔法による治療を受けてしまった。今さらどうにもできない。

　二人が顔を見合わせていると、まもなくして二通目の魔法郵便が届いた。窓を開いたままにしていたから、すんなりと入り込んでくる。……続けて三通目、四通目も。




『魔法を彼女に使うな』

『拒絶反応が出る可能性』

『すぐに戻る』




　次々と届く警告のような手紙は、リュシアンの必死さを物語っているようだった。

　魔法郵便が確実な手段ではないから、こうやって何通も送ってきているのか。

　ルイーズが注目したのは、三通目の手紙だ。

「拒絶反応って、まさか……でも、ありえないことでは……」

　ルイーズの言葉に呼応するかのように、アリスの心臓はドクンと嫌な音を立てた。

「あっ……」

　最初は胸のあたりに違和感を持った。そこからじわじわと全身に、痛みを伴う痺れが広がっていく。

「レディ・アズナベル……大丈夫ですか？」

「痺れて、…………苦しいです」

　呼吸がうまくできない。

　うつむき手元を見ると、魔方陣を描いた場所から腕の内側を通り、心臓めがけて血管が浮き出していた。

「うそっ……ううっ」

　自分の身体が、自分のものではないみたいだ。気持ちが悪い……。呼吸が苦しくなってくる。アリスはついにその場にしゃがみ込んでしまった。

「息が苦しいのですね？　仰向けになってください。気道を確保します」

　アリスにはもう、長椅子まで歩いていく気力もなかった。一緒にいるのはやや細身な女性で、アリスを抱き上げることはもちろんできない。

　しかしほかに手立てがなく、アリスはルイーズの手を借りてどうにか床に仰向けに寝そべる。

「申し訳ありません。今の状態では、私があなたになんらかの魔法を施すのは危険です。……宮廷医を呼んでまいりますから」

　ルイーズが慌ただしく部屋から出ていってしまうと、オニキスが近くにやってきてアリスを心配そうに見つめてきた。

「オニキス……様……」

　自分は大丈夫だと言って安心させたいのに、もう言葉を発するのも辛い。意識が朦朧としてきて、アリスは瞼を閉じようとした。しかし、オニキスがそれを許さず、愛らしい肉球でペちんと頰を叩いてきた。
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　リュシアンは、彼女に魔力を分け与える前にある薬を飲むようにしていた。

　それは男性機能を一時的に停止させる薬だ。

　アズナベル邸でアリスと唾液交換の方法をはじめて行った日は、本当に大変だった。逃げるように帰ったあと、自室で何度アリスの顔を思い浮かべて、自分を慰めたかわからない。

　そのあとアリスを王宮に呼び寄せてからは、この薬を飲むようにしている。

（なにが王家伝来で、効果抜群だ……）

　兄から聞いた話では、女性関係で問題を起こしがちな王族のために作られた大変高価な薬のようだが、徐々に効かなくなってきている。次はもう自制が効かないかもしれない……。そんな状態なのに、アリスは自分への好意を隠そうとせず、一線を越えることさえ容認するようなことを言うものだからリュシアンは混乱した。

「だめだ……彼女を、私というどうしようもない男から守らなければ」

　追い込まれたリュシアンは、頭をこれまで以上に回転させ、ついに魔力欠乏症に有効な魔法を生み出すことに成功した。

　そして新たな症例が出たため魔術院から招集がかかったことに便乗し、わざとアリスとの距離をとった。

　彼女とのあいだで過ちを犯さないようにするための選択だ。

（しかたがないんだ。これが、間違いなく正しいはず）

　リュシアンはそう自分に言い聞かせながら、後ろ髪を引かれる思いで王宮をあとにした。

　魔術院に収容された欠乏症の患者には、容赦なくまだ実験段階だった新しい方法を試させた。

　能力の高い魔術師にその手法を教え、自分はまとめ役に徹する。

　魔法の有効性は確認できたが、アリスに施した直接的な方法より多少効果が弱かった。だから二日に一度のペースで発症者に魔力を与えていくことにした。

　治療はほかの魔術師に任せ、魔力欠乏症の発症理由について調べていると、見過ごせないことも発覚する。

「赤い宝石？」

　調査をしていた魔術師が発見した、発症者二人の共通点がそれだった。

「はい。二人ともルビーだと思っているようですが……こちらです」

　一つはタイピン。もう一つはブレスレット。現物を見て、リュシアンは顔を顰める。

　もともと宝石に興味はなかったので、種類を肉眼で見分ける能力は持ち合わせていない。だがこれは、様々な魔力を見抜くリュシアンの目から見て、なんらかの違和感があったのだ。

　石というものは、たまに人に悪影響をもたらす性質がある。魔力分類としては一般的に流通している貴石とは別ものであった。

　今回、魔術院に運ばれてきたのは二人の役人で、赤い宝石の入手経路はばらばらだが、元を辿るとこれまで付き合いのない行商から手に入れたものだった。彼らは別の部署で、微妙にずれた時期から体調が悪くなっている。

　もしリュシアンが魔力欠乏症についての報告を各所にしていなかったら、ただの体調不良として見過ごされていただろう。

　もしやと思い、アリスに手紙で確認をとると、彼女も確かに赤い宝石を保有していたことがわかる。……それも婚約指輪として。

「あの男……！」

　怒りから、届いた手紙を思わず握りつぶしていた。

　リュシアンはこれまで、アリスの元婚約者であるマチアス・ド・ジスカールと会ったことはなく顔も知らない。

　そんな相手を、これほど憎むことになるとは思わなかった。




　事件の真相を探るため、忙しかったのは事実。だがアリスへ直接治療をすることを恐れていたのも事実だった。

　アリスに魔力を与えなければならない日、魔法は安全だと判断したリュシアンは、彼女のことをルイーズに託してしまった。

（手に触れるだけ……しかも同性なら安心してもらえるはず）

　リュシアンはなにより自分に、よい選択をしたのだと言い聞かせた。

　しかしルイーズを王宮に送り出してしばらくしてから、魔術院で異変が起きてしまう。

　三度目の魔力移譲をしたあとのことだった。

「リュシアン殿下、お一方ひとかたの体調があまりよくありません」

　報告を受けて、リュシアンはすぐに確認しにいった。

　幸いにして不調を訴えた者には意識があり、命の危険に晒されている状態ではなかった。

「食べてはいけないものを口にしたときのような……そんな症状に似ていますね」

　発症者を見て、ある魔術師が言った。そこでピンとくる。

「これは、拒絶反応だ……。今日は魔法治療の相手を変えたのではないか？」

「ええ、そうです。そのとおりです」

　リュシアンは自分がいかに未熟であったか思い知らされた。

　魔法論的に、空っぽになった身体に誰かの魔力を流し込む。それに依存している状態でさらに別の魔力を注ぎ込んだら、発症者の中で外から来た魔力同士がぶつかり合ってしまうのだ。

（アリスは……アリスはどうなるのだろう）

　彼女には、リュシアン自らもう何度も魔力を流し込んでいる。その状態で、ほかの魔力を入れればより激しい拒絶反応が出てもおかしくはない。

「止めなくては」

　リュシアンは急いで王宮に魔法郵便を送った。緊急性を認知してもらうために、何通も。時間が惜しくて、書き殴った。

　それからすぐに、王宮を目指して全速力で馬を走らせた。
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　宮廷医を呼びに行ってくれたルイーズは、すぐに戻ってきた。

「もうすぐですからね……」

　声をかけ、励ますようにアリスの手を握ってくれる。

　それからたくさんの足音がしたが、やってきた人物が誰であるかいちいち考えられるほど余裕はない。

「一つ下の階にリュシアンの寝室があるから、そこに運んでくれ」

　ただ誰かが発した「リュシアン」という名にだけ、アリスの思考は反応した。

（リュシアン……助けて……）

　最後の手紙にすぐ戻るとあったから、それだけが救いだ。彼さえ来てくれたら、きっとなんとかしてくれる。アリスはただ、リュシアンを求めていた。

「足の位置を高くして」

　医師なのか、誰かが指示を出していたが、それで苦しさが和らぐことはない。

　待っている時間は、とても長く感じられた。実際にはどれくらい時間が経ったのかわからない。

　バンと勢いよく扉が開かれる音がしたあと、リュシアンの顔がアリスのうつろな視界に入ってきた。アリスはそれまでどうにか保っていた意識を、安心で手放しそうになってしまった。

「アリス！」

　しかし、リュシアンがそれを許さない。

　突然、口の中いっぱいに血の味が広がった。

　リュシアンが自分で傷つけた指を、アリスの口の中に差し入れたのだ。

「飲め……、飲んでくれ、ゆっくりでいいから」

　一口、ごくりと飲み込むと、アリスの中でなにかが変わっていくのがわかった。

　リュシアンの魔力は、アリスにとって薬だ。

　はじめて彼から魔力を与えられたとき、極限まで飢えていたアリスだが、今もそれに近い状態だと自覚していた。

　きっとリュシアンは、深く指先を傷つけている。しっかりと血の味を感じるから、強く吸い出したら痛いだろう。わかっているのに、自分の意思ではもう止めることができなかった。

「んっ……ふぁっ……ん」

　吸い上げた彼の血を、二度、三度と繰り返し嚥下していくと、まず、喉のあたりの閉塞感が収まってくる。

「そうだ。……このまま飲み込みながら、鼻で息をして」

　リュシアンからの指示に頷くことができるほど、アリスは意識を回復させていた。

　それが彼にも伝わったのか、険しかったリュシアンの表情が和らいでいく。そうしてリュシアンは、周囲にいた人たちに視線を向けた。

「この部屋にいる者は、全員下がってくれ。……兄上、ありがとうございました。あとは私が対処しますので、お任せください」

「リュシアン、彼女は母上が預かっているお嬢さんだ。王宮で命を落とすようなことは絶対にあってはならない」

「わかっております」

　リュシアンが、ある人物に「兄上」と呼びかけたから、アリスはぎょっとした。リュシアンとよく似た金髪の髪を持つ人は、この国の王太子だ。彼のことは社交の場で何度か見たことがあるから、間違いない。

　それに、アリスを運ぶのに必要だったのか騎士が二人ほど、医師らしき人物が一人……当然ルイーズもいる。彼女は予期せぬ形で、魔力移譲の「別の方法」を知ることとなった。それだけでも十分驚いていそうだから、さらにもう一つあるなんてとても言えない。

　アリスは、尊き王子であるリュシアンにケガを負わせたあげく、彼の指を咥え込んでいる状態だ。……人前で晒していい行為ではなかった。一番気がかりなのは、リュシアンの兄である王太子がこの場にいるということ。

　我に返ったアリスは、リュシアンの腕を摑んで引き抜こうとした。だが倒れかけた女と健康な男には力の差があり、びくともしない。

「ほら、アリスが気にしているから、早く出ていってくれ。邪魔だ。アリスは特に兄上のことを嫌がっている」

　リュシアンは、おそらくアリスの心を読んで発言している。内容は間違っていないが、代弁してくれとは頼んでいないし、説明が足りていない。

　訂正や謝罪をしたくとも、彼の指を口に含んだままでは不可能だった。

　そこで一度、王太子と目が合う。

「まあ、確かにさっきより意識ははっきりしていそうだ。任せるからには、リュシアンがすべての責任を負うように」

　彼は呆れたように、そんなことを言い残して去っていった。

「ようやく静かになった。もう遠慮はいらない。まだ、足りていないだろう？　もう少し血の量を増やそう」

　リュシアンは、そこで一度指を引き抜いた。アリスにもっとたくさんの魔力を与えるつもりなのだろう。

　確かにまだ足りない。

　指を離された瞬間に、すぐに渇望が戻って息が乱れてしまう。でも……。

「殿下、それはやめてください。傷つけないで……」

　いつの間にか寝台の端に転がっていたナイフには、すでに血が付着している。放っておくと、リュシアンはもっと深い傷を作ってしまいそうだった。

　手を伸ばしてそれを止めようとしたが、その前に息苦しさを感じ自分の喉を押さえ込む。

「拒絶反応だ。私の魔力に慣れてきていたところに、また別のものが入り込んできたから。魔術院で預かっている者にも同じ現象が出た」

　その説明でアリスが理解したのは、自分は今、ただひたすらにリュシアンを求めているということだけだった。

「殿下、苦しいです……待てない、から」

　必死に訴えると、リュシアンはナイフで自分を傷つけるのをやめて、アリスに口づけをくれた。

（ああ……よかった）

　寝台の上で上半身を起こしたリュシアンが、アリスを膝の上に乗せてくれる。

　この場所がアリスはどうしようもなく好きで、彼にこうして魔力を与えてもらえることがなによりの幸福だった。

　積極的に流し込まれた唾液を飲み込むと苦しさは和らいでいくが、彼なしでは生きていけない自分が恐ろしくなる。

　こうして駆けつけてくれたとはいえ、リュシアンはアリスのものではないのだから。

（ほかの人にも、これをしたの……？）

　魔術院でアリスと同じ欠乏症を発症した者に、彼は口づけをしたのだろうか。ルイーズが新しい方法しか知らなかったから、リュシアンが魔術院では試さなかったことを願っていたが、緊急の場合は魔方陣を描いている余裕はないだろう。

　アリスが勝手に妄想を膨らませていると、リュシアンは一度、唇を離してきた。

　気持ちが伝わってしまっているのだ。みっともない嫉妬をするアリスに向かって、困惑した顔を浮かべている。

「新しい方法でしか魔力を与えていないし、私ではなく別の者が治療した。ちなみに男だ……。あなた以外の人とこんなことできない。……したくない」

　そう言って、リュシアンはもう一度アリスに口づけをしてくれた。

（よかった……）

　前回魔力を与えてもらったときから続いていた、もやもやとした気持ちが晴れていく。

　リュシアンが直接魔力を分け与える相手は、自分だけ。そのことがどうしようもなく嬉しい。

「アリス……あなたという人は、どうしてこうも素直なんだ。あなたにも、私の気持ちが伝わればいいのに」

　だったら言葉にしてくれたら……とアリスが願うと、リュシアンは口づけの合間に一方的に話しはじめた。

「遅くなってすまなかった」

　アリスが返事をする前に、また唇が重なる。

（それより、避けられたことが悲しかったんです……）

　リュシアンは、確実にアリスの心を読んでいた。

「それも悪かった。でもしかたなかったんだ」

（どうしてしかたないの？）

「あなたがいけない」

　たった一言で、アリスはじわりと涙を滲ます。

　彼が「いけない」と言ったのなら、きっとそのとおりなのだろう。

「違う。本当は全部私が悪い。あなたの魅力に抗えず、欲情してしまう私が悪いんだ。次は自制できないと、私は忠告した」

　リュシアンはアリスの身体を引き寄せて、ぎゅっと強く抱きしめてきた。身体が密着する。

（あっ……）

　これまでも近い距離にいたはずだが、アリスははじめて彼自身を認識することができた。服越しに触れ合えば、リュシアンの下半身に、熱く硬いものがある。

　男性は興奮すると、そこが勃ち上がることは知識として知っていた。これまでリュシアンがこんなにも興奮しているところを見たことがない。今、リュシアンはアリスと繫がりたいと思ってくれているのだ。

　実感した瞬間から、アリスはどこかおかしくなった。いつも以上の興奮に一人息を乱して、じわりと汗が滲んでくる。

「どれだけ苦労して隠していたか、あなたにはわからないだろう」

　アリスはとめどなく襲ってくる快楽への欲望に耐えながら、黙って頷いた。

　リュシアンの言っていることは正しい。でも不公平だ。

　アリスは口づけを交わすたびに興奮し、もっと触れ合いたいと願っていたが、その気持ちはリュシアンに伝わってしまっていたのだから。

　どうせ今だって、この淫らな気持ちを隠せていない。

　リュシアンはアリスにキスを与え続けながら、熱く硬いそれを隠さず押し当ててきた。熱に支配され、接触している場所から快楽を伴う痺れが発生し広がっていく。

　最初はリュシアンが押しつけていたはずなのに、気づけばアリスがいやらしく腰をくねらせて刺激を拾っていた。

　欲しくて、欲しくてどうしようもない。ドレスのスカートを払いのけて下着越しにリュシアンの昂りを自分の陰部に擦りつけ、アリスは一人で悦んでしまう。

「リュ……リュシアン……」

「なんだ？」

「私、すごく欲しいんです。もしかしたら、身体が求めているのかも……だめです。もうおかしくなる」

　快楽に取り憑かれつつある言い訳を、アリスは必死に紡いだ。こんな淫らな自分は知らない。なにか、求めてしまう理由があるのだと言いたかった。

　するとリュシアンは、アリスの身体を寝台に寝かせて腹に触れた。

「そうだ。きっとそういうことだ。あなたのここに、私の魔力を直接注ぎ込んでもいいだろうか？　……あなたとまぐわいたい」

　歓喜に震えながら、アリスはリュシアンに手を伸ばす。

「リュシアン……私を満たしてください。乱暴にしてもいいから」

　早く、早くとねだるように彼に口づけをする。

「口づけは、ずっと続けていたほうがよさそうだな」

　リュシアンは自分でそう言ったとおり唇を重ねながら、寝かせたアリスの背のあたりに指を入れてきた。

　背中とシーツの隙間を縫って、もぞもぞと指を這わせてくる。彼は手先が器用なはずだが、女性用のドレスの造りは理解していなかったようだ。

　アリスはじれったくなり、唇を離してリュシアンに背を向ける。脱がせてほしいという気持ちはどうせ伝わっているのだろうから、背を向けた理由の説明は不要だろう。

「背中が無防備だ」

　ドレスは昼用のものだから、それほどの露出はない。それなのにリュシアンはアリスにそんな指摘をしてくる。彼はわずかに露出している部分にキスをしながら、いくつもあるドレスの留め具を外していった。

　肩から袖が下ろされて、素肌が大きく晒される。背を向けているから確認できないけれど、彼の視線が気になってしまう。

「リュシアン……苦しいです」

　発作が収まっていないせいなのか、ただ興奮しすぎているからなのか、もうわからない。

「ああ、すまない。待ってくれ」

　リュシアンは、背中にあったコルセットの紐も解いてきた。

　宮廷で過ごす貴族令嬢として相応しい装いを心がけていたから、今日もアリスはそれなりにきつくコルセットを締め上げていた。その圧迫がなくなると、急に呼吸が楽になる。

「気が利かなかった、もっと早く脱がすべきだった。服が邪魔だ……あなたを裸にしてしまいたい」

　リュシアンはそこから躊躇せずアリスのドレスや下着をすべて脱がしてきた。そうして彼はアリスの裸体をまじまじと見つめながら、胸に唇を寄せてくる。

　そこになんの魅力があるのか、リュシアンはアリスの片方の胸の突起を迷いなく口に含んできた。じゅるっと、いやらしい音が響く。

「んっ、あぁっ……」

　予期せぬ強い刺激にアリスは嬌声を上げた。

「すまない、つい……」

　それが魅力的な甘い菓子でもあるかのように、彼は謝りながらもアリスの胸元に吸い寄せられていく。

　柔らかかった頂上の突起はリュシアンに触れられるたびに硬くなっていき、ころころとあめ玉のように口の中で転がされ、遊ばれてしまう。

「んあっ、ぁん……ひっ、んんっ」

　じんじんとして痛いくらいなのに、もっととねだりたくなる。

「よいのか？」

　口にせずとも伝わっているはずなのに、リュシアンはわざわざ声に出して確認してくる。彼の口元はほころんでいて、ちょっと意地悪にも感じた。

　それともリュシアンは、喜んでいるのか。

「ずるい……」

　アリスだけ裸で、こんなにも乱されて、とてもずるい。

「乱れているのはあなただけではないから、余裕がないんだ」

　言いながら、リュシアンは自身も生まれたままの姿になった。

　アリスも、彼の身体から目が離せない。

　どちらかと言えば細身だと思われる体型なのに、自然な筋肉がついていて男らしい。きゅっと逆三角形にしまったウエスト……それに割れた腹、腰回りの骨の出方も性差でこんなにも違うのだと知った。

「私、早くあなたと……もう、待てないの」

「たぶん、慣らさないとだめだ」

「でも、欲しいんです」

　経験がないのに、こうも求めてしまう自分が恥ずかしくもあるが、どうせ彼には隠せない。

「焦らないでくれ、アリス……傷つけたくないんだ。ほら、また苦しそうだ」

　リュシアンは上半身を起こすと、アリスを後ろ抱きにしてきた。

「口づけをしないと……」

　囁かれるとアリスも抗えず、首を捻ってリュシアンに向かって必死に舌を伸ばす。じわじわと魔力が流れ込んでくると、欠乏症による苦しさは和らいでいくが、乱れてしまう息が整うことはなかった。

「はぁっ……う、んっ……リュシアン、もっとください」

　リュシアンは欲しがるアリスと舌を絡ませながら、胸に触れてきた。アリスが両方の胸を揉まれ心地よさにうっとりしていると、指で先端を引っ張られ、刺激に背をのけぞらせる。

「ひっ、ああっん」

「だめだ、集中して……」

　唇を離せば、すかさずリュシアンから注意を受けた。

　集中はしている。アリスの思考は完全に彼の愛撫に占領されている。ただ情欲に溺れて息が苦しい。それでもアリスはちろちろと必死に舌を絡ませた。

「んっ、んっ……ああっ。優しく触れてください。でないと……ああっ」

　強い痺れが、胸の先から下腹部へと広がっていく。まだ触れられてもいない場所が疼いてしかたない。

（触ってほしい……ああ、考えたらだめなのに……）

　すぐに、アリスの気持ちに応えたリュシアンが片方の指先を下肢へと移動させる。

「あっ、あっ……」

「優しく触れるようにするから……足を広げてくれ」

　リュシアンが滑らせた指の感触から、アリスはすでにそこを潤ませていたことを自覚した。

　彼はアリスの秘裂を慎重に探りながら、蜜を絡ませ進入口を探り当ててくる。

　そうして構造を確認するように、ゆっくりと一本の指先を入り込ませてきた。

「んあっ……私……」

　ひくひくと蜜口が痙攣している。リュシアンの指の動きを感じ取ろうとしているのだ。

「痛くはないか？　ああ、あなたのここはまるで意思を持っているかのように、私の指を嬉しそうに吞み込んでくる」

「い、言わないで……」

　ここに鏡がなくてよかった。足を広げ、リュシアンに胸と陰部を弄られ乱れている姿は、どれだけ淫らでみっともないものだろう。

「アリス……とても綺麗だ」

　アリスの不安を消し去るように、リュシアンは耳元で囁やいてくる。それさえ甘い痺れとなってアリスを快楽に溺れさせる。

　固く閉じた隘路に、リュシアンが二本目の指を侵入させてきた。

　さっきより深い場所に指先が届き、より存在を大きく感じることができた。二本の指がアリスの膣壁を刺激してくる。腹の裏側を擦られるたびに、疼きが強くなった。

「ああ……もう、だめ……。もう、私……リュシアン、あなたが欲しいです」

「欲張りなあなたも、とてもかわいい」

　指を引き抜いたリュシアンは、アリスを仰向けに寝かせ自身の昂りを押し当ててきた。ぐっと、彼の熱く硬い陰茎がアリスの隘路の先へと入り込んでくる。

「あ、……すごい。ああっ、私……わたし」

　アリスはびくびくと膣壁を震わせながら、彼を迎え入れた。

「すまない、耐えてくれ」

　痛みは確かにある。それはどうにか耐えられそうだが、自分の中がリュシアンのものでいっぱいになって、壊れてしまうのではないかという不安に襲われる。

「かわいそうに……あなたの中はこんなに狭くて慎ましいというのに、私が暴いてしまった」

　アリスは声を発する余裕などなくなったが、それでも必死に首を横に振る。これは自分が望んだことを、リュシアンが叶えてくれているにすぎない。

「このまま、ゆっくりするから……」

　アリスは頷き、リュシアンの首に縋りついた。

　リュシアンが緩やかに腰を動かすと、アリスの中にある彼のものをしっかりと認識することができる。膣壁は彼の形を覚えるように、ぴったりと添ってきゅうきゅうと収縮していた。

「アリス……だめだ、そんなことをしたら」

　たまらないとばかりに、リュシアンが奥を攻めてくる。

（好きです。……ごめんなさい。好きです）

　こんな気持ち、身分不相応だとわかっている。

　優しい彼につけ込んでいることも。

　でも、どうしたって求めてしまうのだ。

　アリスは必死にしがみついて、彼が与えてくる痛みを伴った快楽に耐えた。

「私も、好きだ。なんてかわいらしいんだ。……ああ、もう手放せない」

　ぐっと、リュシアンがいっそう強く腰を押しつけてきた。

　直後、ドクドクとアリスの体内に熱い飛沫が放たれる。

「あっ、ああっ……」

　リュシアンの魔力が一気に注がれている。アリスの身体は悦び、経験したことのない高みへと登っていった。
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　発作の名残と情事の疲れからか、アリスは眠ってしまっていた。

　目が覚め上半身を起こし、部屋にある窓の景色を確認する。もうすっかり陽が落ちていたので、倒れてからかなりの時間が経っているのだとわかる。

　それにしても、リュシアンはどこに行ってしまったのか。彼がいないから、さっきの出来事は夢だったのかもしれないと不安になってくる。

　ここはリュシアンの寝室で、昼間着ていたドレスではなく男性のものらしき大きな寝間着を着ていた。

（これは……リュシアンのかしら？）

　思わず寝間着を嗅いでみる。彼からはよくウッディな香りがしていたが、今はそれが感じられない。鼻が慣れてしまったのかもしれない。

　動けるのなら、アリスは自分の部屋に戻るべきだろう。しかし困ったことに、脱いだドレスが見当たらないのだ。

　アリスは考えるのをやめて、もう一度寝台に横になった。しばらくすると、出入り口の扉のほうから足音が聞こえてくる。

　リュシアンが戻ってきたのだろうか？

　どんなふうに彼と顔を合わせればよいのかわからなくなり、アリスは寝たふりをした。

　扉が開く音がして、人が入ってきた気配を感じる。

　背を向けていたため、相手の顔は見えない。でも、部屋に入ってきてからなるべく足音を消そうとする気遣いと、すぐに寝台に上ってきた大胆さから間違いなくリュシアンだと思えた。

「アリス……」

　彼の声が聞こえた。小さく名を呼び頰に触れてきたリュシアンはそのまま横になり、アリスのこめかみに軽くキスをしてから抱きしめてくる。

「おやすみ……」

　後ろから回ってきたリュシアンの腕に閉じ込められ、身動きがとれない。黙っていたら、このまま朝を迎えてしまいそうなので、アリスはトントンと軽く彼の腕を叩いてみた。

「起きたのか？」

「はい……今、起きました」

「起こしてしまって悪かった」

　リュシアンに謝罪され、アリスは目覚めたばかりを装ったことを申し訳なく思う。

「痛いところはないか？」

　そうやって丁重に扱われると、落ち着かない。痛いところはあると言えばある。でも口にしたらリュシアンが気にするとわかっていたので、アリスは「大丈夫です」と答えた。

　もう心の声は聞こえていないのか、リュシアンはその返事を聞いてからほっとしたように吐息を吐き出した。

「そうか、よかった。侍女を呼んだほうがいいだろうか？」

「絶対に、呼ばないでください」

　そんなことをしたら、きっとオリアーナ王妃に知られて大事になるだろう。

「では少し、話をしてもいいだろうか？」

　言いながら、リュシアンはアリスのお腹のあたりを撫でてきた。話をするのに、なぜお腹に触れるのかわからない。さっきリュシアンがそこに精を放ったのだと思うと、落ち着かない気持ちにさせられる。

　勝手に頰を熱くしていたアリスだが、彼の行動には意味があったようだ。

「わずかに感じるんだ。このあたりからあなたの魔力を……たぶん、基本的な循環が起こりはじめている」

「え……？　それは魔力欠乏症が治ったということですか？」

「ああ、おそらく。私があなたの魔力的な機能に大きく干渉し、造り替えてしまったのかもしれない。今、あなたの魔力は私と同じ性質を持っている」

　確かに、身体を重ねる前から予感がしていた。これから起こることは必然で、自分が求めていることなのだと。最も効果のある直接的な方法が、魔力が込められた彼の精を受け入れることだったのだ。

「殿下が私を造り替えたのなら、これから私はどうなるのですか？」

「突然魔法が使えるようになったりはしないだろう。今までどおり……いや、以前のような健康体に戻れるはずだ。変わったことといえば……私があなたを見つけやすくなったことくらいか」

「それは嬉しいです……」

　リュシアンの唇がうなじに当たっていてくすぐったい。彼の手の位置、それにぬくもりを強く意識してしまう。

「この七日間のことを話したい」

　そう言われても、アリスはきちんと話ができる状態ではない。せめて彼の顔を見て聞こうと、寝台の中でくるりと身体の向きを変えた。

「お願いします」

　寝そべったままではあるが、なるべく距離を空けるようにした。

　でも目が合うと、それだけでドキドキしてしまう。リュシアンの眼差しが今日はとびきり優しく感じられた。

　彼はアリスの動揺など気にせず、話をはじめる。

「今回魔力欠乏症になった者は二人で、それぞれ赤い宝石を一時期、所持していたことを確認した。品物は確保してある。発症者は男で、治療は実験と練習を兼ねて後輩魔術師にあたらせた。数日間、うまくいっていたから問題ないと判断したんだ。それであなたに……」

「そのことはもういいです。私を避けた理由も。今はわかっているつもりです」

　リュシアンは、否応なく発生する雰囲気に流されて、アリスと一線を越えてしまうことを警戒していた。すべてアリスのためにしてくれていたのだ。

「今日、魔法治療の担当を変更したんだ。すると一人に軽い拒絶反応が出た。すぐに収まったが、私の魔力に慣れすぎているあなただったら、どうなるか……考えたら震えたよ」

「殿下……」

「リュシアンと呼んでくれ」

「リュ……リュシアン様」

「いやあなたは心の中で、そうは呼んでなかったはずだ」

「リュシアン……。あの、この件は私の元婚約者がかかわっているのでしょうか？」

　魔術院に行っているあいだに送られてきた手紙で、リュシアンは赤い宝石の指輪について気にしていた。その指輪の送り主は、マチアスだ。

　手紙をもらった時点でそうであろうと気づいてはいたが、どこか現実を拒否したい気持ちがあり確認してしまう。

「……ああ、私はそう推測し、きちんと調べを進めている。役人たちはそれぞれ別の部署ではあるが、新しい貿易に携わっていた。協定に乗っかり利権を獲得しようとしていたジスカール商会とは、対立関係にあったと言っていい」

　もうすべてが繫がっているのだ。アリスは愚かなマチアスのことを考えた。

「マチアスとは、最近はあまりよい関係ではありませんでした。でも、子どもの頃は一緒に遊んで……それなりに仲がよかったのです。それなのに私は彼に『死んでほしい』『死んでもかまわない』と、そう思われていたのですね……」

　婚約者の裏切りそのものより、身近にいた人にそこまで憎悪されていたという事実が恐怖となって、アリスの身体を冷やしてくる。

　最後に街で会ったとき、彼は体調のよくなったアリスを見て不快そうにしていた。

　死ぬはずだった者が、出歩いていたことに苛立ったということか……？

　アリスが込み上げてくるものを堪えていると、リュシアンの手が伸びてきた。頭を撫でて慰めてくれるつもりらしい。

「優しくしないでください」

　でないと、泣いてしまうから。

　アリスはそうなる前に、リュシアンの手をとってぎゅっと握りしめる。

「記憶を操作できる魔法を作ることができたら、私はあなたの頭の中からマチアス・ド・ジスカールなる者を消去し、同時にこの世からも抹殺するだろう」

　たぶんこれは慰めるための冗談だ。そう判断し、アリスは無理に笑ってみせた。

「しかし制裁の準備は着々と進んでいるから、安心してくれ」

　今度はリュシアンが笑っていた。

　国で一番の魔術師の不敵な笑みはとても頼もしく、愚かな者にとっては怖いものとなるだろう。




第六章




　舞踏会の日がやってきた。

　ここ数日のアリスは見せかけだけの健康ではなく、体内から湧き上がってくるような確かな活力を取り戻していた。完全に回復するだろうというリュシアンの見立てに加え、宮廷医にも診てもらい、医学的な見地からも急速に健康を取り戻しているとされた。

　血色もぐっとよくなり、侍女に丁寧な化粧を施してもらうと元に戻ったというより生まれ変わった気分になる。

　今、リュシアンは魔力欠乏症の発生理由を突き止めることに忙しく、片づいてからのことはまだ話し合えてはいない。それでもアリスはなにも悲観していなかった。

　一度の悲惨な破談を経験してから、「結婚」だけに囚われることは愚かだと気づかされたからだ。

　結婚したくないリュシアンに多くを求める気はない。もちろん人嫌いの彼に、舞踏会に出てほしいと、もう一度頼むことなどしなかった。ただ良好な関係であればそれだけで十分だ。

　支度部屋で装いを調えたアリスは、姿見を前にくるりと身体を一周回してみせる。

　シフォンが幾重にも重ねられた薄桃色のドレスは、この日のためにオリアーナがわざわざ用意してくれたものだ。

　着飾るのは嫌いではない。うきうきと心が湧き立ってくる。

「とてもお綺麗です」

　身支度を手伝ってくれた侍女がそうやって褒めてくれるから、嬉しくなって何度も頷いた。

　三か月前に宮廷舞踏会に参加したときとは大違いだ。

（そうよ、自信を持たなくては）

　これは、かつての婚約者であったマチアスへのささやかな復讐の場だ。

　公衆の面前で結婚相手として相応しくないとまで言ってのけた彼に、元気な姿を見せつける。そうすればマチアスに、間違った判断をしたと知らしめることができる。

　今夜のパートナーは、ファーロウ伯爵家の長子でアリスの従兄メルヴィンだ。彼はきっともう王宮にやってきているはずだから、侍女に支度が終わったことを知らせに行ってもらった。

　しばらくして、扉がノックされる。アリスは当然、メルヴィンが来たものだと思っていたが……。

「どうぞ」

　返事をすると、ゆっくりと扉が開かれて来訪者の姿が見えてくる。アリスは驚いて目を丸くした。そこに立っていたのは、今日は参加しないはずの人だったのだ。

「リュシアン……そのお姿は？」

　アリスはこれまで、ローブを羽織っている姿か軽装姿のリュシアンしか見たことがなかった。

　今日の彼は王子として完璧すぎる装いで、ほれぼれするほど素敵だ。

　リュシアンは無言で部屋の中まで入ってくると、一つ咳払いをして言った。

「あなたの従兄だが、急用ができたそうだ。急遽私が……」

　言いかけて、途中で言葉を止める。そして、彼は本当の理由を言い直した。

「噓だ。どうしても代ってほしいと私が願い出た。あなたの従兄は快諾してくれたよ。とてもいい青年だ」

　リュシアンが手を差し出してくる。

　アリスはその手をとることをためらわなかった。

「……嬉しいです。とても」

　今日という日にリュシアンが隣にいてくれるのなら、これほど心強いことはない。

　アリスは立ち上がり、リュシアンと腕を組んで大広間へ向かった。

　もともとメルヴィンと一緒に参加するはずが、突然王族のパートナーとなってしまった。

　その場合、ただの招待客とは作法が違ってくる。

　アリスはリュシアンのパートナーとして、大広間に入室する際、名前を呼び上げられるのだ。

「緊張します……」

　事前に心の準備ができていなかったアリスは、待っている時間に素直にそう口にした。

「大丈夫だ。私がいるから」

　そう言ってくれたリュシアンのほうがよほど緊張していそうだったので、アリスは思わず心配の声をかける。

「殿下。ご無理をなさっていませんか？」

　彼は舞踏会に出たくなかったはず。アリスのために参加を決めてくれたことに感激してしまうが、彼の負担にはなりたくない。

　まだ広間の扉は二人のために開けられていない。今なら引き返せる。

「やっぱり戻りましょう？」

　アリスが組んでいた腕を軽く後方に引っ張ると、彼は首を横に振った。

「私は以前、こういった場所で予期せぬ悪意が降りかかってきたときに、魔力を暴走させてしまったんだ。巻き添えで大切な人に傷まで負わせた。一生残るものだ。だから人が多いところを避けてきた」

　これが、リュシアンとオリアーナのあいだにある溝なのだと、すぐにわかった。

　リュシアンのためらいは、大切な人を傷つけてしまったという後悔からくるものなのだ。

「それなのに、私のために無理をしてくださっているのですね」

「いいや。自分のためだ」

　リュシアンはきっぱりと言った。

「アリス……。あなたは今夜、彼らに思い知らせなければならない」

「はい。私は病を経て図太くなったようで、実は楽しみにしております」

「私は魔力の暴走に怯える自分を蹴散らす。あなたは最低な婚約者を蹴散らす。そうして……過去と決別するんだ」

「はい。二人で一緒に……」

　二人なら怖くないだろうと、アリスは彼の腕に添えていただけの手をぎゅっとしっかり握りしめた。

「しばらくしたら楽しい余興がはじまる。それが終わったら庭に行かないか？　私たちが出会った庭に。とても大切な話があるんだ」

「リュシアン、それは……」

　勘違いだったらどうしよう。期待なんてしてはいけないし、自分は彼との関係を割り切って考えられると思っていた。

　でももし、大切な話がアリスの想像と異なっていたら、きっと立ち直れない。

「さあ、行こう」

　リュシアンに導かれ、アリスは一歩前に踏み出す。

「リュシアン殿下、並びにアズナベル子爵令嬢のご入室です」

　侍従の宣言に、会場はどよめいていた。

　公の場にほとんど姿を見せないリュシアンと、健康に問題ありと言われ婚約破棄されて以来、社交界から距離を置いていたアリスの組み合わせでは無理もない。

　二人に親交があることは、それぞれの家族と口の固い侍従や女官しか知らなかったのだから余計に。

「皆さん驚かれているようです」

「今日に限っては、そう悪くない気分だ。むしろ驚いてもらわなければ困る」

　リュシアンは満足そうに言った。

　彼は社交の場に慣れていないとはいえ、生まれながらの王族だ。立っているだけで華があり、堂々とした威厳がある。

　見惚れてしまうのはアリスだけではない。近くにいた多くの令嬢たちが彼を見て頰を染めていた。

　ついこの前までのアリスと一緒で、顔も知らない者が多かっただろう。いろいろな噂のある第二王子がこんなに素敵な人だとわかったら、興味を持つのは当然のことだ。

「アリス様、お会いしたかった！　とっても心配していたのですよ。ああ、よかった」

　最初に声をかけてきたのは、見舞いに来てはくれない程度の知り合いだ。

　自分から身分の高いリュシアンに話しかけることはできないから、アリスとの交流を利用したのだろう。

　打算が見え隠れしていたが、アリスもいきなり冷たくすることはできないので、最低限の挨拶と紹介をした。

「高名な魔術師であり尊き王子殿下にお会いできて光栄です。アリス様と殿下が親しい間柄だとは存じ上げませんでしたわ」

　令嬢の探るような視線に、アリスは苦笑いする。

「レディ・アズナベルの病は、魔力に関するものだった。偶然それに気づいて、以来親交がある」

　リュシアンが簡潔に経緯を説明してくれたので、アリスもそれに同調した。

「殿下は私の命の恩人です。今夜は私の快気祝いとして、こうしてエスコートを引き受けてくださいました」

「まあ！　そうでしたの。命の恩人なんて……素敵なお話ですわ！」

　この会話に聞き耳を立てていた令嬢たちが次々と話しかけてきて、二人の周りには色とりどりのドレスが並ぶ輪ができ上がった。

　実はオスニエル王太子は、他国から妃を迎えることが決まっている。だから独身の令嬢の中でこれまで曖昧な存在だったリュシアンが、この瞬間に最良の夫候補となったのだ。

　彼女たちが気にしているのは、リュシアンとアリスがこの先、今以上の関係になるのかどうかだった。しかしリュシアンがたまに冷たい視線を向けて追及を許さなかった。

　基本的にリュシアンは、自分から会話の花を咲かせていく性分ではない。

　しばらくするととっつきにくい性格が出てきてしまい、これ以上リュシアンと親しくなれそうにないと判断した令嬢たちは一人、また一人と輪の中から離れていく。

　最後まで残っていた令嬢も去ったあと、リュシアンはアリスに内緒話をするように耳元で小さく囁いた。

「……窓際にいる茶色い髪の男が例の者か？　ずっとあなたのことを気にしているようだ」

　一瞬目配せをした先にいたのは、マチアスとクレアだ。

「そうです。そして隣にいるのは彼の婚約者です」

「おそらく私がいると近づいてこれないだろう。一瞬だけ離れるから、言いたいことを今のうちに言っておくといい」

「はい。リュシアンを利用してしまって申し訳ないですが、悔しがる彼の顔をじっくり見ておこうと思います」

「悔しがる顔をさせるのはよいが、あまり見つめないように。……目が腐る」

　高潔なリュシアンは、マチアスヘの嫌悪を隠さない。アリスが苦笑いをしながら「そうします」と言うと、彼は先に入室していたオスニエル王太子に話しかける素振りで離れていく。

　すると予想どおり、マチアスとクレアの二人が、すかさずアリスに近寄ってきた。

「レディ・アズナベル。ごきげんよう」

「ごきげんよう、レディ・レッドメイン。それにジスカール男爵」

　クレアは相変わらず自信に満ち溢れた顔をしていて、とても積極的だ。

「いつの間に、リュシアン殿下とお近づきになりましたの？　本当に驚きました！」

「殿下とはじめてお会いしたのは、三か月前のあの舞踏会でした。偶然の出来事でしたが、以来なにかと気にかけてくださいます。指輪を外してから、よいことばかりですね」

　チラリとマチアスのほうへ視線を動かすと、彼はカッと怒りで顔を赤くしている。

「それは私への嫌味か？」

「いいえ。嫌味で済めばよかったのですが、そうではないことはお二人ともわかっているのでしょう？」

　アリスは持っていた扇を広げて、わざとらしく挑発するような態度をとってみせる。

　マチアスは、アリスのほうが自分より家柄がよいことをずっと気にしていた。最近では「君の態度が鼻につく」と、直接言ってくることもあったくらいだ。婚約していたときはアリスが折れて、相手をこれ以上怒らせないように気を遣っていた。しかしもうそんな必要はないから遠慮はしない。

「ジスカール男爵はまさか、私が運よく回復したとでも思っているのですか？」

　怒りをため込んで赤くなっていたマチアスの顔が、今度はわかりやすく青に変わっていく。彼の横にいたクレアも、思い当たることがあるのか気まずそうにアリスから視線を逸らす。

「アリス……あなたはなにか知っているのか……？」

「ジスカール男爵、呼び方に気をつけてください」

「呼び方なんて、そんなことどうだっていい。確かに婚約は解消したが、私たちは幼なじみじゃないか」

「その幼なじみに、あなたはなにをしたの？　答えるべきは私ではなくあなたでしょう」

　こちらがどこまで把握しているのか詳しい情報を与えないようにすべきだと考え、アリスは慎重に問い詰めた。

　マチアスからの返答を待っているのに、彼はうつむいて完全に口を閉ざしてしまい、代わりにクレアが介入してくる。

「レディ・アズナベル……もしかしたらなにか誤解をなさっているのかしら？　私は気にしませんから、二人でよくお話になったほうがよろしいでしょう。でもここはもめごとには相応しくありません。別室に移動しましょうか？　ねぇ、それがいいですわ！」

「レディ・レッドメイン。私がなにを誤解しているというのですか？」

「そ、それは……よくわかりませんけれど、とにかくマチアスが困っているでしょう？」

「残念ですが、私には後ろめたいことはありませんから、ご遠慮いたします」

　アリスが断ると、クレアはわなわなと唇を震わせはじめる。

　そうしてマチアスは……。

「アリス……私は知らなかったんだ、まさか──」

　彼は必死な様子でアリスの腕を摑んできた。振り払おうとしたが、男性の力には適わない。しかし頃合いを見計らって戻ってきたリュシアンが、すぐに止めに入ってくれた。

「今すぐ手を離せ、ジスカール男爵。身の程をわきまえるといい。そなたはもう、アリスに気軽に話しかけてはならない立場だし、触れるなど言語道断だ。これは、彼女が私のパートナーだとわかっての所業か？」

「申し訳ありません殿下。どうぞお許しを」

　とっくに注目が集まっていたが、人々が気にしていたのはマチアスの謝罪ではなく、リュシアンがアリスのことをはっきり名前で呼んだことのほうだったのかも知れない。

　ざわめきが収まらない中、それをかき消すように大広間にはファンファーレが響いてきた。

　国王夫妻が姿を見せたのだ。

　会場にいる者全員が、国で最も高貴な二人を迎えるために礼をとる。作法にのっとった出迎えが終わると、リュシアンはマチアスに向かって不敵な笑みを向けた。

「ジスカール男爵。今夜は確か表彰を受ける者の一人だったはず。そろそろ準備をしたほうがいいだろう」

「は、はい」

「そなたたちのために、贈り物を用意した。楽しみにしておいてくれ」

「な、なんでしょう……それは」

　マチアスは自分にとってよい贈り物ではないと察したようで、警戒する気持ちが隠せていない。

　リュシアンがなにを用意したのか、これはアリスも知らないことだ。

（魔法を使ったなにかかしら？）

　たとえば、真実を喋りたくなる薬とか？

　都合のよいように想像してみたが、そもそも魔法は使い手を離れると力を失ってしまう性質があったはずだから難しいかもしれない。

　マチアスとクレアは迎えにきた案内役に連れられて、表彰者が待機する場所へ移動していった。

　会場には国王の声が響く。

「今宵は我が国の経済発展を、皆で祝おうではないか」

　そうしてはじまった舞踏会は乾杯や挨拶など予定どおりに進行していき、いよいよ貿易の発展に取り組んだ功労者のための表彰式に移っていった。

　それぞれの分野に分けられ表彰されていく。

　マチアスとレッドメイン子爵が呼ばれたのは、最後だった。

「危険と言われていた航路を行き来できる大型船を造ることを提案したのはレッドメイン子爵、出資したのはジスカール男爵だ。……両家の当主はこちらへ」

　国王自ら紹介し、観客は盛大に拍手をする。

　誇らしげなレッドメイン子爵とは対照的に、マチアスは落ち着きなく挙動が不審だ。

「陛下の御前では緊張なさるのも無理ないけれど……」

「やはり成り上がり者ね」

　マチアスの態度に対しての、厳しい評価が聞こえてくる。

　リュシアンの贈り物を警戒していることが、挙動がおかしくなった原因だろうか？　アリスは「おどされているからです」なんて、庇ってあげはしなかった。

　国王の言葉は続いている。

「危険な航路の開拓に尽力してくれた二人には礼を言おう。そなたらには王室の後ろ盾があるということを示しておきたい」

　そこで控えていた二人の侍従が動き、ジュエリートレーを運んでくる。二人への褒美の品だ。

　ふと隣にいたリュシアンを見上げると、彼の口角が上がっていた。そして、視線に気づいたリュシアンが、アリスに囁いてくる。

「アリス……優しいあなたは、私がすることが厳しすぎると思うかもしれない。だが、あの夜の偶然の出会いがなければ、原因不明の病という診断のまま死んでいたことを忘れないでほしい」

「……はい」

　彼の口ぶりから、マチアスには強い罰が与えられるのだとわかった。

「レッドメイン子爵は？」

「彼も共犯だろう。贈り物を見て、顔色を変えたら知っていたということだ」

　ジュエリートレーの上に載せられていたのは、徽章きしょうらしき飾りだった。

　細かな意匠までは見えなかったが、ルビーのような赤い宝石が嵌められていることがわかった。

（あっ……まさか！）

　アリスはうっかり開いてしまった口元を手で覆う。

　それは魔術院に運ばれた二人からリュシアンが回収したという、魔力欠乏症の原因と思わしき宝石に見えた。

　アリスは確認のため隣にいるリュシアンに視線を向ける。

「あれはレプリカの石だ。本物は私が管理している。……だが、あの反応が証拠だな」

　身につけていると、徐々に魔力を奪われる石。……だとマチアスはきっと思っている。

　レッドメイン子爵も、すでに顔色が真っ青になっている。

　この表彰は彼らの貢献を祝うものではなくただのお仕置きのはずだが、国王はまるでなにも知らないかのように堂々と続けていた。

「貿易にかかわっていく代表者の証だ。公の場では必ずこれを身につけるように。よいな？」

「は、はい。ありがたき幸せにございます」

　受け取るマチアスの手は、遠目からでもわかるほどに震えている。赤い宝石を身につけるとどうなるか、よく知っているだろうから。レッドメイン子爵に至っては、受け取るべき手すら伸ばせていない。

「子爵、どうした？　なにか不満があるのか」

「いえ、ありがたく……」

　しかしどうにか伸ばしはじめた手は、徽章に届くことはなかった。

　レッドメイン子爵は、それを受け取る前にその場で卒倒してしまったのだ。

　会場にいるほとんどの者は、あの徽章の意味を知らない。レッドメイン子爵は外に運び出されすぐに意識を取り戻したという情報が皆に伝えられると、混乱は収まり何事もなかったかのようにダンスの時間に移っていく。

　アリスが気になったのは、国王と王妃がなぜだか自分のほうにやたらと視線を向けてくることだ。

　二人とも微笑んでくれているので、お礼の意味を込めてさりげなくお辞儀をする。

「彼らに罪があるのなら、正しい手順で裁かれるだろう。今のはただの嫌がらせだ。父上も母上もアリスのためならばと、喜んで協力してくれた。母はあなたのことをとても好ましく思っているようだ」

「恐れ多いことです……」

　オリアーナがアリスのことを気にかけてくれるのは、リュシアンへの想いと関係している。今夜、リュシアンが舞踏会に参加してくれたから、結果的には王妃の願いも叶った。

　アリスがなにか努力したわけではないから心苦しいものがあるが、嫌われるよりはずっといい。……好きな人の母親ならば。

「私はレプリカの石で徽章を制作するために、昨日は二時間しか寝ていない」

「それはとてもお疲れでしょう」

「それだけなのか？」

　リュシアンが、なにかを期待するような眼差しをアリスに向けてくる。

（……褒めたらいいのかしら？）

　望んでいることがなんなのかはっきりわからずにいると、彼は腰をかがめて姿勢を低くしてきた。

　アリスはその仕草に釣られて、なんとなくこうすればよいのかと手を伸ばして彼の頭を撫でてみる。リュシアンの金色の髪はサラサラで触り心地がいい。

「違う。私はキスが欲しかった。頰でもいいのだが……」

「で、でも……そんなことをここでしたら、よからぬ噂が広まってしまいます」

「それならもう手遅れだろう。キスでなくとも、私の頭に触れることが許される人なのだと大勢の者に伝わってしまったから。それに、よからぬ噂にはならない」

「リュシアン……」

「では、そろそろ庭へ行こうか？」

　リュシアンがまっすぐに手を差し出してきたから、アリスは頰を熱くした。

（どうか、どうか……、勘違いではありませんように）

　大切な話があると言われてから、そればかりを願っている。

　拒絶反応を起こしたあとの出来事は、どうしても必要なものだったとアリスは考えている。自分たちは確かに一線を越えてしまったかもしれないが、リュシアンに責任はない。

　それにあの時点でのアリスは、妊娠できるような状態ではなかったから、そういう意味での心配もしていない。

　ただアリスが一番に願っているのは、彼も自分と同じ気持ちでいてくれたらということ。

「さすがに、二人で一緒に出ていくのはまずいかと……。私、お化粧室に立ち寄ってから向かいます」

　アリスは先に大広間から出て、一度化粧室に向かう。そこにある鏡で自分の姿がおかしくないことを確認したあと、近くの扉から庭園に下りた。

　リュシアンが管理しているのは庭園の一角で、そこまでは少し距離がある。

　はやる気持ちを抑えながら、アリスはその場所へ向かって歩き出した。しかし……。

「アリス、待ってくれ」

　背後から呼び止めてきたのがマチアスであることは、振り返らずとも声でわかった。彼もレッドメイン子爵と共に退場したのかと思っていたが、残っていたらしい。

　立ち止まる理由はないから、気づかないふりをしてそのまま歩き続ける。これからリュシアンとの時間を過ごすのだ。邪魔をされたくない。

　なのにマチアスはずっとアリスのあとをついてきていた。

「話を。すべて誤解なんだ。私はそそのかされただけで、レッドメイン子爵が……待ってくれ！」

　必死な様子で追いかけてきたマチアスが、ついに追い抜いて進路を阻んでくる。

「お願いだ！　頼むから聞いてくれ。少しだけ……ほんの少し話を」

「嫌です！　私はもう、あなたと二人きりでは話しません。用があるならせめて父を通してください」

　アリスはマチアスの脇をくぐり抜け、先に進もうとした。しかし、距離が近づいた一瞬で腕を捉えられてしまう。

「待てと、言っているだろう！」

　マチアスは冷静ではないようだ。ぎょろっと視線を向けてアリスを睨む。彼はアリスが自分の言うことを聞くものだと思い込んでいるのだろう。それが不愉快で、アリスは必死に抵抗した。

「やめて！　離して！」

　渾身の力を込めて彼の手を振り払う。しかし暴れたアリスを押さえ込もうとしたのか、マチアスが摑みかかってきた。アリスの片方の手首に、彼の爪が食い込む。

「痛いっ」

「だったらおとなしくしろ」

　そしてマチアスは、もう片方の手でアリスのドレスの胸元を引っ張った。

　ビリッと布が避ける音が聞こえる。

　アリスの着ていたドレスが、破れてしまったのだ。

「なんてことを……」

　避けたのは、前身頃を縫い繫いでいた部分だ。襟ぐりを飾っていたビジューも切れて、地面に散らばっていく。

（どうしよう……）

　これでは、オリアーナ王妃からもらったドレスが台無しだ。それだけではなく、自分がとてもまずい状況に置かれているのだとアリスは理解した。

　腕や肩のあたりがはだけて、肌と下着が露出してしまっている。

　幸い近くに人はいないが、大声を出して助けを呼ぼうものなら、取り返しのつかない醜聞となるだろう。

「これは……違うんだ」

　マチアスもこの状況に一瞬我に返ったのか、そこで摑んでいた手を離してくる。その直後のことだった。

「え……？」

　強い風が吹いたと思ったら、目の前にいたマチアスの身体が瞬きをしているあいだに十歩ほど先の距離まで吹き飛んだ。

「ぐあぁっっ！」

　うめき声が聞こえる。彼は痛みで足をばたつかせ苦しんでいた。庭園の遊歩道には石畳が敷かれていて、そこに叩きつけられてしまったのだ。

「マ……マチアス！」

　アリスは動揺し、彼に駆け寄ろうとした。が、それより先に彼のもとに辿り着いた人がいた。リュシアンだ。

「貴様は阿呆なのか？　わきまえろと、忠告したはずだ」

　リュシアンがこれまで聞いたことのない、低い声で怒りを露わにする。倒れたマチアスを無理矢理起こし、もう一度吹き飛ばした。

　マチアスは白い上着を着ていたが、その肩から腹の部分に刃物で切られたような大きな裂け目ができて、じわりと血が滲み出している。

「アリスになにをした？　すでに罪を犯している身でありながら……」

　リュシアンに問いかけられても、マチアスは返事ができない。ただ、苦しそうなうめき声が聞こえてくるだけだ。

　アリスは今、リュシアンの魔法の負の部分をはじめて目の当たりにしている。

　争いにもならない、圧倒的な力の差があるのに、それでもリュシアンはさらにマチアスを追い詰めようともう一度向かっていった。

　リュシアンがキラキラとした光を纏っている。まだ、魔法を使うつもりなのだ。いつもはただ綺麗なだけの光が、今ばかりは人の力を越えた恐ろしいものだと思えた。

　このままではマチアスが死んで、彼が人殺しになってしまう。そうしたら、正気に戻ったリュシアンは酷く後悔する。それだけはまずい。

　アリスはこのとき、一つ約束を破っていた。

『私の近くに来る場合、先に声をかけてあなたの存在を私に知らせてほしい。突然触れないでほしい』

　それが一番大切な決まりごとだと、研究室を最初に訪ねた日に彼は言った。それなのに、アリスは必死になるあまり、約束を忘れ間違いを犯した。

　リュシアンを止めようと近づいた瞬間、鋭いなにかが頰を通りすぎていく。

「あっ……」

　軽く痛みを感じたが、アリスはそれよりリュシアンを優先して彼の腕を摑んだ。

「リュシアン……もう、やめてください。私は大丈夫ですから」

「アリス……」

「お願いです。リュシアン」

　光がすっと消えていく。リュシアンが溢れる魔力を鎮めてくれたのだ。

　マチアスは倒れたままだ。意識さえ失ってしまったのか、完全に沈黙していた。ただ、胸が上下していて息をしているから安心した。マチアスの服を染める出血も、広がってはいない。

　問題はむしろ……。

「アリス……ケガを？」

　リュシアンは指先を震わせながらアリスの頰に触れようとしたが、直前でその手を引っ込めてしまう。

　それほど酷いものかと、自分の手で痛みを感じるあたりに触れてみる。確かに出血はしていた。ヒリヒリして痛いが、傷自体は深いものではなさそうだ。

「たいしたことではありません。驚かせてごめんなさい」

「なぜ、あなたが謝る？　私が……なんてことだ」

　夜の庭園にはいくつものあかりが灯されていたが、出ている月は細く薄暗い。そんな中でもわかってしまった。

　リュシアンの顔が青ざめていっている様子が。

「私が約束を破って、不用意に近づいたせいです。リュシアンは悪くない。あの、上着を貸していただけますか？」

　収拾を図るため動こうにも、ドレスが破れてしまってできないのだ。

　リュシアンはすぐに上着を脱いでアリスにかけてくれたが、二人が接触したのはそれっきり。

　事を荒立てないように内密に人を呼び、倒れたマチアスを運び、アリスは自分のケガの手当をしてもらった。そのあいだリュシアンはずっとアリスの傷を心配してくれてはいたが、明らかに様子がおかしかった。

　思い詰めたような表情で、意識して近づきすぎないよう、触れないようにしているようだった。




　今夜は二人にとって、特別なものになると思っていた。

　でも、リュシアンとアリスがあの庭に足を運ぶことはなかった。




第七章




　リュシアンの魔力が飛び抜けていることを最初に気づいたのは、母であるオリアーナだった。

　乳児期にリュシアンが大泣きするとぬいぐるみやおもちゃが一瞬動くことがあり、これはただごとではないと認識していった。

「リュシアン、ものを飛ばしてはいけないわ。……そう、いい子ね、あなたはとても賢いわ」

　オリアーナは、リュシアンが言葉を発しない時期から根気強く言い聞かせた。

　三歳で魔力判定を受け、魔術院から「特別な存在」と告げられても、それは変わらなかった。

「この子には、魔法よりも先に学ぶべき大切なことがたくさんあります」

　オリアーナの意志は固く、人としての成長過程を優先し、魔力については高めるのではなく制御する方法を中心に学ばせていた。

　事件が起こったのは、六歳の誕生日を少し過ぎた日のこと。

　その日王宮で開かれていたのはガーデンパーティで、子育てをしている夫人たちの意見交換会にもなっていた。

　子どもたちの同伴が許されたのは、リュシアンが家族以外の人とも接する機会を作る目的もあったのだろう。

　だが、リュシアンはそれが苦手だった。

　魔力制御のために先回りして学ばねばならないことが多かったせいで、大人びた部分があったためだ。

　もちろんオリアーナもわかっていて、その日招待されたのはリュシアンより年齢が上の子息たちが中心となっていた。……が、これが逆効果となってしまう。

　よくも悪くも身分差の認識が希薄な子どもにとって、リュシアンはただの気に食わない生意気な年下にしかなりえなかったのだ。

　無理だと判断したリュシアンは、ほかの子どもたちの遊びには参加せず、木陰でひっそりと一人本を読んでいた。

　するとどこかから「みゃー、みゃー」という猫の鳴き声と、子どもたちの騒がしい声が聞こえはじめる。

「もう、うるさいなぁ……」

　リュシアンは最初、それを騒音として認識した。ただ静かにしてほしい、騒ぐならもっと遠くでやってくれと思ったのだ。

　でも、わざわざ注意しにいくほどの気力はなく、諦めて自分がほかの場所へ移動しようとした。

「みゃっーーー！」

　立ち上がり、歩みはじめたときに聞こえてきたのは、猫の嫌な鳴き声だった。

（面倒だな……）

　そう思いつつ、その鳴き声が助けを呼ぶ悲鳴のように感じ、無視することができなかった。

　リュシアンはしかたなく声のするほうに向かう。

　予想はできていたが、庭に迷い込んだらしい白い猫が子どもたちに囲まれているところだった。複数人に逃げ道を塞がれて脅かされている。猫が毛を逆立てる様子に、子どもたちは笑っていた。

「なにをしているの？　その猫を離してあげてよ」

　リュシアンが言うと、白けた空気になる。

「うるさいな！　どうやって遊ぼうと僕らの自由だろう？　参加しないなら口を挟まないでくれよ」

「ああ、ほら猫が逃げちゃったじゃないか！」

　猫は隙をついて逃げていった。その素早い動きに、子どもたちもさすがに追いかけることはしない。

「つまらないなぁ。……じゃあもういいよ、ボールで遊ぼうぜ」

　誰かがそう言い出したので、リュシアンは目的を果たしたとその場からさっさと離れることにした。でも、直前についため息を吐いてしまったのがいけなかったのかもしれない。

　ガツンと頭に衝撃があり、その場に倒れ込む。

　こういう経験は今までなかったから、一瞬なにが起こったのかわからなかった。

　リュシアンは、悪意を込められたボール遊びの標的にされてしまったのだ。

　のそのそと起き上がって、誰が投げたのか確認をしようとした。すると一人、一番体格のよい少年が悪びれもせずに口を開く。

「ああ、申し訳ありません、偶然当たってしまったんです。……心よりお詫び申し上げます」

「おい、さすがにまずいんじゃないか？」

　別の少年が心配の声を上げるも、本人はまったく気にしていない様子で笑い飛ばす。

「偶然だって、偶然！」

　少年は、誰かが拾ってきたボールをもう一度手にして、ふたたびリュシアンに投げつけてきた。

　今度は、せっかく起き上がったリュシアンの腹に当たる。

（変だな……）

　意識ははっきりとしているのに、いつもと違う感覚がしていた。自分が自分でないような、夢でも見ているような気分だった。

　そうして気づいたら、ボールをぶつけてきた少年が視界から消えた。どこかに吹っ飛んでいってしまったのだ。

「わぁあーー！」

　悲鳴を上げた者は誰だろう。うるさいから、そいつも消えてくれたらいいのに……リュシアンはそんなことを考えた。

「リュシアン！　やめなさいっ！」

　飛び込んできたのはオリアーナだ。

　リュシアンは彼女の声で、ようやく意識が現実に向く。

「ははうえ……」

　オリアーナは苦しそうに腕を押さえていた。リュシアンと目が合うと、手を伸ばして落ち着くように背中をさすってくる。

「母上、血が……」

　腕からたくさん血が出ていた。

　自分がとんでもないことをしてしまったのだとすぐに理解した。

　周囲からは、子どもの泣き声と貴婦人の悲鳴が聞こえてくる。

「悪魔だ！　こいつ悪魔の子だ！」

　子どもの一人が、リュシアンを指さしてそう言った。それは悪口ではなく、心の底から発した嫌悪の言葉だと理解した。

（僕は……僕は、なんてことを）

　後悔しても遅い。リュシアンはオリアーナを傷つけただけではなく、魔力を暴走させ彼女が必死に守ってきたものを壊してしまったのだ。




　数日後、オリアーナの腕の傷は一生残るだろうと知らされ、リュシアンはさらなる打撃を受けることとなる。

　とにかく謝らなければと、勇気を出してオリアーナを見舞った。

「母上、申し訳ありませんでした。僕は約束を破ってしまいました。絶対に力を抑えなければならなかったのに……」

「リュシアン、心配してくれたの？　優しい子ね」

　いつもなら、母はそこでリュシアンを優しく撫でてくれたはずだ。しかし、伸びてきた手は止まってしまう。

（ああ……そうなのですね）

　オリアーナの瞳の奥底には、リュシアンへの畏怖がある。「悪魔だ」と言ってきた子どもと同じように、リュシアンのことを「普通ではない」と思っているに違いない。

　この瞬間、リュシアンは覚悟を決めた。

「母上、僕はもう少ししっかりと魔法を学ぶ必要があるようです。これからしばらく魔術院で、魔法を学びながら暮らします」

「リュシアン……、ごめんなさい」

　オリアーナは涙を流しながら、謝っていた。リュシアンはなぜ彼女が謝るのかがわからない。

（わからないのは、きっと僕がどこかおかしいからなんだろう……）

　だから、ここにはいられない。答えはとても簡単だった。

　リュシアンが王宮から消えれば、きっとオリアーナは安心して暮らせるだろう。




　魔術院に行く前日、荷物をまとめていたときのことだ。リュシアンが窓の部屋を開けておいたら、白い猫が勝手に侵入してきた。

「お前、無事だったんだな」

　それは、先日子どもたちにいたずらをされていた猫だった。

　猫はリュシアンにすり寄ってくる。お礼を言われている気がした。

「お前は僕が怖くないのか？　もう、僕に触れてくれる人なんて誰もいないのに……」

　リュシアンはその猫にスノウという名をつけて、一緒に魔術院に連れていった。

　魔術院では、今まで避けていた魔力をさらに高める訓練をし、魔法を熱心に学んだ。

　そして魔術院で生活するようになってから数か月後、王宮では弟にあたる新しい王子が誕生していた。

（そうか、僕は一歩間違えたら弟を殺していたかもしれないのか……）

　弟の誕生を知り、リュシアンは今後どう生きていくべきかを考えた。

　なるべく人とはかかわらないように。

　そうすれば、傷つけてしまうこともないから。

　人のために役に立つ魔法を考える。

　そうすれば、厄介者とまでは言われないだろう。

　幸いなことに、魔法の研究は楽しかった。孤独を埋めるように、リュシアンは研究にのめり込んでいく。

　気づけば十五年の歳月が経ち、スノウは老いてしまった。

　スノウはある日ふらっと外に遊びに行き、黒い猫をリュシアンのもとに連れてきた。自分の死期が近いことを悟り、リュシアンが寂しくないように新しい友人を探してきてくれたのだ。

　リュシアンは新入りの猫にオニキスと名づけ、それからしばらくは一人と二匹で過ごすようになった。

　オニキスは穏やかなスノウと違い、やんちゃで生意気な猫だったが、気の合う友人のようでもあった。

　スノウを看取ったあと、リュシアンは父からの要請で王宮に戻ることになった。

　リュシアンはこの頃すでに国で一番の魔術師と呼ばれていた。

　放置しておくと魔術師たちの崇拝の対象となり、王室と魔術院の対立を生むとも限らないから、それを回避するための措置だった。

「まあ、立派になって……リュシアン。お帰りなさい」

　久しぶりに会った母は、リュシアンへの畏怖をうまく隠していた。でも彼女が身につけているグローブが、リュシアンの罪を思い起こさせる。

　迷惑はかけないようにと、魔術院にいたときと行動はあまり変えないようにした。なるべく人とは会わない。深くかかわらない。……一人と一匹で、魔法の研究だけしていれば、平和は保たれる。誰も傷つけない。




　一番大切なことだったのに、リュシアンはアリスと共に過ごしているうちに、それを忘れかけていた。





◇◇◇






　舞踏会で起こったリュシアンの魔力暴走は、ほかの招待客が気づく前にどうにか収拾が図られた。

　倒れたマチアスは傷を負って病院に運ばれそのまま入院している。しかし彼はアリスを含めた三件の魔力欠乏症事件において、レッドメイン子爵と共に捜査対象とみなされ監視がつけられている状態だ。

　クレアは父親と婚約者が危うい立場となってしまったものの、自分は直接かかわってはいないと主張し、健気にマチアスの見舞いにも通っているらしい。

　リュシアンは庭園で風の属性を帯びた魔法を使い、アリスはその一端に触れてしまったが傷は浅いものだった。

　ただ傷のできた場所が顔で、服や小物で隠すことができなかったため、治るまでは王宮内の与えられていた部屋で休養することになった。

　この傷を、リュシアンに見せるわけにはいかない。あの夜の彼の様子からそれだけはわかっていた。

　七日ほど経てば、かさぶたは取れて、うっすら残る傷跡も化粧でごまかせる程度になった。

「王妃様にお伝えしなくちゃ……」

　アリスは鏡で念入りに自分の顔を確認したあとに、完治したことを、侍女を介してオリアーナに伝える。リュシアンの次にアリスの傷を気にしてくれていたのは、オリアーナだったから……。

　やがて使いに出した侍女が戻ってきて、王妃がアリスを呼んでいると知らせてきた。

　アリスはすぐに、彼女のサロンに向かう。

「ごきげんよう、王妃様」

「アリス！　よく来てくれたわね。さあ、顔をよく見せて」

　オリアーナは自分が座っていた長椅子の隣に座るよう、手招きをしてくる。アリスを横に座らせると、傷ができた頰のあたりをじっと凝視した。

　リュシアンとよく似た美麗な顔が間近にあり、アリスは緊張してしまう。息を吐くことすら許されない気持ちになる。

「……あら？　お化粧で隠しているのではなくて？」

「お……お化粧は、女官として王宮で過ごすために最低限は、しております」

　化粧と落としたらしばらくは白くうっすらと傷跡が見えてしまうだろうが、淑女たるもの、人に会うために化粧は必要なことだ。特に濃いわけではない化粧で隠れる程度なら、傷などないに等しい。

「もし傷が少しでも残ってしまったら大変よ。私たちはあなたにどう償えばよいのか……」

「償いだなんて！　王妃様もリュシアン殿下も大ごとにしすぎです。私の顔なんて、小さな傷があってもなくてもそう変わりません」

「アリス……あなたはもう少し自分を肯定してあげなさい。自信を持って」

　私なんて……アリスがそんなふうに考えるようになったのは、婚約者との微妙な関係と、欠乏症による体調不良がもたらした結果だった。卑屈な考えになっていたことを王妃に指摘され、アリスは素直に頷いた。

「……はい。王妃様が選んでくださったドレスを着たときは、自信を持つことができました。せっかくいただいたのに破れてしまいました。申し訳ありません」

　リュシアンとオリアーナのおかげで、王宮で過ごすうちにこれでも意識は随分改善されている。

　ただドレスが破れてから、あの夜の自然と自分を認めてあげられるような気持ちも揺らいでしまっている。

「あなたはなにも悪くないでしょう。……今日はね、あなたにお話があるの。リュシアンのことだけれど……」

　オリアーナはそこで、着けていた長いグローブを外した。

「傷が……」

　オリアーナには傷があった。手の甲から肘近くまで伸びるまっすぐな傷跡。……そういえば彼女はいつも長いグローブを着けていたが、これを隠すためだったのか。

「もう二十年以上前になるわ。リュシアンの魔力が暴走したときに負ったものよ」

「殿下から少しだけお話をおうかがいしておりました。暴走して大切な人に傷を負わせてしまったと」

　話してくれたときの雰囲気から、その出来事が今の彼を形成するにあたり、どれほど幅を利かせているのか伝わっていた。

「私が主催したガーデンパーティでの出来事だったの。子どもたちの諍いが発端で……今回と同じようにリュシアンから仕かけたわけではないの。あのときは幼かったし、無理もないことだった。でも彼は自分を責めて、以来……家族に遠慮をしているの。あなたが来てくれて、なにかが変わると思ったのだけれど……」

「結果として、私がきっとリュシアン殿下の過去の傷を掘り起こしてしまったのですね……」

　一度は変わろうとしてくれていた。

　乗り越えると言ってくれた。なのに今はアリスと出会う前の彼に戻ってしまったようだ。

「アリス……どうかお願い。リュシアンのことを怖がらないであげて」

　オリアーナはアリスの手を握って、切実な目で訴えてくる。

「私は当時、できなかったの。あの子のことを嫌いになったわけでも、傷が残ることを恨んでいたわけでもないのに。ただ……お腹に子を宿していたから、それで不安になったの。……いいえ、これはただの言い訳よ」

「王妃様……」

　アリスは握られた手を、ぎゅっと握り返す。

「大丈夫です。怖くなんてありません。……私、リュシアン殿下のところに行ってみます。元気な姿を早く見せないと」

　部屋から出てこないリュシアンは、きっと過去に囚われたまま浮上できていない。ならば一秒でも早く会いに行かないと。




　アリスはオリアーナに退室の許可をもらい、その足で西の塔のリュシアンの研究室に向かった。

　ノックをしても、返事がない。でも待っていたらずっとこのまま膠着状態だと思えた。

　アリスは「入りますよ」と大きな声で宣言してから扉を開けて中に入っていく。

　最初に歓迎してくれたのは、オニキスだ。

「まあ、オニキス様。ちゃんと毛並みを整えてもらえていたようでよかったです」

　ここしばらく、オニキスにブラシをかけるのはアリスの役目だったから、リュシアンが忘れていなければよいと思っていた。オニキスの艶やかな毛並みを見て、その心配は杞憂だったとわかる。

　リュシアンは、いつもどおり研究をしていたのか机に向かっていた。

「……アリス」

　かろうじて顔を上げて名前を呼んできたが、そのあとは石像にでもなってしまったかのように座ったまま動かない。

　拒絶し追い出すこともできなければ、歓迎することもできないらしい。

「リュシアン、ほら見てください。傷は治りましたよ」

　アリスは遠慮なく近づいて、彼に顔を見せた。もうケガのことを気にする必要はないと伝えたかったのだ。

　しかしリュシアンは、目を細めてじっとアリスのことを観察してくるだけだ。

「化粧で隠しているように見える」

　普段女性が化粧をしているかどうかなんて気にしなそうな人なのに、今日に限って騙されてくれない。

　オリアーナと同じようなことを言って、疑いの眼差しを向けてくる。

　それなのにその仕草がかわいらしく思えて、アリスはリュシアンがこれからどんな態度をとってきたとしてもすべて許せる気がしてしまう。

「リュシアン、私……また決まりごとを破ります」

「……決まりごと？」

　次の瞬間、アリスは無許可でリュシアンに思い切り抱きついた。突然触れてはいけないと、そう言われていた。驚かせたら、攻撃してしまうかもしれないから、と。

　アリスの予期せぬ行動に、リュシアンは驚いていた。でも、彼は攻撃なんてしてこなかった。

「ほら……大丈夫。この前、リュシアンは私のことを助けてくれました。私のために怒ってくれました。だから、私はあなたのことを少しも恐れていないのです」

　アリスは彼にそれだけは伝えたかった。

　思いの強さを表すように遠慮なくぎゅうぎゅうと抱きしめる。リュシアンはただ戸惑っていて抱きしめ返してはくれなかったが、そんなことすらどうでもいい。

　ただ、揺るがない自分の気持ちがリュシアンに伝われば、それでよかった。

　アリスは気が済むまで彼を抱きしめたあと、手を離してにっこりと微笑んでみせる。

「私は一度王宮を離れることにします。治療も終わりましたので、家に帰ります」

「あ、ああ……いつ？」

　リュシアンは明らかに動揺していた。

　はじめて会ったとき感情が希薄な人だと思っていたが、本当はそうではないと今ではわかっている。

「そうですね、……明日にします！」

　この瞬間決めたばかりだが、アリスの考えを話せばオリアーナは許してくれるだろう。

　オリアーナが「自信を持って」と言ってくれたから、そうなろうと決めた。

　リュシアンがなにを悩んでいるのかは知っている。そしてアリスは、今度こそ彼にそれを乗り越えてほしかった。

「なにか私にお話があったのではないですか？」

「……それは」

　リュシアンは、あるともないとも言えないらしい。

「今は話したくないのなら、それでもいいです、でも私は待っていますから、忘れないでください。本当ですよ？　リュシアンが私に会いに来てくれるまで、ずっと待ってますからね」

　きっと今ここでアリスが泣いて縋れば、彼は不承不承に受け入れてくれるはず。一緒にいたいと言えば追い出されることはないし、結婚してほしいと言えばきっと承諾してくれるだろう。

　でも無理強いはできないし、同情もいらない。

　アリスは、恐れ多くも王子様に追いかけてきてほしいと思っている。心の底から、自分のことを求めてもらいたいと思っている。

　これは自分勝手で間違っている感情かもしれないが、恋とはそういうものだ。
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　アリスが部屋から出ていってしまった。そして明日には、王宮からも出ていってしまうかもしれない。

　リュシアンはそれでもまだ、動けずにいた。

「みぎゃー」

　オニキスが、いつもより耳障りがする声を上げる。

「今、私の悪口を言っただろう。わざとらしい鳴き方が変だぞ」

　賢いオニキスは、リュシアンの机の上までやってくると堂々とパンチを繰り出してきた。オニキスにペちんと顔をはたかれるのははじめてではないが、今日はいつもより爪が出ている気がする。

「私だってわかっているんだ。だからこうやって研究している」

　ずっと一緒にいたい。アリスに、素直にそう言えたらどんなによかっただろう。

　しかし、リュシアンは近くにいる大事な人を、もう二度も傷つけてしまった。

　一度目は子どもだったから、制御できなかったという言い訳ができる。しかし今回はもう、言い訳もできない。たまたまアリスの負った傷が浅かったからよかったと、脳天気に終わらせてよい話ではなかった。

　次こそは誰かを殺してしまうかもしれない。リュシアンは今、そんな恐怖に苛まれていた。

　アリスを孤独にさせたいわけではない。ただ、大切にしたいだけなのだ。だから二度と彼女を傷つけない方法がないか、自分ができることを研究している。

　リュシアンは手元にある二つの赤い宝石をじっと見つめた。徽章に使ったレプリカではなく、回収してあった本物の石だ。

　すでにこれがなんであるか判明していた。

　かつては東方の国で呪いのかかった宝石とされ、『血の涙石るいせき』という呼称までつけられた代物だ。もともとは首飾りと対の耳飾りの組み合わせで形成されていたが、形と場所を変えて、何度か世に出てきた記録がある。

　そこから、ここにあるのは耳飾りだった石を加工したもので、アリスが所持していた指輪が首飾りに使われていた石だと推測された。

　呪いのからくりも突き止めた。

　濃い赤色をしていて、光を当てると中心から放射状に星のような輝きが現れるのが特徴的な石。分類としては人工のルビーで、実は魔法によって生み出されたものなのだ。

「こんな使い方……思いつかなかった」

　これは戦争のときにたまに使われる、魔法の罠の極小版だ。宝石には目視ではわからない小さな魔方陣が描かれていて、身につけた主を勝手に使い手とみなし、強制的に魔力を回収してしまう。

　じわじわと蝕むように、気づかれないように、ただ魔力を奪っていく。その性質に従いため込むこともできない、実に生産性のない代物だ。

「作った魔術師は有能だが、間違いなく陰気な人物だな……」

　リュシアンが研究室で呟いていると、オニキスが合わせたかのように「みゃー」と鳴いた。

「私も陰気な男だと言いたいのか？」

　反論しようと思ったが、猫としか会話をしないこと自体が自身の陰気さを表しているような気がして、ため息しか出なかった。

　そして今、リュシアンが自分の悩みを解消するために思いついたのも実に陰気な方法だった。

（これを使って、もしくは同じような装置を作って、私自身が魔力を極限まで減らしたらいいのではないか？）

　もちろん体調不良に陥るまでは吸収させない。自分ならコントロールできると思っている。

　暴走させるほど有り余る魔力さえなければ、リュシアンは普通の人間でいられる。大切な人を傷つけてしまうこともなくなるだろう。

　ただ、実行したら「国で一番の魔術師」ではなくなってしまうため、迷っている。「力を捨てるなんて」と、魔術院の頑固な重鎮たちが憤慨するだろう。宮廷と魔術院の力関係も大きく変わってしまう。

　それに、身をもってその効力を味わわされたアリスも、よい顔はしないだろう。

　彼女が悲しむ顔が思い浮かんでしまうから、決断ができない。




　結局リュシアンは悶々と悩み続け、王宮を出ていくと決めたアリスを引き留めることはできなかった。

　一人と一匹になってしまった生活は、以前と変わらないはずなのに、途端に色あせてつまらないものに感じた。




第八章




　アリスがアズナベル子爵家に戻って、数日後の朝。

　新聞には、レッドメイン子爵が逮捕された記事が大きく掲載された。

『二人の役人、そしてとある子爵令嬢への殺人未遂容疑。ほかにも数々の不正に関与か』

　共謀者として当然マチアスの名前もあるが、彼はリュシアンからの攻撃で負傷しているので、病院で監視を受けながら治療を続けている状態だ。

　新聞では『とある子爵令嬢』と書かれ名前は伏せられていたものの、マチアスの名前が出た時点でアリスに関係あることは明白だった。今は、気軽に外出もできない状況だ。

　でも、そのおかげで時間ができたので、アリスは継続して文官試験の勉強にも励んでいた。

　屋敷にはたまに事件の取り調べを担当している役人が訪ねてくるが、リュシアンは来てくれない。

　でも、彼は代わりにアリスに花を贈ってくれる。

　魔法郵便の応用なのか、一輪の花がアリスの部屋に頻繁に飛んでくるようになった。日に何度も飛んでくるものだから、アリスの部屋は今、花瓶がいくつあっても足りなくなっている。

　花はいらないなんて、とてもでないが言えなかった。

　これは、リュシアンが毎日アリスのことばかり考えている証拠以外のなにものでもないのだから。

「もう、本当にしかたのない人」

　天気のよい日は窓を開けて、リュシアンからの花が届くのをつい待ってしまう。

　以前ルイーズから聞いた話では、魔法郵便は確実ではないが最速で届くと。ならば王宮の方角から花が飛んできた瞬間、離れた場所にいてもきっとリュシアンと心は通じ合っている。

「降参して、早く私を迎えにくればいいのに……」

　彼が「大切な話」をしてくれる日は、きっとすぐそこまで来ている。それを示すかのように、一日に届けられる花の数がどんどん増えてきていた。

　きっとすべてうまくいく。アリスはそう思いながら、花に囲まれた穏やかな日々を過ごしていた。

　しかし、事件は突然起こってしまう。




　その日は、朝から雨が降っていて窓を開けておくことができなかった。

　かなりの風雨で、昼間だというのに外は真っ暗になり、大きな雷が鳴っていた。

「どうやら、落雷で火災が発生したみたいだ。火の手が回らないか注意していよう」

　昼食時に父にそう言われたあと自分の部屋から外を眺めていると、確かに雲や霧ではなさそうなもくもくとした白煙が上がっている場所があった。火の勢いはさほどないのか、ここからは炎は確認できない。

　ただ煙の元が、宮や官庁などがある王都中心部付近のように見えて、少しだけ不安になった。

（でも、きっとリュシアンは大丈夫よね。……彼は魔術師だもの）

　火災が発生したとしたら、炎を払いのけるくらいのことはきっと簡単にやってのけるだろう。

　それでもどうしているのか気になって、アリスは雷が鳴りやんだ頃、庭に足を運んだ。

　まだ弱い雨が残っているから傘を差しながら、王宮がある方角をじっくり観察した。そのときだった。

　ぐっと何者かに手を引っ張られ、アリスは庭の生け垣の裏側に連れ込まれてしまった。

「………きゃっ、な、……なに？」

　声を発したらすかさず口元を手で覆われる。アリスを拘束し、離すまいとしているのはここにいるはずのないマチアスだった。

　彼は監視付きで病院で療養中なのに……。

　いったいどうやって抜け出してきたのか。

「大きな声を出さないでくれ。お願いだ。ただ、話がしたいだけなんだ」

　彼は必死な様子で、そう訴えてくる。今すぐ危害を加えてくる気はないようで、アリスは小さく頷いた。抵抗したらなにをされるかわからない。だから今は言うことを聞くふりをしておいたほうが賢い選択だと思えた。

「マチアス……どうしたの？」

「僕を助けてくれないか？　アリス……頼む」

「ケガはもういいの？」

「ああ、動ける程度には。このままではレッドメイン子爵と共に僕は牢獄行きだ。覚悟はしている。ただ誤解だけは解いておきたいんだ。それで、火事に乗じて……」

「誤解……？」

　誤解なんてあるのだろうか？

　彼が贈った指輪のせいで、アリスは死にかけた。そして彼は明らかに自分が贈った指輪の正体を知っていた。ほかの女性に乗り換えるために、邪魔者を排除しようとした。……その認識が間違っているとは到底思えなかった。

「もし誤解があるのなら、正当な方法で主張すればいい。この国ではまっとうな裁判が受けられるもの。それより火事に乗じてって、つまり逃亡してきたってことよね？　罪が重くなるから早く戻ったほうがいいわ」

「ははっ……君は相変わらず正論ばかり言うんだな」

　マチアスは急に悲しげな顔になる。なんだか責められている気がするから不思議だ。

「正論は悪いことなの？」

「そうじゃない。ただ、僕が道を誤った理由を聞いてもらいたいだけなんだ。頼む……ここに長いことはいられないから、別の場所へ……」

　マチアスは焦っているようだ。逃亡中なら無理もない。

　ちょうどそのとき、アリスの耳に自分を探す女性の声が届いた。

「お嬢様！　どちらにいらっしゃいますか？　王宮から使者様がいらっしゃいましたよ」

　屋敷の侍女が、アリスを探している。

　王宮からの使者と聞いて、アリスは「行かなきゃ」と浮足立った。リュシアンが使者を寄こしてきたのかもしれない。

　目の前にいる人のことなど目に入らなくなり、生け垣の物陰から抜け出そうとしたがマチアスにそれを阻まれてしまう。

「時間がない。すまないアリス」

　マチアスはそう言って、アリスが侍女に返事をする前に容赦なく首を絞めてきた。

「……か、はっ……ま」

　苦しさで、息ができない。叫ぼうにも喉を震わすことさえできない。マチアスは尋常ではない。どうして、ここまで？

（私、今度こそ死んでしまうの？）

　誤解なんてなにもなかった。マチアスは呪いの指輪で殺しそこねたから、今度は直接手にかけてきたのだ。

（リュシアン……助けて……）

　王宮からやってきた人がリュシアンであればどれほどよかっただろう。でも侍女は「使者」と言ったから、彼ではないのだ。




　薄れていく意識の中で、アリスはただ彼のことだけを思った。
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「ジスカール男爵が、入院している病院の火事に乗じて逃亡しました」

「なんだって？」

　その知らせを受けたとき、リュシアンはまた魔力を暴走させてしまうところだった。しかしぎりぎりのところで冷静さを保ち、必要な対応をはじめる。

「念のためアズナベル子爵邸に人をやって、子爵令嬢の安全を確保してくれ」

　マチアスは舞踏会のときもアリスに接近していた。自分で手放した女性をあとになって追いかけるのはなぜなのか？　理由はわからないがまた狙われる可能性がある。

　それからリュシアンは、急いで火事のあった病院に向かった。

　負った傷の治療が済み次第逮捕される予定のマチアスには、すでに自由などない状態だった。

　なのにこうも都合よく、火事が起こり逃げおおせることができるとは。火事になんらかの魔法が絡んでいないか疑ってしまう。

　マチアスもレッドメイン子爵も魔術師ではない。だが魔法を用いた事件を起こした者でもあるので、今回も痕跡がないか確認する必要があった。

　向かった病院を調べた結果、逃亡にも出火にも魔法は使われていなかった。

　落雷を装った人為的な火事で、すでに火をつけた犯人らしき人物も捕らえられていた。

　それはマチアスの新しい婚約者、クレア・ド・レッドメインだった。リュシアンは情報を得るために、騎士に捕えられたクレアに事情徴収をした。

「レッドメインの娘。なぜこんなところにいた？」

　彼女は相当したたかな性格の持ち主のようで、偽の「血の涙石」で失神した父親よりよほど肝が据わっていそうだ。

　拘束されている状況でも落ち着いていて「どうして？　誤解なんです！」などとか弱い女性のふりをしていた。

　そうして、リュシアンを前にして瞳を潤ませながら訴えてくる。

「リュシアン殿下！　私はただお見舞いに来ただけなのです。マチアスは私の婚約者です。今日は二人の絆を確認し合うため、婚姻の書類を整えてきたんです。もちろん、火事とは無関係です」

「婚姻の書類？　彼はもうじき逮捕されるが？」

「マチアスに罪があったとしても、私の気持ちは揺らぎませんわ」

　ついには涙を流しはじめたクレアを見て、リュシアンは未知の生物を前にした気分になった。

　犯罪者であっても結婚したいということなのだろうか？　それほど純粋な気持ちであればいっそ褒めるべきなのだろうが、どうもこの令嬢を前にしているとそんな気になれない。

　アリスが泣いていたときとはまったく違う不快さが襲ってきて、釈然としない。

　そんなリュシアンの戸惑いは、近くにいた騎士にも伝わったようだ。

「殿下、恐れながら申し上げます。レッドメイン子爵家には莫大な借金があり、このままだとこの令嬢は身分と財産を失うことになります」

「ああ、それはわかる」

「ジスカール男爵にも明らかな罪があり、おそらく爵位没収の上で投獄されるでしょうが、今のところ彼の財産がどうなるかは不明です。つまり投獄される予定の男の資産を、あらかじめ回収しようとしているのでは？」

　からくりを理解し、リュシアンはぞっとした。

　マチアスを純粋に愛しているのではなく、彼の所有している財産を愛している……ということなのだろうか。

　父親の逮捕で家の没落は避けようがない。自身が貴族の娘ではなくなったとして、金さえあればどうにかなることは確かだ。

　騎士の解釈が合っていたのか、クレアはさっきまでの涙を引っ込めて禍々まがまがしい笑みを称えた。

「私は犯罪に手を染めていませんもの。妻となってジスカール商会の財産を守っていかないと」

「硝煙の臭いが消せていないぞ。放火は重罪だ。お前と話していると鳥肌が立つ。……ああ、でも確かにジスカール男爵とはお似合いだな。獄中結婚が成立したら、おめでとうくらいは言ってやってもいい」

　この女がマチアスを誘惑しなければ、アリスは自分と出会う前に彼と結婚してしまったはず。だから侮蔑を込めつつ最低限の感謝はしておこうと思った。

　リュシアンはもう用はないと騎士に合図を送った。

　これからクレアは放火の疑いで取り調べを受ける。そしてレッドメイン子爵がした犯罪にかかわっていないのかも徹底的に調べられることになるだろう。

　連行されていくクレアは、抵抗はしなかった。

　しかし、馬車に乗せられる直前、急にくすくすと薄気味悪く笑いはじめる。

「のんびりしていらっしゃいますが、よろしいのでしょうか？せっかく病院から抜け出せるよう手伝ってあげたのに、マチアスはあろうことか私との婚姻を拒んで、元の婚約者と復縁するつもりのようです。私を袖にするなんて許せないわ」

「なにを言っている……？」

　聞き捨てならないことを、クレアは口にした。元の婚約者とは？　それはアリスのことだ。

「誘拐婚と言えばおわかりになるかしら？　あなたも、レディ・アズナベルも、マチアスも……みんな不幸になればいいのよ！」
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「目覚めたのか？　アリス……」

　アリスが意識を取り戻したとき、どこかからマチアスの声が聞こえてきた。

（痛い……身体がだるいわ……）

　マチアスに首を絞められ殺されるのだと思ったが、どうやら自分はまだ生きている。

　どこかに連れ去られている途中なのか、身体を縛られた状態で幌もない荷馬車に寝転がされてるようだ。車輪が道の凹凸を乗り越えるたびに、荷台が揺れて、身体が痛い。縛られているせいで均衡を保つこともできないから、衝撃を直に受けてしまう。

　マチアスに首を絞められ喉も痛いし、気分は最悪だった。まるでリュシアンと出会う前の、魔力欠乏症に蝕まれていた自分に戻ってしまったかのよう。

「ど……こ、へ？」

　マチアスは馭者ぎょしゃ台にいて、馬車を走らせ続けている。アリスがどうにか声を出すと、彼は一瞬だけ振り向いた。

「海の見える、素敵な教会に向かっている」

「きょう……かい？」

　なぜ？　どうして？　問い詰めたいけれど会話をするほどの気力が出ない。

　ただアリスは教会に用はなく、いいことなど起こりえないことだけはわかっていた。

　大ケガをすることを覚悟して飛び降りようかと思ったが、抜け目のないマチアスはアリスを拘束しているロープを荷台の一部にくくりつけていた。

　マチアスがアズナベル邸に侵入したのは午後。今はちょうど日没を迎える時間のようで、西の空にわずかに残っていた夕焼けが闇に覆われていく。

　馬車はどこまで来てしまったのだろう。

　きっと家の者がアリスが消えたことに気づいて、すぐに探してくれるはず。

（大丈夫……きっと大丈夫よ）

　アリスは必死に自分に言い聞かせた。だって、アリスには最強の魔術師の味方がいるのだから。

　心を落ち着かせるために、リュシアンの顔を思い浮かべた。

　するとちょうどそのとき、浮かんでいた月の光を遮るようにアリスの頭上をなにかが横切った。

　パタパタと馬車を追いかけて飛び回る、小さな物体。最初の一つが飛来してから、みるみるうちに数が増えてくる。

「わっ！　なんなんだこれは！　蝙蝠こうもりか？」

　蝙蝠ではない。鳥だ。それも紙でできた鳥。アリスは自分の顔の近くにはらりと落ちた物体を見て、すぐにその正体に気づいた。

（リュシアンの魔法郵便だわ……）

　拘束されたままなので、折りたたまれた紙にメッセージが書かれているのか確認することはできないが、リュシアンがアリスを探してくれていることだけはわかった。

　魔法郵便の鳥たちはマチアスをめがけて下りてくる。リュシアンが、マチアスに連れ去られたアリスの状況を把握している証拠だ。

「やめろ！　なんなんだこれは！　気色悪い」

　この紙の鳥には魔法をかけた主の意思が宿るのか、尖ったくちばしでマチアスの頭をつついてからただの紙として落ちていく。

　マチアスは必死にそれを払いのけるが、手綱を握り続けるのも困難となったようでゆっくりと馬車は停車していった。

「しつこすぎる。……くそっ」

　悪態をついたマチアスは馭者台から荷台に飛び移ってきて、拘束状態のアリスを担ぎ上げ馬車を降りた。

「どこへ？」

　リュシアンから逃げ切れるはずないのに。

　マチアスは魔法郵便から逃れるために馬車を乗り捨て、徒歩で森の中に入っていった。それで追跡を振り払うつもりだったようだが、鳥たちは幾度となく木々の合間を縫って飛来し追いかけてくる。

「クソッ！　しつこい鳥だな。でも運がいい。小屋だ。あそこに小屋がある」

　マチアスは狩猟用の小屋を見つけた。無人だが鍵はかかっておらず、中に入ることができた。

　武人でもないマチアスはアリスを担いで運んだだけで相当疲れたようで、息を切らしている。担がれていた状態から、雑に下ろされた。

　コツン、コツンと窓を叩く小さな音が絶え間なく鳴り響く。

　リュシアンが魔法郵便をマチアスに向かって送り続けているのだ。大量の紙の鳥が一箇所に飛来し続けていたら、それは確実に目印になるだろう。

（私はただ、待っていればいい）

　今はなるべくマチアスを刺激しない。リュシアンを信じて待つ。アリスにできることはそれだけだ。

　マチアスが魔法郵便から逃れるために小屋に逃げ込んでくれてよかった。木々が隠してくれるという森の特性が無効なら、馬車で移動し続けている状態より、ずっと発見してもらいやすいはずだ。

「アリス……君は王子が助けにきてくれると思って、余裕ぶっていられるんだろう？　でも少し状況を理解したほうがいい。君は今、僕と駆け落ちをしたところだ。そして密室で二人きりになった。逃げ切ったら明日結婚しよう。殺人未遂？　冗談じゃない。そんな事実は婚姻により消え失せる」

　マチアスが、上から冷ややかな視線を浴びせてきた。

　アリスはそこでようやく彼の考えを理解する。

「誘拐婚……」

「その言い方は好きではないな。ただの駆け落ちだよ」

　女性を攫って傷物にし、強引に花嫁にする手法は、古来より蛮行とされているのにもかかわらず完全に消えてなくならない。

　誘拐された娘が結婚を承諾しなかった場合、戻っても尼僧院に行くくらいしか選択肢がなくなってしまうから。両親も娘のこれ以上の不幸を招かないためにも、相手の罪を訴えることができなくなる。

「私は、死んでも承諾し、ない……」

　マチアスの狙いを知っても、アリスは絶望することはなかった。

　ある意味彼に感謝しなければならない。アリスが深窓の貴族令嬢であれば、心が折れて泣きながら言うことを聞いてしまっただろうから。

　女性は黙って男性の言うことを聞いていればいい。そんな風潮に反発する気持ちが育ったのは、商売人のマチアスの婚約者だったからだ。それが夫となるはずだった彼の理想像とは違っていたとしても……。

　マチアスの手が伸びてくる。また、首を絞めるつもりだろうか？　でもアリスが死んだら誘拐婚は成立せず彼の罪が増えるだけ。怖がる必要はないと、アリスは彼を睨んだ。

「殺せないと思って甘く見ているのだろう。君はもう少し従順になったほうがいい。だから首輪をつけておいた。やはりこの石は君に相応しい」

　マチアスがアリスの首元に軽く触れてきた。

　彼が指先で弾いたものは、なに？

　アリスは日中、首飾りをしていなかった。なのに今、アリスの首元でなにかが揺れた。喉の痛みや身体のだるさが気になってあまり意識していなかったが、マチアスに触れられて気づいた。アリスは今、チョーカーのようにぴったりと絞めるような首飾りをしている。

「もともとは指輪ではなく、首飾りだったそうだ。君から回収して、元に戻しておいた」

　アリスは血の気が引いていくのを感じた。

　マチアスはあの赤い宝石を、アリスの首につけたのだ。……拘束されているこの状態では取り外すこともできない。

「酷い……！　私が、どんな思いをしたか、わかる？」

　喉が痛い。それでも怒りから、アリスは大きな声で抗議した。

　動揺したらいけない。一日や二日で急にどうにかなるものではないとわかっている。でも、どうしてもできなかった。

　半年に及ぶ体調不良。だるくて、なにもできない自分が嫌になって、もうこのまま死んでしまうのかと怯えていた日々。いっそ楽になりたいとさえ願った夜もあった。

　その記憶が一気に蘇ってきて、とても冷静ではいられなくなった。

　もう一秒だって、赤い宝石を身につけていたくなどない。

「泣いて怯える君を見ると、少し気分がいい」

「酷い……大嫌い。大嫌いよ」

　マチアスの前で泣きたくなんかない。でも涙は止められなかった。

　彼はいつからこんなふうになってしまったのだろう。自分たちは理解し合えていると思っていた時期が、確かにあったのに。

「悲しいな。そうそう、君に話したいことがあったんだ。まず、誤解を解いておこうと思う。僕は君を殺そうとなんてしていない。だから罪は成立しない」

「……なにを言ってるの？」

「僕は子どもの頃から君のことが好きだった。ケチのつけようがないレディを誰が嫌うというのだろう？　君と釣り合う男になりたいと思っていたのは、本当なんだ。……それがいつの間にか、こんなおかしなことに」

　それはマチアスの独白で、アリスがなにかの言葉を発する間もない一方的なものだった。

「はじまりはレッドメイン子爵と出会ったことだ。親しくなったのは二年前だっただろうか。国の事業に進出する手伝いをしてくれると……。彼は役人に顔が利くからチャンスだと思った。成り上がり貴族などとバカにされずに、もっと上の爵位を賜ることも可能ではないかと。だから話に乗った。僕の資産を奪おうとしていることに気づかず」

　よほど悔しかったのか、マチアスは握った拳を振るわせる。

「僕は騙されていた。だけど、なにかをするたびにクレアから感謝されることが嬉しかった。はっきりとした好意を寄せられることも……」

「だから、私が邪魔に、なった……のでしょう」

　彼の語ることになんの感情も動かない。

　マチアスは自分が騙された被害者のように語るが、アリスはそうは思えなかった。ただクレアに惹かれて、それでアリスを切りたくなった。結局そこに行きつくだけだ。

「この赤い宝石は、『血の涙石』というものらしい。闇のオークションでレッドメインが落札したが、そのとき僕は知らなかった。ただ女性特有の機能を止めるものだと聞いていた。それなら優しい君は、自分から婚約を辞退してくるだろうと。クレアの演技に騙された僕は、それを信じて君に渡してしまった」

「噓よ。……だってあなたは見ていたじゃない」

　明らかに瘦せて、外出もままならなくなるアリスの状態をマチアスは把握していた。それなのに、彼は強引に舞踏会に参加させて皆の前で侮辱した。

「賢い君なら理解してくれるはずだ。あの騒動がいかに不自然だったか。レッドメインの企みにようやく気づいたのは、あの舞踏会の直前だ。引き返そうと思ったが、あろうことかレッドメインは僕を脅した。『血の涙石』もほかの不正もすべて共犯だと。だから一刻も早く君と婚約を破棄して、せめて君から指輪を取り上げようとした。……僕は自分を犠牲にして君を助けたんだ」

　彼の話を聞いていると、ひたすら気分が悪くなる。

　マチアスは口が達者で弁も立つ。商才があるのは確かだ。

　彼が語る正当性を聞き流そうとしているのに、どうしたって頭の片隅に入り込んできてしまう。

　もしかして自分が見えていなかっただけ？　彼も騙されて大変な思いをしていたの？

　そんな思いがかすかに芽生えてしまうのだ。でも、アリスはそれを振り払う。

「でも今、また私に赤い宝石を……」

　彼は話の最初にアリスへの好意を口にしたが、現実を見るとそうではないとわかる。

　だって、今も彼は赤い宝石を使ってアリスを苦しめているのだから。

「今、手元には急いで回収した金とこの『血の涙石』、あとは小さなナイフしかない。それとも麻薬でも使ったほうがよかったかい？　これはただ君をおとなしくさせておくための首輪だ。僕の言うことを聞けるなら外してやるから。大丈夫、君と結婚さえすればまだやり直せる。レッドメインにむちゃくちゃにされた商売もきちんと立て直す。さあアリス、念のために既成事実を作っておこうか？」

　マチアスの手がふたたびアリスに伸びてくる。今度は首飾りではなく、胸元に……。

「絶対に、嫌！」

　アリスは必死に身体を丸めて身を守る。

　今もまだ魔法郵便が窓を叩く音が続いている。その音が諦めたくなる心を引き留めてくれる。

（リュシアン……早く来て。助けて……）

　マチアスがアリスの服に手をかけた。もうだめだと思ったその直後、大きな音と共に爆風が吹いた。

「な、なんだ！　うわぁ！」

　竜巻にでも巻き込まれたかのように小屋の屋根は吹き飛び、星空が現れた。

　マチアスは警戒し、アリスを無理矢理立たせるとその首筋にナイフを突きつけてくる。

「外へ出るぞ」

　状況が見えないことに不安を感じたのか、マチアスはアリスを人質として楯にして小屋の外に出た。

「ぐっ……」

　しかしマチアスがなにかを見つけて悔しそうに呻く。すぐそこに立っていたのはリュシアンだった。近くには、彼と行動を共にしているのか騎士らしき人たちも数人いる。

「アリス……迎えにきた。遅くなってすまない」

「リュシアン……」

　アリスは彼の顔を見ただけでほっとしてしまったが、首にマチアスの持ったナイフが食い込んでくる。マチアスはまだ抵抗する気があるようだ。

「ありえない。バケモノだ」

　マチアスはリュシアンの魔法を目の当たりにして、そう毒吐く。

　アリスはリュシアンが怒りを爆発させてしまわないか不安になった。魔力を暴走させたら、大惨事になる。しかし彼は案外落ち着いているようだった。

「バケモノでかまわない。アリスを離せ、ジスカール男爵。私から逃げ切れるわけがないだろう？」

「それは無理です。アリスはすでに僕のものになったのだから。誰もいない小屋……密室で二人きり、長い時間を過ごしました」

「……密室？」

　リュシアンが、不敵に笑った。

「アリス、心配しないでくれ。私は魔力を暴走させない」

　リュシアンの宣言の直後、背後からバリバリと轟音が鳴り響く。風が吹きすさんでいる。

　なにが起こっているのかと、マチアスが一瞬だけ背後を振り返った。同時に首に当たっていたナイフの刃の位置が緩んだので、アリスも釣られて首を捻る。

「あっ……」

　信じられない光景が広がっていた。さっきまであったはずの小屋が消失していっている。硬い木材を使用しているのに、野菜を切り刻むよう目の前で木っ端微塵に粉砕されていく。

　緻密に……念入りに……地面の土や葉と同化してしまうくらい、跡形もなく、執拗に。

「どこに密室がある？　そんなものは存在しない」

　リュシアンの声が、さっきよりずっと近くで聞こえた。アリスを束縛していたマチアスの手が完全に外れる。

「ぎゃぁっっ！」

　マチアスの苦痛に満ちた悲鳴が響き渡った。リュシアンが隙を突いてマチアスの手を捉えて捕まえてくれたのだ。

　よく見ると、マチアスの持っていたナイフは今、いびつに変形しねじ曲がって彼の手に突き刺さっていた。

「やめろ！　やめてくれ！」

　刃は変形を続け、細く長く、マチアスの手にじわじわと食い込み続けている。金属ではありえない、蛇のような動きだ。

　そうしてアリスを自分の背後に隠すようにすると、リュシアンはようやくマチアスを解放した。

　ナイフの変形は止まったが、刃は彼に突き刺さったままだ。マチアスは逃げることもなく自分の手を呆然と見つめ続けている。

　騎士が動き、すぐに彼を拘束した。

「私は自分の魔力を疎んじていた。なくなってしまえばいいと思ったことさえある。……が、今、はじめて自分が魔術師でよかったと心から思える。あなたを守れる力があるのなら、どうしたって捨てられない」

　リュシアンがアリスの自由を奪っていた縄を解いてくれる。アリスは迷いない言葉に喜んで、彼に抱きついた。

　リュシアンは特別な人だ。自分自身を疎んじることなど、あってはならない。

「リュシアン……リュシアン」

「ああ、アリス……遅くなってすまない」

「ほんと、に。待ちくたびれました」

　再会の抱擁のあとアリスが顔を上げると、リュシアンの視線がある一点に留まった。アリスの首元だ。

「あなたにこの石をもう一度つけるなんて、酷なことを」

　首飾りに気づいたリュシアンがそれを取り払ってくれる。一瞬だけ首のあたりに熱を感じたのは、留め具を外す手間を惜しんで魔力でチェーンを壊したからだろうか？　彼が見せてきた首飾りは、途中でちぎれていた。

　首飾りが外されたことを確認し、アリスは大きく呼吸を吐き出した。

　あまり弱い自分を見せたくはないが、今だけは許してほしい。アリスが思わず涙を零すと、リュシアンは慰めるように身体を抱き上げてくれる。

　赤い宝石を託しながら、リュシアンは騎士にこんなことを告げていた。

「私たちは勝手に帰るから、気にせずにあの者を護送してくれ。……ああ、アズナベル子爵への報告だけは怠らないように」

「え、あ、でも、は、はい」

　明らかに戸惑っていたが、リュシアンはかまわずアリスを抱いたまま歩き出す。

　彼の肩越しに、騎士がぽかんと口を開いている姿が見えた。ひとけのない場所に移動して、二人はこれからなにをする気なのか……そんなふうに思われたかもしれない。

　そして実際に期待をしてしまうアリスは、もうどうしようもないほど彼に依存している。

　リュシアンはアリスを森の中の切り株の上に、丁寧に下ろしてくれた。

　目の前に立ったリュシアンが姿勢を低くしてくるから、月明かりでも彼の顔がよく見える。だからリュシアンにも、アリスの顔がよく見えているだろう。

「身体は？　大丈夫なのか？」

「わからないんです。私、ただ不安で……」

　月明かりを反射した彼の長い睫がとても綺麗だ。吸い寄せられるようにアリスは顔を近づけた。

　あの赤い宝石は、長い期間身につけていて効果を発揮するものだ。だから数時間程度では変調をきたしてはいないはず。でも、アリスは安心できない。

「リュシアン、口づけをください。あなたに癒やしてほしい」

　身体だけじゃない。傷ついた心さえ、リュシアンがキスをくれたら治る気がしていた。

「ああ、アリス……」

　それは久しぶりの口づけで、リュシアンの熱を帯びた瞳から渇望していたのは自分だけではないということが伝わってきた。

　もう誰にも邪魔されることがない。

（リュシアン……好き……大好きです……）

　久しぶりに彼の魔力を受け取った。きっと彼は、アリスの感情を読み取ることができるのだろう。

　剝き出しの好意に応えるように、リュシアンのキスは激しくなる。彼はこれでもかというほど奥まで、アリスの口内に自分の舌を侵入させてきた。

　歯がカチカチと当たっても気にしないほど凶暴な仕草に、アリスはたまらなく興奮してしまう。




　唇がヒリヒリと痛くなるほど長い時間キスをして、アリスが呼吸困難に陥りそうになったところでリュシアンはそれを止めた。

　夜の風が火照った身体を冷やさないよう、リュシアンはアリスの身体に魔術師のローブをかけてくれる。

　そうしてぎゅっと大事そうに包み込みながら、痺れの残る唇は避けて頰に軽く口づけをしてきた。

「王宮に戻ったら、今度こそあなたに大切な話があるんだ」

　真剣に切り出され、アリスはおかしくなってクスクスと笑い出す。

「……今、言ってください」

　二人が出会った庭園で話すと約束していたから、それを守ろうとしてくれているのはわかる。でも待たされすぎて、あやうく機会を失うところだった。

　大切な話なのであれば、一秒でも早く聞きたいのが本音だ。

「あなたは文官を目指していると言っていたが、考え直してはくれないだろうか？　おそらくもっと手間がかかり、なによりあなたにしかできない役目があるから」

　もじもじと切り出してくるリュシアンが、いじらしい。

「文官でなければ、私はなにになればいいのですか？」

「……私の妻になってほしい」

　本当は、アリスの身分は少しばかり彼に釣り合わない。特別な彼の結婚相手はもっと特別な人ではないといけない気がしている。

　でもお互いがお互いしか必要としていないのだから、これはどうしようもないことなのだ。

　アリスは「はい」と素直に返事をした。

　するとリュシアンはいつもの気難しい顔を緩めて、少年のような純粋な笑みを向けてきた。

　月明かりが木々の隙間を縫ってわずかに届く闇夜で、二人は約束の口づけを交わした。これは魔力を伴わない、純粋な口づけだった。
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　婚姻を交わすための一年間は、とても大変だった。

　王族の結婚ともなれば、さまざまなしきたりや手順があり、省略することは難しいのだ。それを順番にこなしていかなければならなかったのだが、二人を悩ませたのは形式ばった儀式をこなしていく苦労ではなく、別のところにあった。

　すでに一度身体を重ねてしまっているので、恋人同士となった状態で「我慢」することが大変だったのだ。

　さすがに先に子どもを授かるのはまずい。

　一度目のときはあくまでも欠乏症の治療が先にあり、アリスは妊娠できる状態ですらなかった。

　今はすっかり健康を取り戻しているので、状況は変わっているのだ。

　避妊薬もあるにはあるが、あまり身体によいものではないらしく使う気にはなれない。

　愛情を確認し合うのにキスをしたとして、すぐにそれ以上の行為をしたくなってしまうから、途中で踏み留まるのがお互い大変だった。

　元来真面目なリュシアンとアリスは、この一年間恋人同士らしい触れ合いを何度もしつつも、なんとか一線を越えずに過ごしてきた。

　だがそれも昨日までの話。

　今夜、ようやくリュシアンとアリスの婚姻が成立した。

　王族の結婚に相応しい大聖堂での盛大な挙式と、それに続く披露パーティが開かれている。

　宴は深夜まで続くのだろうが、主役の二人は早々に会場から抜け出していた。

　アリスは念入りに夜の支度を調えられ、リュシアンの部屋の寝室に通された。そこには、髪がほのかに濡れた色っぽいガウン姿のリュシアンが佇んでいた。

「リュシアン……髪が……」

「あなたを待たせたくなくて……浮かれているんだ」

　リュシアンは肩にタオルをかけていたので、寝台の上に座って向かい合わせになったあとアリスは彼の髪を丁寧に拭いていく。

「いい香りがする……」

　膝を立てて自分だけ姿勢を高くしたから、彼の顔のあたりにアリスの胸がある。鋭いリュシアンは、胸に侍女が塗り込んでくれた香油の香りに気づいたのだ。

　クンクンと犬のように鼻を寄せられて、くすぐったい。

　これが本当にかわいい犬ならよいのだが、リュシアンは立派な大人の男性だ。香りを楽しむふりをしながら指先で胸を弄られると、彼の頭を拭き続けることなんてすぐにできなくなってしまう。

　薄いナイトドレスはアリスの身体の線を隠してはくれない。

　爪の先で何度か弾かれると、たちまち胸の先端が突き出てきてしまう。

「あぁ……リュシアン、恥ずかしい」

　膝立ちしたままだから、リュシアンがアリスの胸を熱心に観察している姿がよく見える。リュシアンは舌を伸して、ナイトドレスの上から、すでに硬く主張しているアリスの胸を舐めた。

　わざとなのか……ジュルッと卑猥な音を立てながら、ドレスの薄い生地を濡らしてくる。唾液に濡れ、生地が貼りついてしまう。余計に先端の形が強調され、ピンクに染まっている色まで透けて見えるほどだ。

「だめです、リュシアン。脱がせてくれないと……」

　せっかくあつらえたナイトドレスを汚してしまう。そういう意味だったのに、じれったくて直接触ってとねだっているように聞こえたかもしれない。

　実際リュシアンは、嬉しそうにナイトドレスの胸元の紐を解いてきた。はだけた布の隙間を縫って、リュシアンの手が入り込んでくる。両方の胸を揉みながら乳首を吸い上げてきた。

「あっ、んん……強い」

　きゅうっとした、強い痺れ。

　リュシアンは指でアリスの胸をくねくねと弄ぶ。わざと胸の先を尖らせて、執拗に突き出た感じやすい部分を舌で擦ってくる。

「ああ、そうだ……」

　途中、リュシアンはなにかを思い出したように呟いて、乳房に強く吸いついてきた。彼が口づけしてきたところに、鬱血痕が浮かび上がる。

　まるで自分のものだと印をつけられているみたいで、アリスは歓喜に疼いた。

　それから随分長いあいだ胸だけを弄られ続けたアリスは、ついに受け流すことができなくなり膝立ちをやめて座り込む。

「はぁっ、はぁっ……リュシアン……、だめです。身体がおかしい」

「おかしくなってしまったのはどこだ？」

「全部です……」

　よほど物欲しそうな目で見つめてしまったのだろう。リュシアンはふっと笑って、アリスを寝台に縫い止めてくる。そこから、全身にキスの雨を降らせはじめた。

　額、頰、鼻、それに鎖骨……。胸の谷間を辿り、やがて腹に。

「お腹は、ダメ……くすぐったい」

　脇腹あたりは、気持ちがよいのかそれともくすぐったいのか、どちらかわからなくなる。アリスは思わず身を捩ってうつ伏せになった。

　すると今度は、背中に無数の口づけを落とされた。

「あっ……、あっ、ん」

「背中は、感じるみたいだな」

　リュシアンに吸われるたびに、アリスはシーツを握りながら背筋を反らせた。きつく吸われその場所には、胸に浮かんでいるような痕がつけられているのだろうか？

　想像しただけで、アリスの興奮を煽ってくる。

「少し、お尻を浮かせてくれるか？」

　恥ずかしいのに、リュシアンの言葉に従ってしまう。

「そう、突き出すようにして……高く」

　彼は、乱れ腰のあたりまで落ちていたナイトドレスの裾をめくり上げ、アリスの恥ずかしい部分も露わにしてきた。

「イヤ、だめなのに……」

　見られているかもしれない。

　尻肉が外に向かって揉まれて、潤んだ秘裂に熱い空気がかかった。リュシアンが息を吹きかけたのだ。

「ここにも触れたい。口づけをしたい」

　彼は当然の権利であるかのように、アリスの返事を待たずそこに口づけてきた。すでに溢れていた蜜を味わうように、ぴちゃぴちゃ、じゅるじゅると、部屋には水音が響く。

「ひやっ、あっ……そこは、あんっ」

　彼の舌がある一点を捉えた瞬間、アリスはガクガクと腰を震わせた。彼が今触れたのは、和毛にこげに隠れるようにして存在する、女性の小さな突起の部分だ。

　軽く触れられただけで、胸の先端を甘嚙みされたときよりもさらに強い刺激が全身を駆け巡っていく。

　思わず反応してしまうと、リュシアンは喜んでそこを攻めてきた。

　尖らせた舌で包皮を剝くように擦られたら、アリスはたまらず悲鳴に近い嬌声を上げた。

「ああぁ、本当にだめです。だめ、変なの……私……」

　刺激の強さに混乱しはじめたアリスを追い込むように、リュシアンは蜜口の先へ、指を差し入れてくる。

　陰核と中を同時に弄られたらたまらない。

「あっ、リュシアン……待って！　なにか変……」

　制御できない強い波が襲ってきてしまう。

　全身がびくびくするような感覚。研ぎ澄まされ快楽だけに敏感になっている。流れる空気さえ、肌で感じているような気分だ。

　アリスはリュシアンの指を吞み込みながら、蜜口をひくつかせた。

　彼の手を汚してしまうほど、そこからいやらしい蜜が溢れてきている。でもこれ以上したら……。

「リュシアン……リュシアン……」

「大丈夫だアリス。このまま、素直に……」

　リュシアンはそれだけ告げて、アリスの花芽を自分の唇で挟んだ。それから届く限界まで指を入れてきて……。

「んあっ、だめ、溢れちゃう！　あっ、んっ、ああ！」

　奥が大きく痙攣し、大量の淫水が放たれる。ひくひくと、いつまでも止まらない。

（こんなはしたなくて、嫌われてしまうかも……）

　アリスは尻を突き出したいやらしい姿のまま、足元のリュシアンを見た。

　彼はアリスの陰部から手と口を離してくれたが、あろうことかアリスの蜜で汚れた手を舐めていた。

　その光景に動揺し、アリスはまた蜜口をひくつかせる。

　彼が次になにをするのか、目が離せない。

「アリス、いいか？」

　彼はガウンを脱いで、惜しみなく裸体を見せてきた。

　美しい身体と顔を持つリュシアンの己の象徴は、そこだけ淫猥で自己主張するかのようにそそり立っている。

「待ち焦がれていたんだ……」

　リュシアンの熱い切っ先が、アリスの入り口に宛がわれる。そこから腰をぐっと押し込まれると、アリスの陰道はたやすく彼の昂りを受け入れた。

　一度目のときの痛みはなく、今夜は悦びしかない。

「ああ……全部入った」

　深い……。

　背後から覆い被さってきたリュシアンの息が熱い。

　緩やかに律動をはじめた彼は、どんどんと呼吸を荒くしている。

「あっ……んっ、嬉しい。……リュシアンに、もっと気持ちよくなってほしい」

　アリスが大丈夫なのだと知ったリュシアンは、パンパンと腰を打ちつけはじめた。

　慣れないアリスはついぎちぎちに締めつけてしまうから、たまに彼の苦しそうなうめき声が聞こえてくる。

「アリス……アリス……」

　ぎゅっと抱きしめられると、彼が汗を搔いているのだとわかる。ぽたぽたと、アリスの首筋にも汗が落ちてくる。

　夢中になって、必死になって……溺れて──。

「あっ……気持ちいい……」

　アリスは首を捻った。リュシアンの顔がどうしても見たかったのだ。振り向いて、彼と目が合っただけでじんと疼く。

「舌を出してくれ……」

　アリスが舌を伸すと、リュシアンに食べられてふわふわとした気分になった。

「私、また……はぁ、あん、もう」

　指淫で達してしまったときと似た波が奥から湧き出てくる。リュシアンの形がわかるほどぎゅうぎゅうと締めつけたかと思えば、緩んでさらなる奥へと彼を誘い込んでしまう。

「もう、ああっ──」

　最奥に昂りを強く押しつけられてアリスは達してしまった。直後、リュシアンがなかにドクドクと精を放ってくる。

「ああ、私のアリス……」

　リュシアンが中に留まったまま優しく抱きしめてくれるから、アリスはこのうえない幸せに包まれていた。





◇◇◇






　婚姻を境に、リュシアンは所持していた公爵の称号を頻繁に使うようになり、アリスも公爵夫人と呼ばれるようになった。

　完全に独立して別の邸宅を構える案も出ていたのだが、オリアーナの望みで結婚後も二人は宮殿に留まっている。

　リュシアンは相変わらず魔術の研究に熱心で、生活の中心は今でも西の塔の研究室にあった。

　アリスは公爵夫人としての役割をこなしつつ、リュシアンと一緒に研究室で過ごす時間を大切にしている。

　午後のお茶の時間、アリスが陽気のよさに釣られてうとうととしていると、リュシアンが横で深いため息をついた。

「リュシアン……？」

　なにか悩みごとでもあるのかと、彼に問いかける。

「この散らかった研究室には、危険なものが多すぎる。どうやって片づけようか……考えていると頭が痛くなる」

「大丈夫ですよ。赤ちゃんはすぐに歩けるようにはなりませんから……ゆっくりで」

　二人と一匹。しばらくはここで穏やかな生活を続けていたが、近い将来、今よりずっと賑やかな毎日になるだろう。
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